
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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１章　ビーストテイマーＶＳ．ビーストテイマー




　アリオスの依頼を完了したことで、ある程度余裕ができたので、装備を整えることにした。

　街で一番と評判の武具屋に足を運ぶ。

「……いらっしゃい」

　無愛想な声が俺達を迎える。

　店の主人は頑固な感じのする初老の男だった。背は子供のように低く、ずんぐりとした体型をしている。地人族だ。人間と酷似した種族で、鍛冶を得意としている。別名ドワーフ。

「すまない。武器と防具を探しているんだが……」

「お前さんの目は節穴かね？　武具はそこらに並んでいるだろう？　好きなものを選んでくれ」

「あ、ああ。わかった」

　店主にオススメを選んでもらいたかったのだけど、まともに話をすることができない。

「にゃー、頑固そうなおじいさんだね」

「地人族って、偏屈な人ばかりよ」

　カナデとタニアがあれこれ言っていると、店主がチラリとこちらを見た。

　もしかして、聞こえている？　恐ろしい地獄耳だ。

「レイン。このような武器はどうですか？」

　ソラが短剣を持ってきた。

　試しに手に持ち、軽く振ってみる。

「けっこう良さそうだな。切れ味も悪くなさそうだけど……」

「けど？」

「なんて言えばいいのかな？　うまく言葉にできないんだけど、どこか違う気がするんだよな」

「違う、ですか？」

「うまく言葉にできなくて悪いな。なんていうか、しっくりと来ないんだ」

「そうですか……残念です」

「レイン、レイン」

　今度は、ルナが鞭むちを持ってきた。

「これなんてどうだ？」

「ルナ？　レインは鞭を扱えませんよ？」

「しかし、テイマーといえば鞭ではないか？　これで、言うことを聞かない使い魔をビシバシとやるのだ！」

「ふ、不潔ですっ」

「何を想像したのだ？　鞭で変な想像をするなんて、ソラはむっつりなのだな。くはははっ」

「ルナっ」

「戦略的撤退なのだ！」
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　きゃーきゃーと騒ぎながら二人は追いかけっこを始めてしまう。追い出されないといいが……

　ちらりと店主を見るが、こちらに興味を示した様子はない。退屈そうな顔をしながら、静かに本を読んでいた。

「追い出されないうちに、早く武具を選んでしまうか」

　武具が並べられた棚を見て回る。

　俺が扱うのは、主に短剣だ。ビーストテイマーは腕力がない者が多いので、そういった軽装備が主な武器となる。

　今の俺はカナデと契約しているから、長剣どころか大剣も装備できるだろうが、それらはまともに使用したことがない。うまく扱うことができず、宝の持ち腐れになる可能性が高い。

　やはり、使い慣れた短剣が一番だろう。

「うーん」

　ここの店主は、相当な腕なのだろう。どの武器も輝いて見える。

　しかし……ただ輝いているだけで、中身が空っぽに見えるのは俺の気のせいだろうか？

　見栄えだけがよくて中身がない。そんな印象を受けた。




「おうっ、邪魔するぜ！」

　冒険者らしき大柄な男が来店した。顔や腕に傷跡があり、いかにもという感じの風貌をしている。歴戦をくぐりぬけた強者かもしれない。

「あんたが店主かい？」

「……うむ」

「知り合いの冒険者に紹介されてここに来た。この店なら俺にピッタリな武具が見つかる、ってな」

「ほう……知り合いに紹介されたのか」

「長剣は置いてあるか？　金ならいくらでもある、最上級のものをくれ」

「金か……まあいい。ふむ、これなんてどうじゃ」

　店主が大男に一振りの剣を渡した。

「ほう……良い輝きだな。よく切れそうな剣だ」

「耐久力も抜群じゃ。乱暴に扱っても傷一つつくことはないぞ」

「よしっ、気に入ったぜ！　こいつをもらおう」

「……まいど」

　大男はごきげんで店を出て行く。




　カナデがそっと耳打ちしてきた。

「にゃー……あのおじさん、ひょっとして気の良い人なのかな？　聞いたら、ちゃんと答えてくれるのかな？」

「どうだろうな。それよりも、今のはちょっとおかしい」

「にゃん？」

　店主のところに歩み寄り、声をかける。

「すまない。今、男に売った剣について聞きたいことがあるんだが」

「……なんじゃ？」

「もしかしたら、今の剣、大したことのない代物なんじゃないか？」

　突然の発言に、みんなが驚いた顔をした。

　ただ……店主は、こちらに興味を持ったように、どこか面白そうな顔をした。

「ほう……儂わしが客にナマクラを売りつけたと？　そう言いたいわけか？」

「いや。ナマクラとまでは言わないが……この店なら、もっと良い剣があったんじゃないか？」

「どうしてそう思う？」

「単なる勘になってしまうが、この店に置いてある武具は、とてもよく輝いているが、それだけのような気がするんだよ。観賞用としては申し分ないが、実戦で使うとなると物足りない気がする」

「小僧、なかなか見る目があるじゃないか。正解だ」

「ということは？」

「あの男に売ったのは、片手間に作ることができる、単なる量産品じゃ。ほどほどに斬れて頑丈ではあるが……それだけの剣じゃな。魂を込めたものとは違う。業物と言うには程遠い代物じゃ」

　どうして、そんな剣を売ったのだろうか？　法外な金を受け取っているわけではないから、詐欺目的ではないと思うが。

「なーに、年寄りのちょっとした意地悪じゃ」

「意地悪？」

「最近は、自分のレベルに合わない武具を手にする客ばかりでな。さっきの客も、二言目に金はあるときた。そんな連中の相手をしているうちに、バカらしくなってな。儂の作品は、皆、子供のようなもの。それ相応の使い手に扱ってもらいたいと思うのはワガママじゃろうか？」

「その気持ちわかるわ！　間違ってないってあたしが保証してあげる！」

　意外なところで、タニアが店主に賛同した。プライドが高い者同士、通じるものがあるのか？

「ほほう、嬢ちゃん。話がわかるな」

「あなたこそ、人間にしては良い根性をしてるわねっ」

「うん？　その言い方……ああ。よく見れば、嬢ちゃんは竜族か」

「あら、驚かないの？」

「この歳じゃ。最強種に出会うのは初めてじゃない」

「ふーん、度胸があるのね。いいわ。ますます気に入ったわ」

　妙な親交が生まれつつあった。

「っと……話が逸れたな」

　店主は、タニアから俺に視線を戻した。

「真偽を見抜くことができないヤツにはナマクラを売りつけている、というわけじゃ。おっと、ナマクラは言いすぎたな」

「意地の悪いことをするんだな」

「怒るかね？」

「いいや。本人は満足していたみたいだからな。俺がケチをつける問題でもないさ」

「ふん。お前さんも、なかなか意地が悪いように思えるが？」

「レインはとても親切ですよ？」

　と、ソラがフォローを入れるように言った。

　にやりと笑い、それにルナが続く。

「しかし、夜は意地悪かもしれないな」

「よ、夜……!?」

「ふふん、我が姉は何を想像したのだ？　本当にむっつりだな」

「この展開はもういいですからっ」

　再び、きゃーきゃーと騒ぎながら、双子の姉妹の追いかけっこが始まる。

「ところで……お前さんは、どうやってここに置いてあるものがナマクラじゃと気づいたんじゃ？　儂が言うのもなんじゃが、簡単には見分けられないぞ？」

「勘……ってことになるな」

「なんとも曖昧な答えじゃのう」

「強いていうなら、俺がビーストテイマーということが関係しているのかもしれない」

「お前さんは、ビーストテイマーじゃったのか。人気のない職についているなんて、珍しいのう」

「テイムする時は、相手をよく観察する必要があるんだ。慣れた相手なら問題ないが……初見の相手となると、俺の言葉や魔力が届くように、しっかりと観察する必要がある。そういう訓練もした。だから、物を見る目も自然と養われたのかもしれないな」

「ふむ……がはははっ、おもしろいっ！」

　店主は豪快に笑い、膝をぽんと叩たたいた。

「気に入ったぞ。久々の上客じゃ！　どんな武具を探している？　剣か？　槍やりか？　斧おのか？」

「と、いうと？」

「そこらに並べているものをナマクラと見抜き、儂の試験を通過した者は、本物の武器を……儂がそいつに合わせて作ってやることにしている」

「そういうことか。なら、短剣を頼む」

「ああ、任せておけ……と、言いたいところなのじゃが」

　店主が言葉を濁して……その姿を見て、みんなが不思議そうにする。

「にゃん？」

「どうしたのよ？　まさか、やっぱりやーめた、なんて言わないでしょうね？」

「タニア、結論を出すのはまだ早いと思いますよ」

　ソラの言う通り、結論を出すのは早い。何か問題があるのかもしれない。

　俺と同じ考えに至ったらしく、ルナが小首を傾げる。

「どうしたのだ、店主よ？　問題があるのか？」

「うむ、それはじゃな……」

「我らに話してみないか？　我らならば、何か力になれるかもしれないぞ」

「ふむ……そうじゃな。いずれ、街の皆も知ることになるじゃろう……実は、武器を作りたくても、材料がないのじゃ」

　心底困ったように、店主は大きなため息をこぼした。




　店主は、どうでもいい客に対しては安価で大量に採取できる鉱石を使い、武具を作っているらしい。店主曰いわく、魂が入っていない量産品だ。

　それでも、複数の鉱石を組み合わせることで一定以上の品質を保つことができる。そのせいか、こう言ってはなんだが、騙だまされる冒険者は多いらしい。

　一方で、店主の試験を乗り越えた者には、店主が魂を込めて武具を作る。素材も安物の鉱石ではなくて、月に少量しか採取できないという、ミスリルを使用しているとのこと。

　遊びではなく、本気で作った武具。さらに、素材はレア鉱石のミスリル。その武具は、一生使えるほどに素晴らしいものらしい。

　しかし、ここに来て問題が起きた。ミスリルの供給がストップしてしまったらしい。

　店主は特定の冒険者と専属契約を結んでいて、彼らが採掘してくるミスリルを使用していた。

　しかし、最近になり、ミスリルの供給が滞っているらしい。

　原因は、冒険者たちが採掘に失敗していること。鉱山に行っても、ミスリルが欠片も見当たらないらしく、採掘できない状態に陥っているらしい。

　掘り尽くしてしまったのか。

　あるいは、別の原因があるのか。

　真相はわからないが、店主のところにミスリルが届くことはなく、武具を作ることができない……ということだ。




「おかげで、ここ最近は、まともな武具を作っておらん……このままでは、腕が錆さびてしまうよ」

「にゃー、それは大変だね」

　カナデが同情するように、困った顔をした。

　そんな中、タニアが思いついたまま、当たり前の疑問を口にする。

「他から仕入れることはできないの？　あたしなら、そうするんだけど」

「ミスリルは量が少ない貴重な鉱石。他所に回すほどの量は市場に出回っておらんのじゃ」

「そのような鉱石の採掘権を、店主は保有していたのですか？　と、ソラは疑問を呈します」

「親が残してくれた遺産の中に山があってのう。よくよく調べてみると、ミスリル鉱石が採掘できる場所だったのじゃよ」

「なるほど、ラッキーだな。我ならば、宝の山を見つけたと歓喜しているぞ」

「ですが、ミスリル鉱山を見つけたのならば、そこを売れば、一生遊んで暮らせるのでは？」

　ソラの疑問に、今度はタニアが小首を傾げる。

「ミスリルって、単価いくらだっけ？」

「炭化？」

　カナデがボケて、タニアがため息をこぼした。

「単価よ、単価。１kg当たりいくらなのか、っていうことよ」

「確か……金貨十枚くらいじゃなかったか？」

　おぼろげな知識を頼りに発言する。

　すると、店主が補足してくれる。

「最新のレートは、九枚じゃな。市場によって変わるから、まちまちではあるが」

「おー、にゃるほどー」

「山ごと売り払えば、金貨千枚くらいかしら？　ソラの言う通り、遊んで暮らせるわね」

「ふん。そんなつまらぬ真似はしないわい。儂は武具職人じゃ。生涯、ハンマーを持ち続けるぞ」

「にゃー、職人魂、っていうやつだね！」

「そういうところ素敵ね！　共感できるわっ」

「褒めても何もでないぞ、嬢ちゃんたち」

　カナデとタニアに褒められて、店主はそんなことを言いながらも、うれしそうに笑う。

　ただ、その表情はすぐに苦々しいものになる。

「あんたらのような連中になら、儂は喜んで腕を振るうのじゃが……すまんな。材料がなければ何もできん。儂は錬金術師ではないのでな」

「謝ることないさ。そういう事情なら仕方ない」

「そう言ってくれると助かるよ」

　しかし……突然、ミスリルが採掘できなくなったという話は気になるな。

　通常、鉱石が枯渇する場合は、段々と採掘の量が減っていくものだ。右肩下がりに量が減り、やがてゼロになる。それが普通のパターンだ。

　それなのに、いきなり採掘できなくなるというのはおかしい。

「にゃー……レイン、レイン。どうしたの？」

「ああ、いや。気になるな、と思って」

　俺の中の疑問をみんなに話した。

「にゃー。私はよくわからないけど、レインがそう言うならおかしいんだろうね」

「カナデは、もうちょっと物事を考える力を身につけた方がいいです」

「辛辣な言葉!?」

　ソラの容赦ないツッコミに、カナデはがーんというような顔をした。

「我が姉よ、無理を言ってはいけないぞ。なにせ、猫霊族の頭は空っぽなのだからな」

「ひどいにゃ!?」

「冗談だ。場を和ませるための冗談である……ふふふ」

　ルナの背中に小悪魔の羽と尻尾が見えたような気がした。

　そんな三人の会話をやれやれと聞いて、タニアがこちらを見る。

「それはともかく……レインはどうしたいの？」

「調べてみたい気はする。ただ、俺が勝手に決めていい問題でもないしな……それに、何もなかったらみんなを無意味に連れ回すだけになる。それはそれで心苦しいからな」

「いいじゃない、勝手をしても。あたしたち、仲間なんでしょ？　変な遠慮なんてしてほしくないんだけど。ちょっと大げさな言い方かもしれないけど、仲間なら一いち蓮れん托たく生しょうでしょ？」

「おー、タニアが良いこと言った！」

「明日は雨ですね」

「嵐かもしれぬな」

「あんたらねえ……」

「……そうだな。タニアの言う通りだ」

　俺達は仲間だ。変に遠慮をする方がおかしいかもしれない。

「なんじゃ、お前さん方？　こそこそと話をしてどうした？」

「鉱山についての話なんだが……俺達に調査を任せてみないか？」

「なんじゃと？」

「気になることがあるんだ。自然に鉱石が枯渇したわけじゃなくて、何か裏があるような気がする。だから、俺達に調査を依頼してみないか？」

「ふむ」

　店主は考えるように、顎に手をやる。

「……そうじゃな。これも何かの縁かもしれん。よしっ、お前さんたちに頼むことにしよう」

「ありがとう」

「礼を言うのは儂の方じゃ。鉱山の調査を引き受けてくれるなんて、本当に助かる」

「あたしたちのご主人様は、本当にお人好しよね」

「そこが、レインのいいところにゃ♪」

　タニアとカナデがにっこりと笑う。

「じゃあ、俺達を指名しての依頼をギルドに出しておいてくれるか？」




　指名依頼、という制度がある。

　特定の冒険者に依頼を請けてもらいたい場合に使用されるものだ。

　顔を合わせたことのない冒険者は信用ならない、という依頼主がたまに存在する。そういった依頼主は、特定の冒険者を指名することができる……というシステムだ。

　ちなみに、アリオスの時もこの制度を使用した。

　アリオスは、「勇者が冒険者を頼りにするなんて……」と渋っていたが、冒険者が勝手に依頼を引き受けることはできない。

　規則なので、きっちりと守ってもらった。




「うむ。了解したぞ。して、お主の名は？」

「ああ……そういえば、自己紹介をしてなかったな。すまない。俺は、レイン・シュラウドだ」

「レインじゃな……うむ、覚えたぞ。儂は、ガンツ・ストロフじゃ」

　握手を交わす。

「それで、報酬についての話じゃが……何か望むものはあるか？」

「ガンツに武具を作ってもらいたい」

「そんなことでいいのか？　こう見えても、儂はそれなりに金を持っておるぞ？」

「それよりも、ガンツの武具が欲しいんだ」

「ほう。金よりも儂の武具を欲するか」

「ダメか？」

「いいや、最高の答えじゃ」

　ガンツがニヤリと笑う。

　最初見た時のような、無愛想な表情はどこへやら。覇気に満ちた表情を浮かべて、自慢の体を見せつけるように腕まくりをした。

「約束するぞ。再びミスリルが手に入るなら最高の武具を作ってやるとな」

「期待しているよ」

　交渉成立だ。

「ガンツ、鉱山の場所は？」

「ここからそう遠くはない。鉱山までの地図と、内部の地図、両方を渡しておこう」

「助かるよ」

「頼む。何かしら問題があるなら、原因を突き止めてほしい。武具が作れない儂なんて、儂ではないからのう……この通りじゃ」

　ナマクラを表に出して、気に入った客にしか武具を作らないという偏屈なやり方をしているものの……言い換えれば、ガンツの武具に対する想いは、それだけ真摯なものなのだ。俺は武具職人ではないが、ガンツの想いは理解できるような気がした。

　ガンツの力になりたい。純粋にそう思う。

「この依頼、必ず達成するぞっ」

「「「「おーーーっ！！！」」」」





◆






　鉱山は街から近いところにあるが、山に入るにはそれなりの準備が必要だ。

　山の天気は変わりやすく、急激に悪化するかもしれない。動けなくなる可能性もあるので、入念な準備が必要だ。

　一日を準備に費やして……そして、翌日。

　俺達はガンツが所有する山に足を踏み入れた。




「にゃんにゃかにゃ～ん、にゃんにゃかにゃ～ん♪」

　先頭を歩くカナデが、よくわからない鼻歌を歌っていた。

　以前も似たようなことをしていたが、歌うことが好きなのだろうか？

「ちょっとカナデ、その気が抜けるような歌、やめてくれない？」

　タニアがげんなりした様子で言う。

「にゃはー、ごめんね。なんか、ハイキングみたいで楽しくて、つい」

「ま、気持ちはわからないでもないけどね」

「だよねだよね？　みんなでお出かけ～♪」

「楽しむのは構わないが、これが依頼ということも忘れないでくれよ」

「わかってるよー。忘れてないよ？　でもでも、楽しむことも忘れちゃいけないと思うの」

「カナデらしい意見ね」

「だな」

　タニアと揃そろって苦笑した。

　どんな時でも物事を楽しめることは、ある意味、カナデの才能かもしれない。

「ふぅ……はぁ……」

　ソラとルナが少し遅れて後ろを歩いていた。

「大丈夫か？」

「大丈夫……です。なんていうことは、ありません」

「我が姉よ、強がりはいけないぞ……我は、もう、ばたんきゅーだ……」

　二人共、けっこうな量の汗をかいていた。

「もしかして、体調でも悪いのか？」

「いえ、そのようなことはありません。至って健康ですよ」

「我らは最強種だからな……最強種は、滅多に病気にかからないのだ。ウイルスに侵されるような、やわな体はしていないからな……ふふん」

「ですが、精霊族は魔力特化の種族なので……はぁ、ひぃ……体力が、ないのです……」

「我ら精霊族は、引きこもり種族だからな……はぁ、ふぅ」

「あと、どれくらいで……ふぅ……目的地に着きますか？」

　ガンツからもらった地図を確認する。

「今、この辺りだから……そうだな。あと一時間といったところかな」

「「……一時間……」」

　ソラとルナが、揃って絶望的な顔をした。

「ほら」

　二人に向けて手を差し出した。

「この手は？」

「俺が二人を引くよ。もう少しで休憩できる場所につくから、そこまでがんばってくれ」

「あ、ありがとうございます……」

「おんぶしてくれてもいいのだぞ？」

　ルナが期待するような眼差しを向けてきた。

「それでもいいんだけど、でも、俺の背中は一つしかないからなあ……」

「なら、レインが我をおんぶして、我がソラをおんぶするというのはどうだ？」

「親子亀的な発想だな」

「それは、ソラが危険ではありませんか？　ルナの細腕で、ソラを支えられるとは思えません」

「ソラは重いからな」

「お、重くなんてありませんっ」




　二人の手を引いて歩くこと十分。木々が開けて、広場に出た。焚たき火の跡が残されていることから、ここで冒険者が野営をしていたのかもしれない。その奥に湖が見えた。

「ここで休憩しようか」

　みんなに声をかけて、荷物を地面に下ろした。

　二晩は過ごせるだけの量の荷物を持ってきたから、俺も少し疲れた。

　適当な大型動物でも見つけて、テイムした方がよかったかもしれないな。

「はふぅ……つ、疲れました……精霊族には厳しいです……」

「ソラは重いからな。自重で、我よりも疲れているのだろう」

「だから、重くなんてありませんっ」

　ソラとルナは疲れた様子を見せながらも、意外と元気があるのか、わーわーと騒いでいた。

「カナデとタニアは疲れてないか？」

「んーん。ぜんぜん」

「これくらい、なんてことないわ」

　さすが、猫霊族と竜族だ。体力は抜群らしく、ぜんぜん息を切らしていない。

　ただ、汗を流していて、暑そうに服をパタパタとしていた。

「にゃー……疲れてないけど、暑いのはイヤだにゃー」

「今日、やたら暑くない？　まるで夏じゃない」

　空を見上げると、太陽がさんさんと輝いていた。

　そんなに仕事をしなくてもいいのに、と思わずつぶやいてしまうほどに日光を振りまいている。

「確かに暑いな。水分補給は欠かさない方がよさそうだ。ほら、水」

「ありがとー♪」

「ありがとう。気が利くのね」

　カナデとタニアに水を渡した。

　続けて、ソラとルナにも水を渡す。

「レインはいいのですか？」

「我が口移しで飲ませてやろうか？」

「ルナっ」

「冗談の冗談の冗談だ」

「俺はさっき飲んだから」

　それにしても、本当に暑い。今は……昼頃だろうか？　ちょうど一番暑い時間帯だ。

　少しでも直射日光を避けるために、木陰に避難した。他のみんなも俺の隣に移動する。

「うにゃ……これだけ暑いと、やる気が出ないにゃ……」

「ホント……なんかもう、色々なことがどうでもよくなるわね……」

「我はここから動きたくないぞ……絶対に動きたくないでござる……」

「提案。太陽を吹き飛ばしましょう」

　みんな、暑さにだいぶ参っているみたいだ。

　それも仕方ない。昨日と大して天気が変わらないと思い、それなりの装備で来たからな。夏日のような気温となると、ちょっと厳しい。

「あっ！」

　ふと、何か閃ひらめいた様子でカナデが立ち上がる。

「ねえねえ、レイン。水浴びしてきてもいい？」

「水浴び？」

「ほら、そこに湖があるでしょ？　あそこで水浴びしたら、すっごく気持ちいいと思うんだ♪」

「カナデに賛成です」

「うむ、ナイスアイディアではないか！」

「いいわねっ、水浴び！」

　みんな、揃って目をキラキラさせた。

　本当は、あまり推奨できないんだよな。周囲に魔物がいるかもしれない。

　水浴びをするなら、周辺を探索してからにしたいのだけど、みんなの様子を見る限り、それを待ってくれるとは思えない。

　まあ、俺が警戒すればいいか。

「わかったよ。俺はここで休んでいるから、涼んでくるといいよ」

「ありがと、レイン！」

　早速というように、カナデが服に手をかけて……

「って、ちょっと待て！　ここで脱ぐなっ、俺がいるんだぞ!?」

「あっ……我慢できなくて、つい。えへへ……ごめんね」

「俺はいいんだけど……頼むから、自分がかわいい女の子だということを忘れないでくれ」

「にゃー……レインに褒められちゃった♪」

「ちょっとレイン、あたしは!?　あたしはどうなの？」

「うん？　もちろん、タニアもかわいいぞ」

「そ、そう……ふふん、わかってるじゃない！」

「ソラはどうですか？」

「我はどうだ？」

「二人も、もちろんかわいいぞ？　そんな当たり前のことを聞くなんて、どうしたんだ？」

「……これは、けっこう効きますね。胸がドキドキします」

「う、うむ。この我とあろうものが、こうも簡単に……やるな、レイン」

　なんのことだろうか？

「とりあえず、さっさと湖に行きましょ」

「我は、暑さでもう限界だ……潤いが欲しいぞ」

「レイン。すみませんが、ソラ達は行ってきますね？」

「ああ。まだ時間はあるから、ゆっくりしてきていいよ」

「ありがとうございます、レイン」

　俺の言葉を合図にしたように、カナデとタニアとルナが湖に向かう。

　ソラはペコリと頭を下げてから、他の三人を追いかけた。

「さてと」

　俺は俺で、やることをしよう。

　近くを歩くうさぎ達と仮契約を交わして、湖の周囲に散らした。

　何かあればすぐに教えてくれるだろう。

「これでよし。後は……少し寝ることにするか」

　気温は高いが、木陰はそれなりにマシだ。眠れないことはない。

　俺は木の根を枕代わりにして目を閉じた。




～Another Side～




「うにゃん、一番乗り♪」

　一糸まとわぬ姿になったカナデは、大きくジャンプをして湖に飛び込んだ。

　ばしゃーん、と水しぶきが上がる。

「次はあたしよ！」

「ソラも」

「我も負けていられぬ！」

　タニア、ソラ、ルナの順で、続けて湖に飛び込む。

「ぷはーっ！　すっごく気持ちいいわねっ、あー、冷たくて良い感じ♪」

「はふぅ、癒やされます……疲労が吹き飛んでいくみたいです」

「にゃふー♪　極楽だよぉ」

　水浴びを満喫するタニア、ソラ、カナデ。

　そんな三人を、ルナはじーっと見つめていた。

「にゃん？　ルナ、どうしたの？」

「……カナデは胸が大きいな」

「にゃ？　そうかな？」

「すごく大きいではないか。もしかして凶器なのか？　それとも、メロンなのか？」

「ちょっと、ルナが何を言ってるかわからないにゃ」

「ふーん……確かに大きいわね。ルナが羨むのも仕方ないかもね」

「う、羨んでなどいないぞ!?」

「他人事のような顔をしていますが、タニアも大きいではありませんか」

　今度は、ソラがタニアの胸元を凝視した。

　その視線には、嫉妬やらやっかみやら、色々な感情が混ざっていた。

「ソラ達は……」

「こんなだというのに……」

　双子が揃って、自分の胸をぺたぺたと触る。

　音で例えるなら、スカッ、という感じだろうか。

　あるいは、ぺたーん、という感じだろうか。

「二人共、うらやましいです……いったい、何を食べればそんな風になるのですか？」

「コツを教えてくれないか？　この通りだ！　我は、せめてカナデくらいになりたいぞ」

「そ、そんなこと言われても……」

「自然とこうなったとしか……ねぇ？」

「遺伝子の仕業なのですか」

「じゃあ、我らは一生このまま？」

「わ、わからないわよ？　ほら、成長期はこれからかもしれないし！」

「にゃあ！　大きくする方法も、あるかもしれないにゃ！」

　ソラとルナの落ち込みようがすごいため、カナデとタニアは慌てて励ました。

「例えば、どのような方法があるのですか？」

「えっと……好きな人に揉もんでもらう、とか？」

「「「「……好きな人……」」」」

　その場の全員が、何か想像するような顔をした。

　どんなことを想像していたのか？

　それは、当人達にしかわからない。

　と、その時だった。

「にゃっ、ふにゃあああああぁ!!!?」

　突然、カナデがびくんと体を震わせて、大きな悲鳴をあげた。





◆






「カナデ!?」

　湖の方から悲鳴が聞こえて、一瞬で目が覚めた。

　周辺を警戒させている小動物達からは、何の反応もない。

　ということは、湖で何かが起きた？

「ええいっ、考えてる場合じゃない！」

　立ち上がり、全力で駆ける。みんな無事でいてくれよ！

　祈りながら走るものの……この時の俺は、致命的なことを忘れていた。

「みんなっ、大丈夫か!?」

「「「「え？」」」」

　素肌を晒さらした四人が、きょとんと振り返る。

　……そういえば、水浴びをしている最中だったっけ。

　今更ながらそんなことを思い出して、フリーズしてしまう。

「「「「……」」」」

　突然、俺が現れたことが理解できないらしく、みんなも硬直していた。

　水が滴る肌を隠そうともしないで、呆ぼう然ぜんとしてる。

　そんな中、カナデの尻尾がひょこひょこと動いていた。

　そこに魚がぱくりと食らいついていた。さっきの悲鳴は、尻尾をかじられたことが原因らしい。

「すまないっ！！！」

　目の前は、肌色成分多数。

　慌てて目を逸らして、ついでに反転した。

「悲鳴が聞こえたから、何かあったんじゃないかと……よく考えるべきだった。本当にすまない」

　早く立ち去らないと。

　変な汗をかきながら、俺は湖を後にして……

「「「「っっっっっーーーー!?!?!?!?!?」」」」

　後ろの方から、四人の声にならない悲鳴が聞こえてきた。

　ホント、すみません……





◆






　30分後。

「にゃー……レインのえっち」

　湖から戻ってきたカナデ達は、揃って頰を朱色に染めていた。

「すまない。言い訳になるかもしれないが、悪気はなかったんだ」

「どうかしら？　これ幸いに、あたし達の裸を覗のぞこうとしたんじゃないの？」

　タニアは刺さるんじゃないかと思うくらい、鋭い視線をぶつけてきた。

「あわわわわわっ……レインに、ソラの、は、はだ……裸を……あわわわわわっ」

「ふむ。しばらくの間、ソラは使い物にならないな。やれやれ、困ったものだ」

　ソラは混乱中。

　逆に、ルナはひたすらに冷静だった。その冷静なところが、逆に怖い。

　とんでもないことをしてしまった。

　その気がなかったとはいえ、みんなが水浴びしているところを覗いてしまうなんて……

　今まで、それなりにうまくやってきたと思うが、一気に信頼が崩れてしまったと思う。

　このまま一緒にいることは難しいかもしれない。最悪、パーティーの崩壊も……ありえるだろう。

「本当にすまない！　どんなことでもするから、許してほしいっ」

「にゃーん？　どんなことでも？」

「本当に、どんなことでもしてくれるの？」

「……俺にできることならば」

「ふーん……二言はない？」

　タニアも話に乗ってきた。

「はわわわわわっ……ソラの裸が……うぅ、こうなれば、もはやソラはレインにもらってもらわないといけません……それ以外に道は……」

「おっと、どんどん妄想が飛躍してきたぞ。どこまで飛んでいくのか、我は興味が出てきたぞ」

　ソラとルナは、相変わらずのスタンスだ。

「なんでもいいなら、今まで通りにすること！」

　よくわからない要求を突きつけられた。

　今まで通りに、と言われても……どういう意味なのだろう？

「あんなところを見られちゃったのは、すっごく恥ずかしいよ？　でも、レインは私達のことを心配してくれたわけだし……だから、怒ってないよ。むしろ、今回のことで変な感じになる方がイヤだな。だから、いつも通りにしてほしいな」

　思ってもいなかった判決に、思わず目を丸くしてしまう。

「これからも、今までみたいに仲良くして。大丈夫、これで私達がおかしくなるなんてこと、絶対にないから！」

　カナデの言葉に、他の三人が同意するように頷うなずいた。

「じゃあ、そういうことで……この話はおしまい！」

「そうそう。レインも水浴びする？　汗もかいてるでしょう？　スッキリして、気持ちいいわよ」

「それで、今度は我らが覗きに行くのだな？　わかるぞ」

「そんなことしませんからね!?」

　気がついたら、いつもの空気に戻っていた。

　なんていうか……笑ってしまう。

　みんなの裸を見てしまった時は、パーティー崩壊も覚悟したけれど、それは杞き憂ゆうでしかなかった。

「わかった。今までどおり普通にするよ。そうだよな、こんなことで変わらないよな」

「にゃー、その通りだよ！」

　パーティーが崩壊するなんて、どうしてそんなことを考えたのだろう？

　アリオスの一件があるから、ちょっと臆病になっていたのかもしれない。

　みんなが俺を信じてくれるように、俺も、みんなを信じないといけないな。





◆






　ハプニングが起きたものの、その後は順調で、俺達は採掘場の入り口に辿たどり着いた。

　木枠で補強された洞窟の入り口が見える。地面には、トロッコのレールが敷かれていた。採掘した鉱石を運ぶためのものだろう。

　いつか盗賊と遭遇した時と同じように、木陰に隠れて坑道の様子を探る。

「誰もいませんね……」

「採掘が停止しているのだから、誰もいないのが当然ではないか？　我が姉はそんなことも考えられないくらい、頭がポンコツなのか？」

「ルナは口がポンコツみたいですね……姉に対するその口の利き方、矯正しないといけません」

「ほほう、受けて立つぞ。返り討ちでボッコボコだ！」

「はいそこ。頼むから、おとなしくしててくれ」

「「わかりました」」

　返事は良いんだけど、本当にわかってくれているのだろうか？

　ルナの場合、その性格故に、何をやらかすかわからないという不安がある。

　まあ、なんだかんだで理知的なところはあるから、滅多なことはしないと思うが……




　ふと、頭上で鳥が旋回しているのが見えた。

　なんだ？　エサを探している……？

　それにしては動きがおかしい。

　ぐるぐるとこの場を旋回して、どこかに飛び去る。まるで、何かを見つけたというように。




「ねえねえ、レイン。私達、なんで隠れているの？」

　カナデに声をかけられて、疑問が散ってしまう。

「突然、鉱石が採れなくなった。その原因はなんだと思う？」

「えっと……枯渇した？」

「最初に思い浮かぶ原因はそうなるよな。でも、掘り尽くすにしては、ちょっと腑ふに落ちないところがある。ちょっと急すぎる、っていうのが疑問点だ。そこで……他の原因があるとしたら？　ガンツが契約を結んでいる冒険者以外に、誰かが出入りしていたとしたら？　あらかじめ聞いておいたんだが、特に見張りの類は置いていなかったらしい」

「……盗掘、って言いたいわけ？」

「タニア、正解」

「なるほどね。まあ、可能性はあるけど……根拠は？」

「ない」

「は？」

　タニアの目が丸くなった。

「いくつかある可能性の一つだ。他にも、冒険者が横流しをしている、魔物の被害に遭っている、その他思いもしない事件……色々なパターンが考えられる」

「なら、どうしてこんな真似してるのよ？」

「盗掘者というパターンが正解だった場合、吞のん気きに足を踏み入れるわけにはいかないだろう？　どんな目に遭うかわからない。だから、まずはここで観察する。原因は盗掘者なのか？　それとも、別の要因なのか？　中に踏み込むのは、それを見極めてからだ」

「用心深いわね」

「みんなの命を預かっていると言っても過言じゃないからな。そりゃ、用心深くなるさ」

「それって、あたし達のことを心配してくれてる、ってこと？」

「もちろん」

「そ、そう……まあ、レインにしては良い心がけじゃない？　褒めてあげる」

　ちょっと偉そうにしながらも、タニアはどこかうれしそうだった。

　そんなタニアを見て、他の面子メンツがニヤニヤとする。

「にゃー、タニアはツンデレにゃ」

「「ツンデレですね」」

「あによっ、なんか文句あるの!?」

　仲の良い四人だった。




「静かに」

　不意に、ザッザッという足音が響いた。

　それを合図にしたように、みんなはすぐに口を閉じた。

　帯剣した男が二人、坑内から出てきた。

　盗賊……という風貌ではない。どちらかというと、冒険者寄りだ。

　二人は剣を抜いて、まっすぐこちらに向かってくる。

「ねえ、レイン……もしかして、私達のことバレてるんじゃ？」

「そんなはずないでしょ？　あたしたちは、ここで様子を見てただけ。坑道の中まで聞こえるような物音は出してないわよ」

　タニアは否定するものの、男達の足は止まらない。

「もしかして、魔法で探知されたのでしょうか？　しかし、探知系の魔法が使われた形跡どころか、魔力反応もないのですが……」

「どちらにしろ、バレていると判断した方がいいぞ。どうするのだ？　ヤルか？」

「迎撃はするが、やりすぎには注意だ。相手の正体を確かめる必要がある」

「了解にゃ！」





◆






「……やりすぎには注意、って言ったよな？」

　完全に気絶して伸びている男が二人。

　そして、ひたすら気まずそうにしているカナデとタニア。

「にゃあ……ご、ごめんなさい……」

「あ、あたしは悪くないわよっ？　あいつが勝手にあたしの拳にあたったの！」

　あっという間の出来事だった。二人は襲いかかってきた男を一撃で倒した。

　それはいいんだけど、やりすぎだった。一発ＫＯで、二人の男は完全に目を回している。当分、目を覚まさないだろう。

「こいつらから情報を聞き出す予定だったのに」

「にゃあ……」

「うっ……」

「まあいいか。やってしまったことは仕方ないし、いきなり襲ってきたっていうことは、何かしらやましいことがある、っていう証拠にもなる」

「そ、そうだよね！」

「そうそう！　そのことがわかってたから、あたし達は先手を打ったのよっ」

「仕方ないとは言ったが、反省はしような？　敵がどういう連中なのか、その手がかりを摑つかむことができなくなったんだからな？」

「「……ごめんなさい……」」

　説教はここまでにしよう。

「あの……よければ、ソラ達がその男達の記憶を見ましょうか？」

「そういえば、そんな方法があったか」

「精霊族は魔法のエキスパートですから。ソラ達に任せてください」

「ふふんっ、我らに任せるがよいぞ！」

　精霊族は、最強種の中で一番魔力が高い。二位の竜族と比べても数倍もあり、ダントツの一位だ。

　そんな力を持っているからこそ、『記憶を覗く』なんていう、普通なら考えられないような常識外の魔法を使うことができるのだろう。

「では、いきます」

「「メモリーサーチ」」

　ソラとルナは、それぞれ男の頭部に手の平をかざして、魔法を唱えた。

　淡い光の粒が男達の頭部の周りをふわふわと旋回する。

　その光の粒は、ほどなくしてソラとルナの手の平に吸い込まれて……やがて、光が消えた。

「サーチ、完了です」

「ふむ、レインの睨にらんだ通りだな」

　ソラとルナは『なにか』が見えたらしく、納得顔で頷いた。

「この男が鉱石を盗掘している場面が見えました。間違いありません」

「こっちの男も盗掘をしているぞ。そのような光景が見えた」

「鉱石の枯渇の原因は、盗掘だったか……それで、男達の正体はわかるか？」

「すまぬ、そこまでは……」

「記憶を見ると言っても、男達が見た光景の映像を盗み見るようなものなので……ちょうどいい記憶をピンポイントで探ることはできず、なかなか難しいのです」

「ただ、男達の仲間が見えたぞ。いずれも冒険者のようだ」

「人数はわかるか？」

「この二人を除いて、残り五人だと思います」

「うん、わかった。ありがとうな」

「ソラ達は、レインの役に立てましたか？」

「すごい助かったよ」

「なら、我はなでなでを希望するぞ！」

　求めるような視線をして、ルナがひょいっと頭をこちらに差し出してきた。

「レインのなでなでは、至高の逸品だと、カナデとタニアから聞いたぞ。なので、我もしてほしいのだ。ほれ、我にもなでなでをするがよい」

「料理のように言われてもな……えっと……ほら、これでいいか？」

　求められるままに、ルナの頭を撫なでた。

　そっと、優しく。髪をとかすように、ゆっくりと指を動かした。

「ふぁ」

　ルナの口から変な声がこぼれた。

　頰が染まり、瞳がとろんとなる。

「こ、これがレインのなでなでなのか……さ、最高に気持ちいい……とろけるようだ……これは、たまらぬ……我は、陥落してしまうぞ」

　ソラがちらちらとこちらを見ていた。正確に言うと、俺の手とルナの頭を見ていた。

「もしかして、ソラもしてほしいのか？」

「えっ!?　いえ、それは、その……」

「これくらいでいいなら、いつでもするぞ？」

「いつでも!?　じゃ、じゃあ……ソラもお願いします」

「よしよし」

「はふぅ」

　ソラの頭も撫でた。

　手て櫛ぐしで髪を整えるように。ふんわりと、優しく撫でる。

「こ、これは……やばい、ですね……半端ないっす」

　口調がおかしくなるくらい、お気に召したらしい。
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「にゃー……うらやましい」

「あたしは、別に……な、なんとも思ってないし？」

　カナデとタニアまで物欲しそうな目をした。

　申し訳ないが、これ以上時間をロスするわけにはいかない。

　なでなでは後でするということで我慢してもらおう。

「気を取り直して中に入るが、みんな気をつけてくれ。俺達のことは、敵側にバレていると思う」

「そういえば、なんでバレたのかしら？　そこのところ、謎よね」

「にゃー……もしかして、どこかで見張られていたのかな？」

「カナデ、正解」

「ですが、見張りはどこにもいませんでした。魔法を使った形跡もありませんでした」

「なぜ、そんなことがわかるのだ？」

「敵は、上空から俺達を……というか、この坑道の入口付近を見張っていたんだよ」

　不自然な動きで旋回を繰り返した鳥の姿を思い返した。

　自然の鳥は、あんな動きはしない。するとしたら、それは……

「敵の中に、ビーストテイマーがいる」





◆






　足音を立てないように、慎重に洞窟の中を移動する。

　ガンツの地図を頼りに坑道を進み……ほどなくして開けた場所に出た。

　ちょっとしたスポーツができるくらいの大きな広場だ。

　ここが採掘場なのだろう。あちこちに道具が転がっていて、鉱石を運ぶためのトロッコも見えた。

「にゃー……怪しい人たちがいるよ」

「全部で五人……ソラの言った通りね」

　男が三人。女が二人。

　それぞれ鉱石を採掘していた。

「あの連中が盗掘者で間違いないだろうな」

　ガンツと契約を交わしている冒険者は四人パーティーで、全員、男と聞いている。それと、他に採掘契約を交わしている者はいないとも聞いている。

　導き出される答えは、盗掘以外にありえない。

「でもでも、なんで盗掘なんてしているのかな？」

「儲もうかるのかしら？」

「微妙なところですね。利益はあると思いますが、事件が露見するリスクが大きいです。リスクとリターンが合いません」

「ソラの言う通りだ。盗掘は罪が重い。普通は、こんなことはしないが……」

「どちらにしろ、我らのやることは一つなのだ。ヤルのだ」

「違う」

「なら、あたしが燃やす？」

「それも違う」

　どうして、ウチのパーティーは過激な発想をする者が多いんだ？　誰かに影響されているのか？

　……俺じゃないと思いたい。

「カナデはソラと、タニアはルナと組んで、それぞれ二人を相手に。残りの一人は俺が担当する」

「了解にゃ！」

「合図でいくぞ？　準備はいいか？」

　みんなが小さく頷いた。

「３……２……１……今っ！」

　物陰から一斉に飛び出した。

「なんだっ、お前たちはぐぁ!?」

「一番乗り♪」

　カナデがさっそく暴れていた。盗掘をしていた男の一人に飛び蹴りを放つ。

　男がものすごい勢いで転がり、壁に激突した。

「おとなしくしなさいっ！」

「ふざけるなっ、なんだお前たちはぐぉ!?」

　一方で、タニアは尻尾を武器のように振り回して、盗掘者を打ちのめしていた。

「我らの出番がないな、つまらぬ」

「そんなことはありません。ほら、仲間が魔法を唱えようとしています。妨害しますよ。ソラはカナデを、ルナはタニアを援護しないといけません」

「ラジャー。ここは一つ、我の力をレインに見せて、後で褒めてもらうことにするぞ！　もっかい、なでなでしてもらうのだ！」

　ソラとルナは、カナデとタニアを魔法で援護する。よくわからないが、敵の魔法を打ち消しているみたいだ。

　さすが精霊族。とんでもないことを平然とやってのける。




「なんだ、てめえらはっ!?」

　俺と対たい峙じしたリーダー格の男が短剣を構えて、吠ほえた。

「ガンツの依頼を請けた、と言えばわかるか？」

「なんだと……？　あのじじいの？」

「盗掘の現行犯だ。お前たちを捕まえてギルドに引き渡す」

「そんなことができると思うか？　生意気なガキだ！」

　男が斬りかかってくるが……遅い。

「ふっ！」

　刃をかいくぐり、反撃の拳を見舞う。

　確かな手応えが拳に伝わる。しかし、手加減しすぎたらしく、まだ意識が残っていた。

「諦めて投降しろ。おとなしくするのなら、ここで終わりにする」

「こんなガキに舐なめられてたまるか！　あのじじいに一泡吹かせるまで捕まるものか！」

「うん？　それはどういう意味だ？」

「素直に教えるわけないだろうが」

　男が立ち上がり、不敵に笑う。

「邪魔者が現れることは想定してたからな。備えはバッチリなんだよ……来いっ！」

　地響きと共に、巨大な影が現れる。

　やがて、ソレ、は俺の前に姿を見せた。

「ベヒーモスだと!?」




　ベヒーモスは、Ｂランクにカテゴリーされる、強い力を持った魔物だ。

　猛牛を何倍にも大きくして、全身に筋肉の鎧よろいをまとわせたような外見をしている。

　側頭部に生える鋭利な角と、背中まで続くたてがみ。手足は大木のように太い。

　その力はすさまじく、小さな城門程度なら軽々とぶち抜いてしまうとか。




「はははっ、驚いたか!?　こいつは俺のペットなんだよ」

「ペットだと？　まさかお前……」

「俺はビーストテイマーだ。さっきまでは鳥に周囲を見張らせていたが……おまえらが現れたから、念のために契約をコイツに切り替えたんだよ。それで正解だったみたいだな」

「二重契約はできないんだろう？　鳥と契約していた間、ベヒーモスはどうしていたんだ？　まさか、放置しておいたのか？」

「コイツは、幼体の頃に俺が見つけてな。以来、ずっと俺が育ててきた。言わば、親代わりさ。契約してなくても、ある程度は、俺の言うことは聞くんだよ。まっ、契約した方がより精密なコントロールができるから、いざって時は頼りにさせてもらっているけどな」

　通常ならば、ビーストテイマーといえど魔物をテイムすることはできない。魔物と動物では、技術の系統が根本的に違うのだ。魔物をテイムしようとした場合、専用の技術を学ばないといけない。その場合はビーストテイマーではなくて、モンスターテイマーと呼ばれることになる。

　しかし、一つだけ抜け道がある。

　男が口にしているように、魔物を飼育すればいい。

　魔物は普通の動物と違い、人に対して明確な敵意を持っている。そんな相手をテイムするには、通常の何倍もの力量、魔力を必要とする。魔物の敵意を抑え込むということは、それだけ大変なことなのだ。それ故に、専用の技術、知識が必要とされる。

　しかし、幼い頃から飼育して親代わりを務めれば？

　魔物の敵意は薄れて、比較的簡単にテイムすることができるだろう。この男はそうして、ベヒーモスという強大な魔物をテイムすることに成功した。

　ビーストテイマーとしては、一流かもしれない。

「いけ！」

　男の合図でベヒーモスが突進してきた。

　対攻城兵器並みの威力だ。真正面から受け止めるなんて選択肢はない。

　全力で横に跳んで回避するが……

「グルァアアアアアッ！！！」

　ベヒーモスが体重を右に寄せて、旋回。

　逃がさないというように食らいついてくる。

「こっ……のぉ！！！」

　壁の手前ギリギリまで駆けて跳躍。突貫してくる砲弾のような巨体を際どいところで避けた。

　ベヒーモスは俺という目標を見失い、勢いはそのままに壁に突っ込んだ。

　ズゥンッ！　と坑道全体が揺れる。まるで地震が起きたみたいだ。

「グゥウウウ……」

　ベヒーモスが壁にめり込んだ頭を引き抜いた。

　その目は怒りで血走っている。

　さすが、Ｂランクの魔物というべきか。ダメージは大してないらしい。

　逃げていても、いずれ追いつかれてしまいそうだ。

　ならば、攻めに打って出る！

　ベヒーモスの横を駆け抜けて……側頭部、首、脇腹。急所を狙い拳打を放つ。

　猫霊族の力を借りた、抉えぐり取るような一撃だ。さすがに、これならば……

「グァアアアアアッ！！！」

「マジか」

　手応えはあるが、大きなダメージを与えるまでには至らず、怒りを買っただけだった。

　ベヒーモスが怒りに吠えて、大木のような腕を振り抜く。




　避けられない!?




　ベヒーモスの巨腕が俺を捉える。

　ゴォッ！！！　という衝撃と共に、俺の体は一直線に吹き飛んだ。

「レインっ！」

　ベヒーモスに吹き飛ばされるが、空中でカナデにキャッチされた。

　そのまま、地面に着地する。

「ありがとう、助かったよ」

「大丈夫？　怪我してない？」

「なんとか」

　自分から後ろに跳んで、ある程度、衝撃を殺すことができた。

　それでも、それなりのダメージが蓄積されているが、まだ戦うことはできる。

「タニア達は？」

「捕まえた人達を外に連れて行ったよ。ここにいたら巻き込んじゃう、って。ソラとルナも、捕虜を眠らせておくために同行したよ」

「ナイス判断だ。悪事を全部吐いてもらうために、捕虜は無事でないと」

「私はレインのお手伝いだよ♪　一緒にアイツを倒そう」

「いや。カナデは、男を無力化してくれ」

「え？　一緒に戦わないの？」

「ベヒーモスは、あの男にテイムされているらしい。男を無力化させて、ベヒーモスをおとなしくさせた方が確実だ。あと、逃げられても困る」

「りょーかい！」

　本当なら、カナデにベヒーモスの相手をしてもらった方が確実だ。

　でも、危険な役目をカナデに押しつけて、自分だけ安全を確保するなんてできない。

　それに、勝算はあった。

「作戦会議は終わりか？」

　男は余裕たっぷりに笑う。

　ベヒーモスという切り札を投入したことで、圧倒的優位に立っていると信じているみたいだ。

　待っていろよ。今すぐに、その余裕を打ち崩してやるからな。

「盗掘のことをバラされると困るからな。悪いが、ここで死んでもらうぞ」

「典型的な悪役の台詞だな」

「しかも、三流だね」

「このっ……口が減らないガキ共め！　いけっ！」

　男の合図で、ベヒーモスが咆ほう哮こうをあげた。

　俺は左に、カナデは右に跳んで、突進を避ける。

　ベヒーモスは俺をターゲットにしたらしい。カナデには目もくれず、こちらを追いかける。

　巨大な体のわりに速度が早く、小回りも利く。巨腕を振り回し、角を槍のように使い突いてきた。

　まずは、回避に専念した。

　ベヒーモスの攻撃パターンを繰り返し目に焼きつけて、頭に叩き込む。

　人のように考える力がないから、ベヒーモスの攻撃パターンはわりと単純だ。

　一度、覚えてしまえば……

「問題はない……っていうわけだ！」

　全てとは言わないが、八割は見切った。

　大地を駆けて、壁を蹴り、上体を伏せて様々な方法で暴風のような攻撃を避ける。

　接近戦に限れば、もうベヒーモスの攻撃が当たる気がしない。




　アリオスと戦った時も同じようなことをしたが、相手の動きを見極めることは得意だ。

　対象を観察することは、ビーストテイマーには必須の特技だからな。

　力、速度、知能……ありとあらゆる項目を見極めることで、対象の全てを掌握して、テイムする。

　そのために、幼い頃、ターゲットの全てを把握する特訓を積み重ねてきた。




「ふっ！　はっ！」

　猛攻を避けながら、反撃の拳を叩き込むが、あまり効果はない。

　分厚いゴムを殴ったような感触で、ダメージが通っている様子はない。

「なら、こいつはどうだ！　ファイアーボール！」

　坑内なので粉ふん塵じん爆発が怖い。威力を絞りつつ、魔法を放つ。

　その分、狙いは的確に。火球がベヒーモスの頭部を直撃した。

「グギャアアアアアッ!!!?」

　ベヒーモスの巨体が仰け反り、悲鳴が響いた。

　効いている……が。

「グルルルルルゥ……！」

　まだまだ倒れてくれないらしい。

　タニアと契約して魔力が強化されていても、さすがに初級魔法一発というのは厳しいか。

　全力でやれば、なんとかなるかもしれないが、閉鎖された空間だと、こちらも巻き込まれる可能性があるんだよな。

「レインーっ！　捕まえたよーっ！」

　良いタイミングで吉報が飛び込んできた。

　ちらりと視線をやると、カナデが男を組み伏せているのが見えた。

「停止命令を出させることはできるか!?」

「んー……無理っぽい！　死んでもやるか、とかなんとか言ってるよ！」

「やっぱり、そうなるか」

　なら、第二案だ。

　俺がベヒーモスを倒す。

「グルァアアアアアッ！！！」

　ベヒーモスが今まで以上に暴れ出した。主に危機が及んだことで、本気になったのだろう。

「レインっ、大丈夫!?　やっぱり、私がソイツを……」

「いや、大丈夫だ。今の俺ならなんとかなる」

　みんなは、俺のビーストテイマーとしての才能が優れていると言った。他に見たことがないほど、力があると言ってくれた。

　その言葉を信じる！

「グルァアアアアアッ！！！」

　ベヒーモスが目を血走らせながら突進してきた。

　対する俺は、何もせず……ただ一言、言葉を紡ぐ。

「止まれっ！！！」

　魔力を乗せて言葉を刃のように放つ。

　ビシリッ、と空気が震えたような気がした。

「……グルゥ」

　ベヒーモスが……止まる。

「にゃ、にゃんですと……？」

「な、何が起きた!?　どうしてそいつの言うことに従う!?　動けっ、そいつを食い殺せ！」

　男がわめくが、ベヒーモスが従う気配はない。皆無だ。

「てめえ、何をした!?」

「コイツを俺の支配下においた。つまり、テイムした」

「な、なんだと……？」

　俺が改めてベヒーモスをテイムして、支配権を上書きしたのだ。

　普通なら支配権を上書きすることはできない。ただ、みんなが言うだけの力が俺にあるのならば、可能ではないかと思ったのだ。

　もっとも確信はなかったので、ギリギリまで試すことはしなかったのだけど。

「レイン、とんでもないことするね。他のテイマーから支配権を横取りするなんて、そんな話、聞いたことないよ。うにゃあ、レインと一緒にいると常識がどんどんおかしくなっちゃう」

「ばかなっ！　そんなことがあってたまるか！　くそっ、言うことを聞け！　お前の主は俺なんだぞ!?　動けっ、動けっ！」

「無理じゃないかにゃー？　あなた、レインよりずっとずっと下だもん」

「ふざけるな！　俺は、誰よりも優れたビーストテイマーなんだ！　ベヒーモスさえ使役することができるんだ。それなのに、こんなガキに……そんなこと、あってたまるものか！」

「なら、目の前の光景はどう説明するの？　レインの方が上なんだよ」

「くそっ、ちくしょう！　認められるものか！　こんなガキの方が、ビーストテイマーの力に優れているだと!?　俺が劣っているだと!?　ふざけるなっ！　そいつを殺せっ、喰くらえっ！」

「グッ、グルァアアアアアッ！！！」

　支配権を取り戻そうとあがく男に反応して、ベヒーモスが吠える。

　このままずっと拘束しておくことは難しそうだ。

　完全に命令を効かせる、という段階には達していなかったらしい。まだまだ俺も未熟だ。

「でも、もう遅い。ファイアーボール！」

　ベヒーモスが動き出すよりも先に、その口に向けて魔法を解き放つ。

　火球がベヒーモスの口に吸い込まれて……そのまま、体内で炸さく裂れつした。

　ビクンッ、とベヒーモスが全身を痙けい攣れんさせる。

　次いで、巨体が地面に倒れて……死が訪れて、その体が魔石に変わる。

「ばか……な……俺の切り札が……」

「まだ続けるか？」

　男は言葉もなくうなだれて……俺達の勝利が確定した。





◆






　盗掘者達は、皆、ガンツの店で武具を購入しているという共通点があった。

　ガンツに気に入られたわけではなくて、片手間の量産品を摑まされていた。

　そのことを他の冒険者に指摘されて、真実を知った盗掘者達は報復を考えた。

　ただ単純に、ガンツを殴るだけでは気が済まない。自分達がバカにされたように、ガンツのプライドをへし折らないと気が済まない。

　そう考えた盗掘者達は、ミスリルを横から奪い取り、ガンツに武具を作れないようにした。

　職人の誇り、魂を奪う。それが、盗掘者達の考えた報復だった。

　盗掘者達はそんな供述をして……そして今日、ガンツにありのままを伝える。




「そうか、そういうことじゃったか……」

　ガンツは落ち込んでいるみたいだった。

　それも仕方ない。高いプライドが原因になって、自分の首を締めていたのだ。以前、話した時のような元気はなく、実年齢よりも一回りくらい老けて見えた。

「儂は自うぬ惚ぼれていたのかもしれんな。儂の作る武具こそが至高と信じて疑わず、凡人には使うことはできぬと見下して……どんな客であろうと、一心に武具を作ることこそが、普通の職人のすることじゃ。それが当たり前のことなのじゃ。それなのに、客を愚かと決めつけて手を抜くことをしていたとは……一番の愚か者は儂自身か」

「そうかもしれないな」

「ちょっ」

「レインっ？」

　カナデとタニアが慌てるが、別に傷口に塩をすり込むような真似をするつもりはない。

「ガンツは、自分が間違っていたって認めるんだな？」

「ああ……そうじゃな。儂は間違っておった」

「なら、改めればいい。次からは、一つ一つ全力で武具を作ればいいんじゃないか？　取り返しのつかない過ち、っていうわけじゃない。間違いは正せばいい。そうだろう？」

「……ずいぶんと簡単に言うんじゃな」

「ガンツは自分の間違いをきちんと認められる男だ。少なくとも、俺はそう思っているよ」

「ふはははっ！」

　ガンツが豪快に笑い、元気を取り戻した。

「儂の半分も生きていない小僧にそんなことを言われるとはな」

「不愉快か？」

「いいや、愉快じゃ。これ以上ないくらいに楽しいぞ」

「おっちゃん、元気になったね」

「めでたしめでたし、ってところかしら？」

　ヒヤヒヤと様子を見守っていたカナデとタニアも笑顔になる。

「レインのおかげで、完全に目が覚めたぞ！　改めて礼を言うぞ」

「寝ぼけたまま武具を作ってもらうわけにはいかないからな」

「ふんっ、言いおるわい」

　ガンツがにやりと笑う。俺もにやりと笑う。

「よしっ！　過ぎたことをいつまでも気にしても仕方ない。大事なのはこれからじゃ！　これからは、一つ一つ魂を込めて武具を作るぞ！」

「その意気で、俺の武具も一つよろしく頼む」

「おう、任せておくがいい！」

　ガンツはドンと胸を叩いてみせる。以前の何倍も頼もしく見えた。

「約束通り、最高の武具を作るぞ！　レイン、お前はどのような武具を求める？」

「短剣を作ってくれないか？　あと、小手を作って欲しい」

「む？　短剣はわかるが、小手じゃと？　防具が欲しいのなら、なんでも用意してやるぞ」

「防具は自分でなんとかするよ。それよりも、特別な小手がほしいんだ。ちょっと、俺のアイディアを詰め込んでほしいんだけど……」

　以前から考えていた『アイディア』をガンツに伝える。

　するとガンツは、子供がいたずらを企んだような笑顔を浮かべた。

「ふむふむ、おもしろそうじゃな……しかし、時間がかかるぞ？」

「構わないよ。最近は依頼ばかりこなしていたから、そろそろ休みをとろうと思っていたし」

「休み！」

「あたし、おいしいものを食べたいわ！」

　カナデとタニアが一番最初に反応した。

「この街に観光名所はないのですか？　ソラは、観光をしたいです」

「我は楽しいことがあればなんでもいいぞ！　あと、甘い物を希望する！」

　ソラとルナも笑顔だった。

　うーん……ここまで喜ばれるなんて。

　五人パーティーになったから、今まで以上に路銀を稼がないといけないと思い、がんばってきたのだけど、みんな疲れていたのかもしれないな。これは反省しないと。

「製作にはどれくらいかかる？」

「そうじゃな……一週間といったところじゃな」

「わかった。なら、一週間後にまた来るよ」

「うむ。期待して待っておるがいい」

　ガンツと挨拶をして、店を後にした。





◆






「「「「「かんぱーいっ！！！」」」」」

　行きつけになりつつある食堂に足を運び、ドリンクで乾杯をする。

　頼んでいるものは、さわやかな後味がする果実酒だ。ほどよい甘さが疲れた体に心地いい。

「ぷはーっ、この一杯のために生きてると言っても過言じゃないわ！」

「タニア、おっさんくさいにゃ」

「んく……んく……んく……はふぅ。うまいな！　もう一杯、頼んでもいいか？」

「もちろん。遠慮しないで、好きなだけ注文してくれ」

「言ったな？　後で撤回することは許されぬぞ？」

　獲物を見つけたような感じで、ルナの目がきらりと光る。

「じゃあ、この果実酒を瓶ごと、三つ追加で。それから、エールもくれ」

「ずいぶん頼むんだな……」

「ダメか？」

「いや、構わないよ。ソラはいいのか？」

「えっと……なら、ルナと同じ注文を」

　ソラもとんでもない量の酒を頼んでいた。

　よほど気に入ったのだろうか？　泥酔してしまわないか心配になる。

「にゃー。精霊族って、お酒が好きなんだよねー」

「そうなのか？」

「聞いた話だけど、お酒を水のように飲むんだって。それなのに、ほとんど酔わないらしいよ」

「精霊族の半分はお酒でできているからな！」

　ルナが冗談なのか本気なのかわからないことを言う。

「そういうことなら心配することないか。好きなだけ頼んでくれ」

「あの……本当に好きなだけ頼んでもいいのですか？」

「遠慮しないでいいぞ」

　ぽんぽん、とソラの頭を撫でた。

「これ、二人の歓迎会でもあるからな」

「ソラ達の……」

「歓迎会……？」

　きょとんとする二人に、カナデがにっこりと笑う。

「新しい仲間が増えた時は、みんなで一緒にご飯を食べるんだよ。そうすれば、みんな仲良し♪」

「単純な考えよね」

　タニアがエールを飲みながら、くすりと笑う。

「タニアの時も、みんなでご飯を食べたんだよ。こんなこと言っているけど、タニア、うれしそうにしていたし」

「ち、違うわよっ。別にうれしそうなんて……違うんだからねっ!?」

「おかげで、私達はみんな仲良し♪」

「そういうこと。二人の歓迎会だから遠慮なんてしないで。むしろ、図々しくなってほしい」

　ソラとルナは互いに顔を見合わせて、それからにっこりと笑顔になる。

「変な注文ですね。ですが、悪くありません」

「ふはは！　我は、図々しくなることなら自信があるぞ。図々しい選手権一位になれる！」

「なんですか、その変な大会は……あと、ルナは遠慮を覚えた方がいいですよ」

「たった今、レインに遠慮するなと言われたばかりなのだ！　だから、その提案は却下するぞ」

「ルナの言う通り、本当に遠慮しなくていいからな。俺達は仲間だから、そういうのはなしで」

「わかりました。そうします」

「さすがレインだ！　話がわかるな。ついでに、レインの分も頼んでやるぞ」

「では、ソラはカナデとタニアの分を」

「俺は、あまり強くないけどな……まあ、たまにはいいか」

「レイン、一緒に飲もう♪　私が注いであげるね」

「あ、こら！　それ、あたしがやろうと思ってたのに」

　追加注文の酒を手に、ほろ酔いのカナデが体を寄せてきた。

　それを見て、慌てた様子でタニアも体を寄せてきた。

「ソラも注ぎましょうか？」

「我は注ぐだけではなくて、もっと色々なサービスもしてやるぞ？」

「別に、俺は自分で……」

「「「「それはダメ」」」」

　なぜか意見が一致する四人。どうしてこうなる？

「お酒を一緒に飲むと仲良くなれるんだよね？　にゃー、私、レインともっと仲良くなりたいな♪」

「あたしは、別に……レインのことなんてどうでもいいんだけど？　まあ、それでも仲間だし？　交流はしておかないと、っていうやつ？」

「ソラも、レインと一緒に飲むことを希望します。どう言葉にすればいいか、よくわかりませんが……レインと一緒にいることを望んでいるのです」

「我も皆と同じだぞ！　ここで一人、のんびりしていたら、大きなリードをつけられてしまいそうだからな。我もがんばらないといけないのだ」

「いったい、何の話をしているんだ？」

「「「「この男、鈍い……」」」」

「と、言われてもな……まあいいか。とりあえず、今日は飲もう。楽しい時間にしようか」




　……冒険者達の宴は、夜遅くまで続く。




　飲んで、食べて……ただそれだけのことなのに、絆きずなが深くなっていくような気がした。

　それはきっと、同じ時間を笑顔で過ごしているからだろう。

　これからも、みんなと一緒に。そんなことを思いながら、楽しい時間は流れていった。

　そして、翌日。

　見事に二日酔いになるというオチがついてくるのだった。反省。




～Arios Side～




　アリオス一行は、未だホライズンに滞在していた。

　真実の盾を手に入れた以上、この街に用はない。次の街に向かわないといけない。

　しかし、不足しているものがあった。

　金は魔王討伐に必要な費用ということで、月々、莫ばく大だいな額が至急されている。

　武具、食料や水などの物資も、勇者の名前を出せば現地調達が可能だ。

　足りないものは、人材だ。

　レインがパーティーを抜けたことで、アリオス達を陰で支える者がいなくなった。

　まとまるとそれなりの量と重さになる食料と水を運ぶ者がいない。地図を作成して、マッピングをする者がいない。街の人々と交渉をして宿を取る者がいない。

　……などなど。

　レインがパーティーを抜けたことで、ありとあらゆる雑用が発生した。

　本来ならば、それはアリオス達がやるべきことなのだけど……選ばれし者という意識を持つアリオス達は、そのような雑用は自分達がやることではない、と本気で考えている。

　故に、レインを引き戻そうとしたが……失敗した。

　そこで、代わりの人材を見つけることにした。冒険者ギルドに依頼をして、パーティーメンバー募集の告知を出した。

　効果は抜群だった。勇者パーティーの一員になれるかもしれないと、たくさんの人々が応募した。集まった人数は、実に数十人だ。

　アリオス達は面接を行い、メンバーを厳選することになるが……




「失格だ」

　宿の一室を借りて行われた面接会場で、アリオスは面接にやってきた冒険者の男に冷たく告げた。

　冒険者の男はビーストテイマーだ。能力は高く、色々な動物をテイムすることができる。

　男は、パーティーの裏方になることも承知していて、アリオス達が出している条件をほぼほぼクリアーしていたのだけど……

「まるで戦えないというのなら、話にならないな」

「し、しかし、ビーストテイマーはそういうものですし……私ならば、動物を、例えば熊などを使役して戦わせることができますよ！」

「それは熊だけなのかい？　例えば、最強種を使役できるのかい？」

「無茶を言わないでください。人が最強種を使役できるわけない。そんな話をされても……」

「そうか。つまり君は、あいつ以下ということになる」

「あいつ？」

「色々な動物を使役できるとしても、その世話が必要になるだろう？　僕達に協力をしろとでも？　そうして使役した動物は、本当に役に立つのか？　それに、君が使役できるのは一匹だけなんだろう？　その一匹で補給線を支えられるとでも？　それとも、君が大量の荷物と食料、水を持ってくれるのかい？　それならば構わないが」

「う……」

「僕達が求めているのは、最低限、戦うことができて、それでいて、きちんと後方支援を行うことができる者だ。君はその条件を満たしていない。故に、失格だ」

　アリオスの辛辣な言葉に、男は何も言い返すことができず、肩を落として部屋を後にした。

「まったく……使えない者が多いな」

　苛立つ感情を抑えきれない様子で、アリオスが舌打ちをした。




　実のところ、今失格を言い渡された男は、アリオス達のサポートに非常に適していた。

　レインがしていたように、熊でもテイムして荷物を持ち運ばせることができる。さらに、男は口がうまく、交渉にも長けていた。

　しかし、アリオスはそれだけでは満足しなかった。

　レインなら、ある程度、戦うことができた。少なくとも、戦闘中は、自分の身は自分で守ることができた。たまに足を引っ張る時はあったけれど、それほど手のかからない存在だった。

　レインと比較しても仕方ないのだけど、どこかで意識してしまう。

　そんな調子で面接を続けた結果……




「ミナ。次の者を呼んでくれないか？」

「その……今の人が最後です」

　一緒に面接を行っているミナが、気まずそうに言った。

「つまり、全滅か……」

「あの……アリオスは、少し選考基準が厳しいのでは？」

　最初のうちは、アリオスの意見に同意していた皆だけど、数十人の志願者全員を落第させたとなると、さすがに一言、何か言いたくなる。

「ミナは、僕の判断に間違いがあると？　そう言いたいのかな？」

「い、いえ。そのようなことは……」

　アリオスの怒気がはっきりと伝わってきた。

　以前なら、このようなことはなかったのに……ミナは困惑した。

　ミナは気づいていなかった。

　以前は、レインが避雷針の役割になっていて、アリオスの理不尽な怒りを受け止めていたのだ。

　レインがいない今、誰の元にアリオスの怒りが落ちるのか？　誰が八つ当たりを受けることになるのか？

　それは、考えるまでもないことだ。

「……すみません。そういうつもりはないのです。アリオスの判断は正しいと思います」

　理不尽な怒りを向けられることを恐れて、ミナは逃げた。アリオスの言葉が正しいと、盲目的に従った。形だけの、中身のない言葉を並べる。

　そうしてできあがるものは……何もない。見た目だけは立派かもしれないが、中身は空だ。

　少しはあったかもしれないパーティーの絆が、少しずつ消えていく。

　そのことに、ミナはもちろん、アリオスも気がついていない。




「仕方ない。もうしばらく、この街に滞在することにしよう。ひょっとしたら、別行動しているアッガスとリーンが、良い者を見つけてくれるかもしれないからね」

「しかし、旅が滞ることに……」

「ここ最近は、色々とあったからね。たまには体を休めておかないと、この先、長くは続かないさ。そうだろう？」

「そう……ですね。すみません。私達のことを気遣ってくれたのですね」

「当たり前だ。僕達は仲間だろう？　仲間のことを気遣うのは、当然のことだ」

　中身が伴っていない言葉ほど、虚しいものはない。

　そのことを自覚しているのか、はたまた、無自覚なのか。

「ミナもしばらく休むといい。面接ばかりで疲れただろう」

「そうですね……すみませんが、そうさせてもらいます」

「ああ。ゆっくりするといい」

「アリオスはどうするのですか？」

「僕は、少しやることがあるからね」

「あまり無理はしないでくださいね。アリオスは勇者なのですから、倒れたりしたら、比喩ではなくて世界が大変なことになるかもしれません」

　ミナの言葉は、アリオスを心配しているようで、アリオスを見ていない。アリオス個人ではなくて、『勇者』という存在を気にかけていた。ある意味で、アリオスのことは欠片も気にかけていない。

　個人を心配しているようで、まるで個人を見ていない。

　虚しいやり取りだ。

「ああ。気をつけるさ」

　アリオスはそう応えて、部屋を出るミナを見送る。

　一人になったアリオスは、道具袋を取り出した。中から、禍々しい色をした宝石がハメられている指輪を手に取る。一人の時に秘密ルートを通じて手に入れたものだ。

「……コイツを使えば……」

　指輪は、ただの装飾品ではない。マジックアイテムで、とある効果を秘めている。

　それともう一つ。

　装着者が負の感情に囚われた場合、ひどく恐ろしい、危険な事態に発展する可能性を秘めていた。

　それは、人類の天敵に塩を送るような行為。

　何の罪もない人々を危険に晒しかねない行為。

　アリオスは、全て承知の上だった。

　勇者にあるまじき……いや、人にあるまじき行為をしているのだけど、そんなことは構わない。

「さすがにこれは僕が使うわけにはいかないな。足がついたら面倒だ。アッガスにやらせるか？　この前も、レインをパーティーに戻すなどとふざけたことを勝手に口にしていたし……」

　アッガスは仲間であるはずなのに、アリオスは、使い捨てるようなことを口にした。

　それが、アリオスの現在の心境を表していた。

「いや、やめておくか。仲間の犯行と知られたら面倒なことになる。僕の評判も地に落ちる」

　アリオスは、指輪を手の平で転がしながら、暗い……暗い表情を浮かべた。

「さて……どこかに、良い駒は転がっていないだろうか？　コイツを使い、レインを消してくれるような、そんな都合の良い駒はいないだろうか？」





２章　街の暗部




「こんにちは」

「あ、シュラウドさん。こんにちは」

　ギルドに足を運ぶと、ナタリーさんが笑顔を向けてくれた。

「どうされましたか？　今日は、新しい依頼を？」

「いや。一週間は休暇にしようと思っているから、依頼を請けにきたわけじゃなくて。この前、引き渡した連中のその後が気になって来たんだけど……」

「ガンツさんからの依頼ですね？　あの方達なら、冒険者の資格を剝奪。市民権も剝奪されて、奴隷の身分に落とされました。今頃は王都に移送されていると思いますよ」

「奴隷……ずいぶん厳しい処分だな」

「冒険者の地位を貶おとしめる盗掘を行っていましたからね。それに、シュラウドさんに対する武力行使。違法な魔物の飼育……その他、余罪多数。死罪にならないだけマシですね」

　容赦ないが、他にも余罪があるというのなら、それも仕方ないかもしれない。

　どちらにしろ、連中のその後を知ることができてよかった。

　逆恨みをしてガンツを襲う、なんてことを心配していたのだけど、それは杞き憂ゆうに終わりそうだ。

「ところで、そちらのお二人は？」

　ナタリーさんの視線が、俺の後ろにいるソラとルナに向けられた。

「こんにちは。ソラは、ソラと言います」

「我はルナだ！　よろしくしてやってもいいぞ、ふはははっ！」

　ギルドに行くと言ったら、興味があると言って付いてきたのだ。

　ちなみに、カナデとタニアは宿でまだ寝ている。

「はぁ……私は、この冒険者ギルドの受付のナタリーといいます」

　二人の勢いに押されているのか、ナタリーさんは面食らったような顔をしていた。

　しかし、そんな顔は少しの間だけ。すぐに怪け訝げんそうな、何かを探るような顔になる。

「もしかして、お二人はシュラウドさんのお仲間ですか？」

「はい、そうですよ」

「うむ！　我とレインは、魂で結ばれた仲間であるぞ！」

「また、こんなにかわいい子が……」

　なぜかジト目を向けられる。

「ど、どうしたんだ？」

「いーえ、なんでもありませんよ。なーんーでーも、ありませんっ」

　ナタリーさんが不機嫌になった……ような気がした。

　よくわからないな……乙女心は複雑だ。




「んーっ……暖かい日差しが心地いいですね」

「うむ。絶好の散歩日和というやつだな」

　すぐに宿に戻るというのもなんだか味気なく、ソラとルナと一緒に街を散歩することにした。

「これが人間の街なのですね……ふむ。実に興味深いです」

「そうか？　そんなに面白いものでもないと思うが」

「お忘れですか？　ソラ達精霊族は、二百年以上、人間と交流を持っていないのです。なので、現在の人間の文化に触れることは新鮮で、とても興味深いのですよ」

　ソラとルナは、あちこちをキョロキョロと見ている。まるで、田舎から出てきたばかりみたいだ。

　さしずめ、俺は二人の保護者というところか。

「生活水準は、それほど向上していないのですね。もちろん、二百年前と比べると進歩が見られますが……ふむ？　なぜでしょうか。もっと向上していてもおかしくないのですが」

「何度か戦争が起きたからな」

「戦争ですか？」

「人間と魔族の戦争だよ。魔王が魔族を従えて、魔族が魔物を従えて……連中は、度々、侵略を繰り返してきた。時には、世界を巻き込む大戦争に発展することもあった。そんなことが何度か起きているから、なかなか文明が発達しないのかもな」




　戦争をすれば文明が発展する、という過激な思想を持つ者もいるが、それは過ちであると歴史が証明している。確かに、戦争が行われると色々な技術が向上するという一面はある。

　例えば、軍事力。戦争に必要不可欠な軍事力は、戦争が繰り返されるほどに拡大していく。

　例えば、機動力。兵士の移送は、戦争において重要なポイントだ。頑丈で、より速度の出る馬車などが開発されている。

　例えば、補給線の拡大。軍事行動において、補給線を支えることは重要視される。そのために様々な努力、工夫が行われている。

　……などなど。戦時中は、色々な道具の開発や思考が生み出されていく。そして、それらの成果が日常生活を変えることもある。戦争のために開発された兵器を応用して、より便利に快適に水路を掘る道具が開発された、という話があるくらいだ。

　そういう点に着目すると、戦争は文明を発展させるのかもしれない。しかし、全体的な視野で見ると、そうはいかない。

　戦争は全てを疲弊させる。

　人が死に、物資が尽きて、大地が腐る。なにもかもが失われていくのだ。

　そんな状態から立ち直ることは難しい。自力で立ち上がることはできず、多数の人々が肩を寄せ合わないといけない。そうすることができない人は、倒れるしかない。

　新しい知識、技術を授かることもある。しかし、それ以上に、多くのものを失い続ける。

　……それが戦争だ。




「なるほど」

「うむ……興味深い話だ」

　持論を語ると、二人は感心した様子でコクコクと頷うなずいた。

　学校の教師になったような気分だった。

「ちょっと話が逸れたが……人間と魔王は、以前から戦争を繰り返している。もちろん、年中続いているわけじゃない。一度開戦したら数年は続くが……その後は、数十年単位で魔王はおとなしくしている。この二百年で、えっと……確か、五回ほど交戦したかな？」

「五回……ふむ。多いと見るべきか少ないと喜ぶべきか」

「そんなことが繰り返されているから、文明が発展しないのかもな」

「なぜ、魔王はそこまで人間を敵視しているのでしょうか？」

「さてな。それがわかれば苦労はしないさ」




　過去に行われた戦争で、勇者が魔王を討ち取ったことがある。

　しかし、魔王が滅びることはない。どういうカラクリなのかわからないが、ほどなくして新たな魔王が誕生するのだ。

　魔王は再び戦争を起こして、新しい勇者が立ち上がり……その繰り返しだ。

　もう何十年、何百年と、そんなイタチごっこを続けている。




「ソラはずっと奥地で暮らしていたので、そういった事情は知りませんでした」

「我も知らなかったぞ。人間について学ぼうとしなかったからな。必要のない知識と割り切り、無視していたのだ」

「知らないことはこれから知っていけばいいさ。俺達は、学ぶ時間があるんだから」

「そうですね」

「レインは、人間のくせに良いことを言うではないか！」

　人間とは絶対に分かり合えないと言われていた精霊族が、こうして笑顔を見せている。

　ひょっとしたら、いつか魔王と分かり合うこともできるのだろうか？

　ふと、そんなことを思った。




「おっ？」

　くるっとルナがその場で回り、ホットドッグの屋台を見つめた。

「なあなあ、レインよ。なんだ、あれは？」

「ホットドッグだよ。わりとポピュラーな食べ物で……ソーセージをパンで挟んだものだ」

「そーせーじ？」

　こてん、とルナが小首を傾げた。

　そこから説明しないといけないのか。

「肉のミンチを棒状にして茹ゆでたもの、って感じだな」

「ほー、ほー……うまそうではないか。じゅるり」

　一瞬、ルナとカナデが重なって見えた。二人共、食いしん坊だからなあ。

「食べるか？」

「よいのか!?」

「ちょうど小腹も空いてきたし、構わないさ。ソラも食べるよな？」

「いいのですか？　負担でなければ、お願いします」

　屋台の店主に声をかけて、三人分を購入する。

　立ち食いは行儀が悪いので、ベンチのあるところまで移動して座った。

「「「いただきます」」」

　ぱくりと食べる。ソーセージが破れて肉汁があふれる。ジューシーで熱々なのが良い感じだ。

　辛いソースと甘いソースが絶妙な具合で、香りのいいパンが全てを包み込んでくれる。

「どうだ？　これがホットドッグなんだけど……」

「はむはむはむはむはむっ！！！」

「あむっ！　はぐはぐっ！　ぱくりっ、あぐあぐっ、んぐっ！　ごくんっ！！！」

　二人共、口元をソースで汚しながら、ものすごい勢いで食べていた。

「気に入ってくれたみたいで良かった」

「はふぅ……なんておいしいんでしょうか。あまりにもおいしいから、一気に食べてしまいました。あぁ、もったいない……あ、口を開くと余韻が消えてしまいます」

「レインよ。我にもう一つ、献上してもいいのだぞ？」

「もうすぐ昼だろう？　これ以上は、昼が食べられなくなるからダメだ」

「マジか……」

「また今度な」

「またと言ったな!?　またと言ったな!?　約束だぞっ」

「ソラも期待します」

「今度はカナデとタニアも連れて、みんなで一緒に食べよう」

　青空の下、みんなで一緒にホットドッグを食べるところを想像する。

　それは、とても幸せな光景に思えた。




　引き続き、ソラとルナと一緒に散歩をする。

　大通りを抜けて、商店が立ち並ぶ区画にやってきた。

「おー！」

「これは、なかなか」

　二人共、今日はずっとこんな感じで、微笑ましい。子供を連れているような気分だ。

　そんなことを考えていると知ったら怒るかもしれない。顔に出さないようにしないと。

「ところで、レインよ。我は気になっていることがあるぞ。レインは、カナデとタニアと契約しているだろう？　カナデと契約したことで身体能力が強化された。タニアと契約したことで魔力が強化された。違いないな？」

「そうだけど？」

「そして……レインは、我とソラとも契約をした」

　ルナの言いたいことが、なんとなく理解できた。

「つまり、ソラ達と契約したことで得た能力は何か？　という話ですね」

「その通りなのだ。我らと契約して、レインはどのような力を手に入れたのか？　興味があるぞ」

　二人は精霊族だから、なにかしらの能力を得ていると思うが……その実感がないんだよな。

　盗掘者とやりあった時も、特に体の変化は感じなかった。

「心当たりはないか？」

「ないな。身体能力は変わらないし、魔力も増えているわけじゃない。今まで通りだ」

「ふむ？　それは妙だな。我ら精霊族は、魔力に特化している。故に、我らを使役すれば魔力が増えると思っていたのだが……」

「魔法をたくさん使えるようになっているかもしれませんよ？　ソラ達が使える魔法を全て習得している、とか」

「なるほど、それはあるかもしれないな。よし。とりあえず、絶級魔法を放ってみるがいい！」

「街中で魔法を撃てるわけないだろう。というか、なんだ？　絶級魔法っていうのは？」

「魔法に位があるのは知っているだろう？　初級、中級、上級。この三つが基本なのだが……その上に、さらに二つの位が存在する。上級を遥はるかに超える超級魔法。そして、その超級をも超える、我ら精霊族しか扱うことができぬ秘術……絶級魔法が存在するのだ。まあ、我らはまだその域に達していないので、使うことはできないが」

　超級魔法は知っている。おとぎ話などに出てくる勇者が使っていたと言われている魔法だ。

　少し前までは、その存在を信じていなかったが……この前、アリオスと激突した時にタニアが使用したらしく、実在する魔法と知った。

「絶級魔法か……きっと、とんでもない威力を持った魔法なんだろうな」

　精霊族だけが扱うことができる、超級魔法を超える秘術。改めて、最強種というのはとんでもない存在なのだなあ、ということを思い知る。

「俺は絶級魔法なんて使えないし、それどころか、中級魔法も無理だぞ」

「諦めるのが早くないか？　試してみないことにはわからないぞ？」

「二人ならわかるだろう？　習得した魔法は、その魔法の構造式が頭の中に思い浮かぶ。その構造式に魔力を注ぎ込むことで、魔法が発動する。今のところ、俺が習得している魔法の構造式は、ファイアーボールとヒールとブーストの三つだけだ」

「ふむ。新しい魔法を習得しているという線もないか」

「では、レインはどのような能力を？　もしかして、何も得ていないのでしょうか？」

「それはなんかイヤだぞ。我らが外れみたいではないか」

「契約をしても何も得られない外れ使い魔……そんなレッテルを貼られてしまうのでしょうか？」

「うお……言葉にするとますますイヤな気分になるぞ。そのようなことを思っていたのか!?」

「ないない。そんなこと思わないから」

「ふぁ」

「ひゃう」

　落ち着かせるために頭を撫なでると、二人はおとなしくなった。

「得られる力がなかったとしても、二人が大事な仲間であることに変わりないさ。力うんぬんで判断するつもりはない。だから、そんな寂しいことを言わないでくれよ」

「……困りました」

　ソラとルナの顔が赤くなる。

「そのようなことを言われたら、ソラは照れてしまいます」

「う、うむ。我もこそばゆくて、むううう……まともにレインの顔を見れないのだ」

　普段の態度からは想像できないが、二人共、意外と純情なのかもしれない。

「なあ、レインよ。なぜ、そこまで我らを信用するのだ？　我らはパーティーに加わったばかりだ。この前の戦闘ではサポートに徹していたため、役に立てたかわからぬし……そもそも、最初はソラが問答無用でケンカを売ったと聞くのだ。それなのになぜ信用する？」

「ソラも気になっていました。どうしてなのですか、レイン？」

「あー……確かに、気になるかもしれないな」

　信頼というものは一夜で出来上がるものじゃない。コツコツと積み重ねて、たくさんの時間をかけて、ようやく完成するものだ。

　一夜で作り上げられた想いは、普通は、信頼と呼ぶには程遠いだろう。

　そのことは自覚しているのだけど……それでも俺は、ソラとルナを大事な仲間と呼ぶ。

「俺が勇者パーティーを追放された話はしたよな？」

　迷いの森の攻略を終えて、街に戻る途中……それまでの経緯を説明するために、二人にあれこれと話をしたことがある。

「ええ、覚えていますよ。あの時の話では、元は勇者パーティーに所属していたんですよね？」

「それなのに、愚かな勇者に追放されたのだろう？　むー、腹が立ってきたぞ」

　俺のために怒ってくれているらしく、二人は難しい顔をしていた。優しい子達だ。

「俺とアリオス達の間に『信頼』の二文字はなかった。あるのは、ただの利害関係だけで……今になって思い返すと、何もない空っぽのパーティーだった」

「利害関係のみで作られたパーティーですか……」

「我らとはまるで違うな」

「今になって思うけど、俺は、どこかでアリオス達を信じていなかったのかもしれない。俺は力のないビーストテイマー。自分に自信が持てず……必要ないと思われているかもしれないと、どこかで怯おびえていた。そうして、アリオス達を信じることができず……その結果が、追放だ」

「「……」」

「もしも、アリオス達を心の底から信じていれば、また別の結果になっていたのかもしれない」

「レインは悪くありません。ソラは、勇者の人柄を詳しく知りませんが……あの人間はとてもイヤな感じがしました。レインが信頼を寄せていたとしても、裏切っていたと思います」

「我も同意見だぞ。人間は愚かな存在だ。レインは信頼するに値するが……他の連中はそうもいかないからな。自分が悪いなどと思う必要はないぞ」

「ありがとうな。そう言ってくれるとうれしいよ。でも、やっぱり信頼できなかった自分にも責任はあると思うんだ」

「「……レイン……」」

「もう同じ失敗はしない。信じて、信じて……それで裏切られるのなら構わない。笑って受け入れるさ。そうすることで得られるものがあると思うんだ。だから俺は、どんなことがあっても仲間を信じることにした。俺の方から信じることで、『信頼』を築いていく……とな」

「レインらしいですね。ソラは、今まで以上にあなたに信頼を寄せるようになりました」

「我もソラと同じ気持ちだ。レインの今の言葉は『信用』できる」

　過ごした時間は関係ない。そういうように、俺達の気持ちは一つに繫つながっていた。

　これまでもこれからも、ソラとルナは大事な仲間だ。




「ところで、レインよ」

「うん？」

「真面目な話をしていたら、腹が減ってしまった。そろそろ何か食べたいぞ」

「ホットドッグを食べたばかりでしょう……ルナのお腹は、いったいどうなっているのですか？」

「あの程度では足りぬ。我は、もっとボリュームのあるものを食べたいのだ！」

「ははっ。そういうことなら昼にするか。まずは、宿に戻ってカナデとタニアを迎えに行こう」

「うむ、急ぐぞ。昼食が我を待っている！」

　これまで歩いてきた道を戻り宿へ向かう。

「ふっ、ふふふ」

「なんですか、ルナ。その笑い方、気持ち悪いですよ」

「気持ち悪い言うな！」

「事実ですし」

「昼食を前に、気分が高ぶってしまっただけだ！　いちいち突っ込むでない！」

「そのような笑い方をされたら、スルーできませんよ」

「むぅ。我が姉はつまらぬことを気にするのだな」

「ルナが色々なことを気にしなさすぎではないかと」

「なんだとー!?」

　二人がキャーキャーとじゃれていて、楽しくも穏やかな時間が流れる。今日は、良い休日になりそうだ。

　……なんてことを思うが、次の瞬間、その予想は見事に裏切られることになる。




「おい、そこの者」

　声をかけられて振り返ると、やたらと豪華な服を着た男がいた。

　歳は……二十手前、俺と同じくらいだろうか？

　金色の髪を長く伸ばしているが、よく似合う。違和感がなくて、男の容姿を引き立てていた。俺が女性ならば見み惚ほれていたかもしれない。

　でも、なぜだろうか？

　周囲の街の女性達は、彼に見惚れるどころか、イヤなものを見るような視線を送っている。

　女性達だけではなくて、男も同じだ。まるで汚物を見ているかのような反応だ。

「聞こえているのか、おい」

「なんだ？」

「お前ではない。そこの二人だ」

「ソラのことですか？」

「む？　我のことか？」

　きょとんとするソラとルナに男が歩み寄る。

「お前達、名前は？」

「いきなり、なんなんですか？」

「いいから答えろ。この俺が聞いているのだぞ？　ほら、どうした。名前は？」

「ソラです」

「ルナだ」

「ふむ。ソラとルナか……良い名前だ。外見も悪くないし、遊びがいがありそうだ。気に入ったぞ。よし。今日からお前達を俺の女にしてやろう！」

「「は？」」

　こいつは何を言っているのだろうか？

　ソラとルナはそんな顔をしていた。

「こいつは何を言っているのだ？　アホなのか？　頭大丈夫か？」

　ルナは本当に口に出していた。しかも、思っている以上にきつい言葉を口にしている。

「この俺にそんな口をきけるとは、おもしろいな。生意気な方がしつけ甲が斐いがあるというものだ」

「この人、人の話をまるで聞いていませんね……自分だけの世界に浸っている、という感じです」

「率直に言って、キモいな……レインよ。なんとかしてくれ」

　不気味なものを感じたらしく、ソラとルナが俺の後ろに避難する。

「突然、何を言っている？　あんた、何者だ？」

「男と話をするつもりはないが……まあいい。貴様、この俺を知らないのか？」

「わからないから、こうして問いかけている」

「ふん。この俺を知らないなんて……他所から紛れ込んできた田舎者か？　いいだろう。ならば教えてやる。俺は、このホライズンを治める領主の息子、エドガー・フロムウェアだ！」

「領主の……？」

「ソラとルナは、俺の女になれることを光栄に思え。すばらしい贅ぜい沢たくをさせてやるぞ」

「この人、とてもイヤな感じがします。目が濁っていて、言葉から色々な悪意を感じます」

「あいにくだが、お前のようなヤツについていくことはないぞ。我の主はレインなのだからな」

「お前達の意思は関係ない。俺がこうすると決めたのだ。逆らうことなく、素直に付いてこい」

　こんな横暴を真顔で言ってのけるなんて、この男、本当に領主の息子なのか？

　とてもじゃないけれど、そのような器には見えない。

「さあ、行くぞ。くくく、たっぷりとかわいがってやる」

「人の話を聞いていないのですか？　お断りです」

「同じく、なのだ。我は、お前のような人間は嫌いだぞ」

「あまり手間をかけさせるな。お前達に拒否権はない。そのことをわかっていないようだな？」

　エドガーは指をパチンと鳴らした。

　どこからともなく、剣と鎧よろいで武装した兵士と軍用犬らしき犬を連れた者が現れる。おそらく、エドガーの護衛なのだろう。

「お前がこの二人の保護者だな？　二人に俺に付いてくるように命令しろ。別に、タダでよこせとは言わん。きちんと対価を払おう。一人、金貨百枚……計二百枚でどうだ？」

「あのな、金で解決できる問題じゃないだろう。お断りだ」

「逆らうのならば、痛い目に遭うことになるぞ？」

　エドガーが目配せをすると、兵士達が一歩前に出た。

「その格好、冒険者と見た。多少、腕に覚えはあるのだろうが……この人数を相手にするつもりか？　付け加えるならば、俺は領主の息子だ。俺に逆らうということは、領主に逆らうということ。反逆罪に問われたいか？」

「知るか。お前が領主の息子だろうがなんだろうが、ソラとルナを渡すわけがないだろう」

「「レインっ！」」

　信じていた、というようにソラとルナの目が輝いた。

　対するエドガーは、凶悪な感情を瞳に浮かべた。

「お前は、人の話を聞いていなかったのか？　それとも、俺の話が理解できないほど阿あ呆ほなのか？」

「お前こそ馬鹿なのか？　お前のような男に女の子を……大事な仲間を預けるわけないだろう」

「馬鹿め。反逆罪で始末されたいか？」

「仲間を売るくらいなら、反逆罪に問われた方が何倍もマシだ」

「いいだろう。その言葉、後悔するなよ？　……やれ」

　エドガーが手を挙げると、兵士達が包囲網を敷いた。

　動きに迷いがない。こいつら慣れているな。

「エドガー様の命令だ。さあ、女を引き渡せ」

「断る！」

「がっ!?」

　無防備に歩み寄ってきた兵士の顎を蹴り上げてやる。

　ほどほどに加減はしておいたものの、兵士はそのまま昏こん倒とうした。

「貴様！」

「我らに歯向かうか！」

　仲間がやられたことで、残りの兵士が一斉に剣を抜いた。

　周囲の人々が悲鳴をあげる。

「当たり前だ。ソラとルナに手出しはさせない！」

　ソラとルナは大事な仲間だ。その二人に手を出そうというのなら、絶対に許せない。

　燃え上がるような怒りが湧いてきた。

　この連中は敵だ。

　俺の大事なものを奪おうとする敵だ。

　ふざけたことを口にするエドガーも、その命令に従う兵士達も、許しておくことはできない。

「エドガー様に逆らう愚か者め！」

　二人の兵士が同時に斬りかかってきたが……遅い。アリオスと比べると雲泥の差だ。

　一人目の兵士の手首を狙い、蹴撃を叩たたき込む。兵士は苦く悶もんの声をあげて剣を落とした。

　さらに、独楽のように片足を軸にして回転。半円を描くようにして、二人目の側頭部を打つ。兜かぶとが凹み、その衝撃が兵士の頭部を襲う。兵士はふらふらとよろめいて、そのまま倒れた。

「こいつ……!?」

「強いぞっ」

　瞬時に返り討ちにされたことで、兵士達の間に動揺が広がる。

　そんな部下達の姿を見て、エドガーは苛立たしそうに舌打ちをした。

「何をしているっ！　相手は一人だ、しかも女をかばっているのだぞ!?　それなのに、その様はどういうことだ!?　このまま情けないところを見せるようなら、俺にも考えがあるぞ！」

「「「っ!?」」」

　雷に撃たれたように兵士達がビクリとなる。躾しつけのために鞭むちで打たれる動物に似ている。

　もしかしたら、兵士達も、こんなことは本意ではないのかもしれない。

　領主の息子に逆らうことができず、嫌々ながら従っているのかもしれない。

　……が、俺には関係ないことだ。

　手加減はしてやるが、おとなしく捕まってやるつもりなんて欠片もない。

　強者に逆らえないからといって、他者に刃を向けていい理由にはならない。

「ふっ、はっ……せい！」

　武器を握る手を狙い打撃を放ち、背中から地面に投げ飛ばして、鎧を陥没させるほどの一撃で昏倒させて……襲い来る兵士達を次々と迎撃していく。

　一人、また一人と減り……気がつけば敵は半分になっていた。

「ちっ、無能共が」

「も、もうしわけありません。しかし、相手は相当な手て練だれで……」

「だから無能だというのだ。相手の弱点……女を狙え。この際、少しくらい傷をつけても構わん。女をかばえば動きが鈍るはずだ。そこを叩け！」

　今度はソラとルナもターゲットに加えて、四方八方から兵士達が斬りかかってきた。

　さすがに、これは厳しいが……俺が二人を守らないと！

「このっ！」

　まずは、前方から突撃してきた兵士の足を払う。倒れたところで上から下に足を踏み抜いて、行動不能にさせる。

　続けて、左右から襲い来る兵士達の対処に移る。ソラとルナの手を引いて、抱きしめるような形を取り、左右からの剣けん戟げきを避ける。そのまま、自由に使える足で兵士達を蹴り飛ばした。

「もう一つ……追加だ！」

　最後に、後方から迫る三人の兵士達に向き合う。

　ソラとルナを離して、代わりに手近に置かれていたベンチを持ち上げ、投げつける。

　この行動は予想外だったらしく、兵士達は飛んできたベンチにまとめてなぎ倒された。

「こいつ化物だ!?」

「ひ、怯ひるむな！　このままだと俺達がエドガー様に……」

「犬だ！　犬を放て！」

　兵士達の合図で軍用犬が放たれた。

「グルルルゥッ！」

　犬歯をむき出しにして軍用犬達が吠ほえる。

　タイミングを合わせて、風のように速く襲いかかってくるが……

「止まれっ！！！」

　相手が獣ならば、俺の本領発揮だ。

　命令を下して、軍用犬達の足を止めた。

「なっ、ど、どういうことだ!?　なぜ止まる!?　いけ、そいつを倒せ！」

　突然、軍用犬達が命令を聞かなくなり、兵士達が慌てる。

　無駄だ。

　犬をテイムするなんて、俺にとって朝飯前だ。軍用犬だろうがなんだろうが、普通の犬ならば簡単にコントロールすることができる。

「いけっ！」

　兵士達に代わり、俺が命令を下した。

　軍用犬は逆に兵士達に襲いかかり、悲鳴が上がる。

「はぁ。なんというか……これはまた、すごいですね」

「いざとなれば、我らも加勢するつもりだっだが……まるで出番がないな」

「まさか、レイン一人でどうにかしてしまうなんて、思ってもいませんでした」

「さすがレインなのだ！　我の主であるだけのことはあるな。我は誇らしいぞ」

　ソラとルナの言葉が少しくすぐったい。

「ちっ、役立たず共め」

「そろそろ諦めてくれないか？」

「諦める？　俺が？　はっ、バカを言うな。俺は、一度手に入れたいと思ったものは、どんな手を使っても手に入れることにしている。前言撤回などありえないな」

　ほとんどの兵士達が倒されたというのに、エドガーから余裕の色は消えない。

　もしかして、ヤツ自身がとてつもない力を持っているのだろうか？　それ故に、自信があるのだろうか？

　とはいえ、そういう風には見えない。叩けばそのまま飛んでいきそうな感じだ。

「諦めないというなら、どうするつもりだ？　お前自身が向かってくるか？」

「ふん。バカを言うな。なぜ、この俺がそのようなことをしなければならない？　そういう力仕事は、自分でものを考えることができない愚者がすることだ」

「その愚者にお前は含まれていないのか？」

「その生意気な口をすぐに閉ざしてやる。これを見ろ！」

　どこかに隠れていたらしく、さらに複数の兵士が現れた。

　兵士達は周囲に散らばり、事の成り行きを見守っていた人々に剣を突きつける。

「これ以上抵抗をするのなら、こいつらに罰を受けてもらう」

「なっ!?」

「確かに、お前は強いが……油断したな。こういう戦い方もあるのだよ」

「ふざけるな！　無関係の人を巻き込むなんて、そんなバカなやり方があるものか！」

「無関係だというのならば好きに抵抗するがいい。俺は構わないぞ？　愚民共の血が流れるだけだ」

「自分の領の民に手を出すなんて、本気か？」

「本気だとも。民衆なんて俺の道具にすぎない。道具をどう扱おうが、持ち主の勝手だろう？」

　エドガーは狂気に飲み込まれているわけではない。理知的な色が瞳に宿っていた。

　つまり、これで正常……ということだ。

　なんて厄介な相手だ。ある意味では魔物よりも質が悪い。

「さあ、女達を渡せ。それで手打ちにしてやる」

　ソラとルナをこんなヤツに渡すなんてありえないが、だからといって、無関係の人々を見捨てるなんてことはしたくない。

　どうにかして助けないといけないが、相手は複数。しかも位置がバラバラで、それなりに距離が離れている。一人を倒している間に、残りの兵士が人々を傷つけてしまうだろう。

「……レイン」

「……我らがなんとかしようか？」

　ソラとルナが、俺にだけ聞こえる声でそっとささやいた。

「……できるのか？」

「……ソラ達精霊族は、魔力に特化した種族です。複数の魔法を扱えるだけではなくて、特殊な魔法スキルを有しています」

「……その中の一つに、連続詠唱というものがあるぞ。一つの魔法を同時に複数使えるスキルなのだ。これならば、一度に連中を叩くことができる」

「……デメリットは？」

「……特にないぞ」

　軽くルナが視線を逸らす。

「……本当にないのか？　ウソはつかないように」

「……強いて言うのならば、我らの正体がバレるということか。精霊族は、魔法を使う時は羽を顕現させなければいけないのだ。羽が余剰魔力放出の役割を果たすための放熱板のような役割を……まあ、小難しい話は今はどうでもいいか」

「……そういうことなので、ソラ達が精霊族だということが判明したら、騒ぎになるかもしれません。その時は、ソラ達のことを守っていただけると幸いです」

「もちろん守るが……いや、待てよ？」

　とある可能性に思い至り、俺は意識を集中して、魔法の構造式を思い浮かべてみた。

　すると、今までにない構造式がぽんと思い浮かんだ。

　新しい魔法というわけではなくて、既存の魔法……ファイアーボールに一手間を加えるような、そんな構造式。

　今の二人の会話でこれに気がつくことができた。これこそが、ソラとルナと契約したことで得た能力なのだろう。

　これは……賭けてみてもいいかもしれない。

「……ソラ、ルナ。一つ、試したいことがある。失敗した場合は二人に任せたい」

「……わかりました。レインに任せます」

「……よくわからぬが、後のことは任せるがよい」

　二人と視線を交わす。そこにあるのは、信頼の感情だ。

「どうした？　だんまりを決め込むつもりか？　いつまでそうしているつもりだ。俺の言うことをきかないのなら、血を見ることになるぞ」

　焦れた様子でエドガーが言う。

「わかった。俺達の返事は……」

「返事は？」

「お前が喜ぶことは絶対にしない、だ」

　瞬時に魔法の構造式を構築。

　それに、新しい式を追加。

　そして、魔法を解き放つ。

「ファイアーボール・マルチショット！！！」

　複数の火球が生み出されて、四方八方に散る。

　連続詠唱。一つの魔法を同時に複数解き放つ。

　できた！

　これが、ソラとルナと契約をして得た力だ！

「ぎゃあ!?」

「ぐあああっ！」

　人々に剣を突きつけている兵士達を火球が襲う。

　人質に危害が及ばないように出力は絞っているものの、それでも、直撃すればタダでは済まない。

　兵士達は次々と吹き飛ばされて、地面に倒れて悶もだえた。

「バカな!?　魔法を同時にいくつも解き放つだと？　そのようなことできるわけが……」

　エドガーが驚いているが、わざわざ説明してやる義理も義務もない。

　そこらの兵士が落とした剣を拾い上げて、エドガーの喉元に突きつける。

「まだ続けるか？」

「くっ……」

「兵士達を連れて帰れ。そして、二度とその顔を見せるな」

「貴様、覚えていろよ」

「ワンパターンの台詞だな。もう少し、捻りが欲しい」

「俺は、欲しいと思ったものは必ず手に入れる……必ずだ」

　エドガーはこちらを睨にらみつけた後、倒れている部下達はそのままに、この場から逃げ出した。




「とりあえず、なんとかなったものの……」

　これは、面倒なことに巻き込まれたかもしれないな。

　とはいえ、後悔はしていない。

「ソラ、ルナ。大丈夫か？」

　この二人を……仲間を守ることができたのだから。

　それに、罪のない人々も守ることができた。

　また同じような場面に遭遇しても、俺は迷うことなく同じ選択を繰り返すだろう。

「レイン、ソラ達のためにありがとうございます」

「感謝するぞ、レインよ。我は素直にうれしい！」

「それにしても、レインが精霊族の特殊スキルを得ているなんて……驚きでした」

「さすがレインなのだ。我が見込んだ男というだけのことはある」

「ソラも、レインのことは高く評価していますよ？」

「いいや。我の方がレインを評価しているぞ？」

「ソラです」

「我だ」

　よくわからないことで争う二人が微笑ましいが、和んでいる場合じゃない。

　宿に戻り、これからのことをカナデとタニアと話し合わないとな。




～Another Side～




　ホライズンの街を治める領主の館……その一室に、エドガー・フロムウェアの姿があった。

「ちっ」

　エドガーは不機嫌そうに舌打ちをした。思い返すことは、さきほどの出来事だ。

　いつものようにおもちゃを探していると……極上品を見つけた。すぐに連れ帰り、楽しもうとしたのだけど、一緒にいた男に邪魔された。あろうことか、領主の息子である自分に楯たて突ついた。

「あの男、ふざけた真似をしてくれる」

「エドガー、入るぞ」

　扉が開いて、でっぷりと肥えた男が現れた。

　豪華な装飾品をまとい、派手に着飾っている。

「なんだ、父さんか」

「街で騒ぎを起こしたそうだな？」

「……否定はしないが、俺のせいじゃない。愚民が己の分をわきまえず、調子に乗っていたから、躾けてやろうと思っただけさ」

「ふむ、そういうことか。ならば仕方ないな」

　エドガーの父……すなわち、ホライズンの街の領主も、息子が起こした事件の詳細を聞いていた。

　その上で、仕方ないと言う。

　彼の人柄が集約された一言だった。

「いつものように、後始末は儂わしに任せるといい」

「いや。待ってくれないか？　今回は俺にやらせてほしい」

　獲物を刈り取る邪魔をしただけではなくて、自分に恥をかかせた男……確か、レインと言ったか？　愚かな行いを死ぬほど後悔させてやろう。

　エドガーは暗い情念を心の中で燃やし、拳を握りしめた。




　領主が部屋から立ち去り、入れ替わるように甲かっ冑ちゅうに身を包んだ男が現れた。

　ジレー・ストレガー。

　ホライズンの街の騎士団支部、隊長を務める男だ。

「さて……今日、ここに呼んだ理由はわかっているな？」

「はっ。広場の件でありますな？」

「いつものように、被害届などを出そうとする者がいた場合、適切に処分しろ」

「かしこまりました」

　とんでもないことを要求されたはずなのに、ジレーは迷うことなく頷いた。

　そのことに気をよくしたらしく、エドガーは笑みを浮かべながら革袋をジレーに渡す。

「ほら。報酬の金貨十枚だ」

「ありがとうございます」

　ジレーは、エドガーを敬うように頭を下げた。

　本来ならば、騎士が忠誠を捧ささげるのは国を治める王、ただ一人だ。

　それなのに、ジレーという男はエドガーに対して己を捧げていた。

　それは、とても歪いびつな関係であり、この街の暗部を象徴しているような光景だった。

「では、事後処理があるため、私はこれで」

「ああ、待て。もう一つ頼みたいことがある」

「なんでしょうか？」

「レインという名の男について調べろ。おそらく、古くから街に住んでいる者ではない。旅の者か、最近、街にやってきた者だろう。その男に関する情報をよこせ。可能ならば俺の下に連れて来い」

「かしこまりました」

　なぜ？　とか、どうして？　なんて言葉は使わない。エドガーが求めているのならば、ジレーはそれに従うだけだ。そうすれば、金をもらうことができるのだから。

「では、失礼します」

　ジレーが退出して、エドガー一人になる。

「見ていろよ、必ず後悔させてやる」

　暗い情念に突き動かされたエドガーの心の中に、嗜し虐ぎゃく的な感情が湧き上がる。今すぐに、この飢えにも似た感情を満足させたい。そんな欲求に駆られた。

　エドガーは鈴を鳴らした。




「……し、失礼……します……」

　しばらくして扉が開いて、とある女の子が顔を出した。

　まだ子供といってもいい年齢だ。可か憐れんな容姿をしていて、将来が期待されそうだ。

　容姿だけではなくて、他に目を引く要素があった。

　獣のような耳と尻尾が生えていた。
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「遅いっ！　鈴を鳴らしたらすぐに来いと命令しただろう？　なぜ遅れた？」

「え……で、でも……わたし、すぐに……」

「口答えをするな！」

「うあっ」

　エドガーが少女を平手で打つ。

　たまらずに少女は床に倒れた。

「愚図が……これは、また躾けないといけないみたいだな」

「うぅ……」

　エドガーが嗜虐心に満ちた笑みを浮かべた。

　対する少女は、諦観を瞳に宿していた。

　これはいつものことだった。殴られてばかりで、何度謝っても許してもらえない。

　少女にとって、当たり前の日常だった。

　いつまでこんなことが続くのか？　何度、絶望しなければいけないのか？

　答えは……誰にもわからない。





◆






　宿に戻り、カナデとタニアと合流した。

「にゃあ……そんなことがあったなんて許せないにゃ！」

「なによ、そいつ。やりたい放題じゃない！」

　広場の出来事を話すと、カナデとタニアは自分のことのように憤慨した。ソラとルナのことを大事に思っている証拠だ。

　こんな時になんだけど、二人の反応がうれしい。

　俺達の間で、着実に信頼が積み重ねられているような気がした。

「街の人に聞いた話だけど、エドガーの横暴な振る舞いは、以前から続いていたらしい。月に一度くらいの頻度で女の人を連れていき、言葉にできないようなことをしているとか」

　宿に戻る前に、エドガーに関する話を街の人々に聞いておいた。

　街の人々を助けたこともあり、色々な話を聞くことができた。

「言葉にできないようなこと……にゃあ」

　カナデが赤くなった。

「あんた、実はむっつり？」

「そ、そそそ、そんなことないよ!?　何も変なことは考えてないにゃ!?」

「怪しいわね」

　タニアがジト目になる。

「それにしても……話を聞く限り、とんでもない男みたいね」

「いわゆる、女の敵というヤツですね」

「これも聞いたことだが……逆らう者は反逆罪とか適当な罪をでっちあげて捕まえているらしいぞ。どうしようもない愚か者なのだ。我らも、あのまま捕まっていたらどうなっていたことか」

「エドガーに狙われたことで、街を捨てて逃げた人々もいるという話です」

「ひどいね……」

　ルナとソラの説明に、カナデが眉をひそめた。

　タニアも似たような顔をしながら、呆あきれたように言う。

「そんなヤツが領主の息子なんて……まったく。バカに権力を持たせるとロクでもないことになるっていう、典型的な見本ね」

「問題は、俺達がターゲットにされたということだ」

　エドガーという男……一度顔を合わせただけだけど、相当、根深い性格に見えた。

　これで終わり、ということはまずないだろう。

「っていうか、不思議に思ったんだけど、領主は何をしてるのよ？　息子が好き勝手してるのに、放置してるわけ？」

「それが、頭の痛い話でな……一人息子を溺愛しているみたいで、エドガーの罪を咎とがめるどころか事件をもみ消しているらしい」

「は？」

「街の人々は国に訴えたことがあるらしい。領主とは、国から一部の治世を任されているだけの者に過ぎない。能力、適正がないと判断されれば解任されるはずなのだけど……」

「騎士団による監査が今までに数回行われたらしいぞ。しかし、いずれも証拠はなし、という結論に至ったのだ。証拠隠滅能力は相当なものだぞ」

「噂うわさによると、領主は息子をかばうだけではなく、息子と一緒になって楽しんでいるとか」

　ルナとソラの補足を聞いたタニアは啞あ然ぜんとして、

「よし。ちょっくら、領主の屋敷を焼き払ってくるわ」

　真顔でとんでもないことを口にした。

「待て待て待て！」

「あによっ、なんで止めるのよ!?」

「無茶をするな！　そんなことをすれば、本当に反逆罪に問われるぞ!?」

「じゃあどうするのよ!?　このままだと、ソラとルナが危ないかもしれないのに！」

「ソラとルナは俺が守る！　もちろん、タニアとカナデも守る！　絶対だ。神に誓ってもいい。みんなには指一本触れさせない」

「そ、そう」

　冷静さを取り戻したらしく、タニアが椅子に座る。

「……なによ。ちょっとかっこいいじゃない」

「うん？」

「な、なんでもないしっ」

　なぜか頰を染めながら、タニアがあたふたとした。

「いざとなれば、実力行使もいとわないつもりだ。でも、それは最後の手段だ。まずは、今できることを考えないか？」

「にゃー……でも、何ができるのかな？　二度とふざけたことができないように、おしおきする？」

「力に訴えたら反逆罪に問われる、っていう話をしたばかりじゃない。広場の一件も、護衛だけじゃなくてエドガーにまで手を出していたら危なかったかもしれないわね」

「となると……うにゃ、私の頭ではわからないよう」

　タニアが丁寧に説明するのだけど、カナデはぐるぐると目を回してしまう。

　考えすぎて、思考回路がショートしたのかもしれない。

「ソラ達に手を出すことは危険、と思い知らせるのはどうでしょうか？　と、ソラは提案します」

「と、いうと？」

「ソラ達の力を見せつけるのです。その上で、ソラ達に手を出さないように交渉をします。相手もバカではないはず。ソラ達に手を出すことは危険と考えて、退くかもしれません」

「うむ。我も同じようなことを考えていたぞ」

「確かに、それはアリかもしれないな……」

「にゃん？　アリっていうわりに、レイン、びみょーな顔をしているよ」

　やれやれ、というような感じでタニアがため息をこぼす。

「今、レインが考えてること、当ててあげましょうか？」

「え？」

「ソラの言う通りにすれば問題は解決するかもしれない。しかし、街の人々は？　これからも変わらずに、領主の横暴な振る舞いに涙することになるだろう……ってとこかしら。当たりでしょ？」

「あ、ああ……正解だ」

　思考でも読まれたのだろうか？

　そんなことを思ってしまうくらい、タニアは、俺が考えていたことを見事に言い当てた。

「にゃー、レインらしい意見だね」

「とんでもないお人好しなのですね。自分達だけではなくて、他の人々の心配までするなんて」

「それは……でも、仕方ないだろう？　こんなことを知ったら放っておけないさ」

「やれやれ。我らの主はめんどくさいな」

　でも……と続けて、ルナがニヤリと笑う。

「我は、そういう考えは嫌いではないぞ」

「ソラ達は、レインのそういうところに救われましたからね。街の人々を助けたいというのならば、反対するつもりはありません。賛成します」

「いいのか？　危険な橋を渡るかもしれないんだぞ？」

　念を押すように問いかけるのだけど、タニアは笑って答える。

「あたし達のこと、守ってくれるんでしょ？」

「それは、もちろん」

「なら、その言葉を信じるわ。レインを信じるわ。あたしの答えは、以上！」

「私もレインと同じ気持ちだよ。おいしいごはんをもらったり、色々なことを教えてもらったり……街の人にはお世話になっているもん。困っているなら助けてあげたいな」

　みんなが賛成してくれたことがうれしい。

　街の人々のことを考えてくれたことがうれしい。

　なんというか……大げさかもしれないが、ちょっとだけ泣いてしまいそうな気分だった。

「よし！　なら基本的な方針は、この問題を根本から解決するという方向でいいな？」

「「「「異議なし！」」」」

　みんなが一斉に頷いた。

「ふざけたことをしている領主とその息子に、一泡吹かせてやるのだ！」

「腕が鳴るにゃ！」

「でも、具体的にはどうするのですか？　何か策が？」

　俺達の安全を確立する方法。

　街の人々の平和を守る方法。

　横暴な領主を止める方法。

　それらを全て満たす条件を考える。

「……過去に何度か、騎士団の監査が入ったんだよな？」

　街の人々から聞いた話を思い返した。

「そうですね、そのように聞いています」

「ただ、証拠は見つからず、罰することはできないという結果に終わっているぞ？」

　つまり、証拠が見つかれば領主達は罰せられるということだ。

「証拠が見つからない、か……その辺りの話を、もう少し詳しく聞きたいな」

「何か思いついたのですか？」

「連中は証拠を隠滅することで監査を逃れている。その方法を探ることができれば……」

「つまり……証拠隠滅能力を奪い、その後、改めて騎士団に監査を行ってもらう。そうすることで、領主達の悪事を暴露する、っていうこと？」

「タニア、正解」

「にゃあ！　それなら街の人達を助けることができるねっ」

「でも、言うほど簡単じゃないわよ？　かなり派手に動いてるのに証拠が残らないなんて、普通はありえないわ。一体、どんな方法を使って証拠を隠滅しているのかしら？」

　領主達は、どのような方法で証拠を隠滅しているのか？

　そこがキーになるのだけど……その方法がわからない。あれこれと考えてみるものの、どれも想像の域を出ない。明確な答えが見つからない。

「……ダメだ。考えるだけじゃ答えが見つからない」

「にゃー……どうしようか？」

「この際だ。どんどん動いていこう。この問題に詳しい人に話を聞きに行くか」

「にゃん？　詳しい人って誰？」

「騎士団だ」





３章　堕ちた騎士団




　騎士団というのは、国によって設立された、冒険者ギルドと対を成す組織だ。

　冒険者ギルドが人々の自由のために動くのならば、騎士団は秩序のために動く。

　犯罪者を取り締まり、街の治安を維持する。

　それが騎士団だ。

　騎士団は王都だけではなくて、各都市に支部が設置されている。

　俺とカナデは、そのホライズン支部を尋ねた。

　ちなみに、他のみんなは留守番だ。大勢で尋ねても迷惑だろうし、エドガーに狙われている以上、あまり目立つような真似はしたくない。




「すみません」

　建物の中に入り、受付嬢に声をかける。

　この辺りのシステムは冒険者ギルドと変わらない。

「はい、どうされました？」

「少し聞きたいことがあって……被害届を提出すれば、犯罪の捜査をしてもらえるんですよね？」

「はい、その通りですよ。我ら騎士団は、街の秩序を守るために存在しているのですから」

「では……領主の息子の狼ろう藉ぜきについて、調査してほしいのですが」

「そ、それは……」

　ストレートに切り込んでみると、受付嬢の顔色が変わった。

「少し前に、広場で起きた騒動は知っていますか？」

「え、ええ。もちろん。迅速な情報収集は必須ですからね」

「なら、調査をお願いできますか？　俺達、あの場で成り行きを見ていたんですが、エドガー様の振る舞いはあまりに横暴で……正すべきだと思いました」

「えと、それは、その……」

「さっそく調査をしてもらいたいのですが、問題ありませんよね？」

「問題大ありだ」

　別のところから声が飛んできた。

　甲かっ冑ちゅうを着た壮年の騎士が現れて、俺達を睨にらみつける。

「広場の事件は些さ細さいなもので、軽いケンカのようなものと聞いている。そのようなことに騎士団が手を出す理由はない」

「ちょっと、ただのケンカってどういうこと？　ソラとルナは、無理矢理……レイン？」

　抗議をしようとしたカナデを視線で止めた。

「では、この件で騎士団は動くつもりはないと？」

「その程度の事件は頻繁に起きているからな。いちいち対処しているほどヒマではないのだ。当事者でないのならば、余計なことをしないでくれ。無関係の者がいつまでも騒ぐのならば、エドガー様に対する名誉毀損で、逆にあなた方の調査をしなければいけなくなる」

「ちょっと、私達は無関係じゃなくて当事……うにゃ？」

　ここで俺達が当事者だと知られるのはまずいので、カナデを止めた。

　それにしても……色々なパターンを想定していたが、どうも最悪の展開になっているようだ。

「忠告、感謝します。俺達は、別にエドガー様を貶おとしめようとしているわけではないので……そういうことならば、被害届は提出しないことにします」

「懸命な判断だ」

「ではこれで。カナデ、行くぞ」

「え？　あ、うん」




　騎士団支部を後にした。

　人気のないところまで移動したところで、カナデが口を開く。

「ねえねえ、レイン。いいの？　話を聞くんじゃなかったの？」

「まずは、最初に確かめたいことがあったんだ」

「にゃん、確かめたいこと？」

「騎士団と領主が繫つながっていないか、っていうところだ」




　今回の一件を受けて、まず最初に、騎士団と領主が裏で繫がっている可能性を考えた。

　金などを使うことで騎士団を支配下に置いて、自身の命令に従う手駒にしてしまう。

　そうしておけば、騎士団の監査を受けても、都合の悪い問題は『なかったこと』にできる。

　完璧な証拠隠滅能力を得ることができる。

　これならば、何度監査を受けたとしても、証拠が出てくることはない。

　被害者の訴えをもみ消して、いつまでも好き放題できる、というわけだ。

　確証はなくて、あくまでも可能性の一つとして考えていた。

　ただ、もしもその考えが正しいとしたら、騎士団から話を聞くことはできないし、そんなことをしたら自分達から捕まえてください、と言うようなものだ。

　だから、当事者ではなく、成り行きを見ていた者として話をすることにして、様子を見ることにしたのだ。

　結果……あの騎士の態度が全てを物語っていたので、さっさと撤退したというわけだ。




「にゃるほど……レイン、色々と考えているんだね」

　俺の考えを説明すると、カナデは感心したような顔をした。

「できれば間違っていてほしかったんだけどな」

　敵は領主だけではない。秩序を守るはずの騎士団も敵だ。

　さすがに、全ての騎士が敵ということはないと思うが、厄介なことに変わりはない。

「どうにかして領主達の悪行を公にしなければいけない。しかし、本来、それを行うはずの騎士は領主達のいいなりになっている」

「私達で監査をして悪事を暴いちゃう、っていうのは？」

「難しいな。個人の監査は認められていないから、証拠として採用されるかどうか……そもそも、そんなことをしたら反逆罪が適用されるだろうな」

「にゃー……なんか、腹が立つにゃ。私達、間違ったことはしていないのに！」

　街の領主達が敵。

　騎士団も敵。

　どうにかしてこの状況を打破しなければいけないが、どうしたものか？




「すまない」

　振り返ると、甲冑に身を包んだ女性がいた。おそらく騎士だろう。

　歳は俺よりも上……二十くらいだろうか？　長い髪をポニーテールでまとめている。

　凜りんとした表情は騎士らしく、瞳に強い意志を感じた。
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「にゃっ、騎士!?　追いかけてきたの!?」

「カナデ、落ち着いて」

　カナデが臨戦態勢を取るが、街中で……しかも騎士と事を構えるわけにはいかない。

「君達は、さきほど騎士団の支部にいただろう？」

「さあ？　何かの見間違いでは。そんなところに足を運んだ記憶はない」

「私もその場にいた。君達の会話も聞こえた。領主達による犯罪被害に関する相談をしていたな？」

「盗み聞きとは、あまりいい趣味とはいえないな」

「すまない。そんなつもりはなかったのだけど、つい気になってしまい……いや、言い訳にすぎないな。気を悪くしたのならば謝る。この通りだ」

　女騎士が頭を下げた。

　通常、騎士はプライドが高い。

　いくつもの関門を潜り抜けた者だけがなれる職業なので、エリート意識を持つ者が多い。

　それなのに、こうも簡単に頭を下げるなんて、正直驚いた。

　この女性の人柄なのか。はたまた、こちらを油断させるための策略なのか。

　……ダメだ、判断がつかない。

　こういう時は、カナデを頼りにしよう。

「……カナデ、どう思う？」

「……うーん、イヤな感じはしないよ。ホントに悪いって思っているみたい」

　こういう時、カナデの勘というか、人を見抜く眼力は頼りになる。猫霊族は、最強種の中で一番野生に近いから、人を見る目に優れているのだ。

　そのカナデが言うのならば、この女性のことは信用してもよさそうだ。

「謝罪を受け入れるよ。だから、頭を上げてほしい」

「そうか、助かる」

「それで、なにか用か？　まさか、事件を口外しないように念押しをしにきたとか？」

「とんでもない。むしろ、その逆だ。と……その前に、自己紹介がまだだな。申し遅れた。私は、騎士団、ホライズン支部の副隊長を務めているステラ・エンプレイスという」

「レイン・シュラウドだ」

「カナデだよ」

「私の目的は、領主達の悪行を白日の下に晒さらし、断罪することにある」

　予想外のセリフに、目を丸くして驚いてしまう。

「にゃー……つまり、ステラは私達の味方？」

「そうなりたいと思い、声をかけたというわけだ」

「とりあえず、話を聞かせてくれないか？」




　騎士の大半は、領主との癒着で腐りきっているらしい。

　隊長も金に溺れて、領主達の言いなりに。

　ステラはそんな騎士団を憂えて、正しい姿を取り戻すために奔走しているという。

　そんな時、俺達の会話が聞こえてきた。

　最強種である猫霊族を連れた冒険者が領主達を訴えようとしている。

　これはなにかの転機になるかもしれないと思い、俺達に声をかけたらしい。




「なるほど、そういうわけか」

「にゃー、大変なんだね」

　話を聞いた俺とカナデは、幾分かの同情を含めた顔をした。

「恥ずかしい話だが、私一人では、もうどうしようもなくてな……藁わらにもすがる思いで、君達に声をかけたというわけだ。今は、少しでも前に進むための情報が欲しい」

「って言われても……私達も大した情報は持っていないよね？　領主達の事件に巻き込まれたのだって、今日が初めてだし」

「む、そうなのか……？」

「ただ、目的は一致している」

「そうだね。私達も、領主達をなんとかしよう、って決めたところなんだ」

「そうなのか？　しかし、どうして……」

「こんな現状を知ったら、放っておけないだろう？」

　当たり前のように言うと、ステラが目を丸くした。

「それだけの理由で、領主達を敵に回そうというのか？　騎士団と事を構えようというのか？」

「十分な理由じゃないか。というか、困っている人を助けるのに理由が必要なのか？」

「……ぷっ、くはは」

　ステラは我慢しきれないというように笑った。

「いや、すまない。バカにしたつもりはないんだ。ただ、そのようなことを真面目に口にする者がいるなんて、思ってもいなくてな」

「レインらしいよね」

　なぜか、カナデはニコニコ顔だ。

　自分が褒められたみたいに、うれしそうにしている。

「俺達、協力できると思うんだけど、どうかな？」

「ああ、もちろんだ。頼りにさせてほしい」

　しっかりと握手を交わした。

「でもでも、どうするの？　領主達だけじゃなくて、騎士団も敵なんだよね？　やっぱり、まとめて叩たたきのめしちゃう？」

「それはさすがにまずい。証拠もなしにそんなことをしたら、私達が反逆罪に問われてしまう」

「うにゃー……めんどくさいね。証拠が必要だけど、でもでも、騎士団は動いてくれなくて……にゃーん、考えすぎて、頭がショートしちゃいそう」




　領主達は敵……騎士団も敵……

　必要なのは証拠……

　そのためにするべきことは……




「……カナデの言う通り、全て叩きのめしてしまうか」

「な、なんだと!?」

「レイン、ヤケになった？」

「そんなわけないだろう。ちゃんとした考えがある」

「どんなの？　聞かせて聞かせて」

「必要なものは二つ。領主達の悪事の証拠と、正しい秩序を守るために動いてくれる騎士だ。まずは、騎士団を本来あるべき正しい姿に戻す」

「どうするつもりなのだ？　大半の団員が敵という状況で、私達の方が圧倒的に不利なのだぞ？」

「この際だ。大掃除をしよう」

「にゃん？　大掃除？」

「不正に手を染めている騎士、全員を排除する」

　領主と裏で繫がる騎士達のせいで、騎士団は正常に動いていない。

　なら、不正に手を染めている騎士達を全員排除してしまえばいい。

「簡単に言うが、そのようなことをどうやって？」

　疑問は最もだ。一つ一つ、順を追って説明する。

「まずは、領主と裏で繫がっている騎士と、そうでない騎士を選別する」

「どうするの？　一人一人調べるの？」

「そんなことをしていたら、どれだけ時間があっても足りないさ。わりと大雑把な方法になるけど……俺の考えている通りなら、ある程度はすくい上げることができる。ステラ、この人なら絶対に大丈夫、って信頼できる騎士はいるか？」

「そうだな……数人ならば」

「なら、その人達に手伝ってもらって、こういう話を騎士団の内部に流してくれないか？」

　頭の中で練り上げた策をステラに伝えた。話を聞いているうちに、ステラの目が驚いたように丸くなり……次いで、感心したような顔になる。

「この方法ならば、全員とまでは言わないものの、ある程度の者を選別できると思う。どうだ？」

「うむ、悪くない……というか、現状、最善の手に思えるぞ」

「何か補足はあるか？」

「そうだな……うまくすくい上げることができたとしても、相手は騎士団の大半……数十人が相手となるぞ。それについてはどうするつもりなのだ？」

「罠わなを用意する」

　俺の能力と、それを利用した『罠』の内容をステラに説明した。

「そ、そのようなことができるのか……？」

「ああ、問題ない。ここで実践するわけにはいかないから、信じてくれとしか言えないが……」

「信じるさ。レインはウソをつくような男ではない。しかし、とんでもないことができるのだな」

「そうなのか？　これくらい、普通だと思うが」

「にゃー……またレインの、普通だと思いこんでいる病が出たよ」

　なんだ、その病気は。俺がおかしいみたいじゃないか。

「何か指摘するところは？　穴はあるか？」

「いや、特にないな。このようなことを瞬時に考えられるなんて、レインはすごいのだな」

「レインだからね！　むふーっ」

　なぜか、カナデが誇らしそうにしていた。

　俺が褒められてうれしいのだろうか？

　そういう風に思ってくれることは、素直にうれしいのだけど……ただ、カナデは俺の作戦をほとんど理解していないっぽい。後で、タニア達に話をする時に補習をしないといけないな。

「決行はいつにするのだ？」

「今夜にしよう」

「今夜なのか？　早すぎないだろうか？」

「いや、早ければ早いほどいい。こういうことは、相手に考える時間を与えたらダメだ。時間を与えると、意図が読まれてしまうかもしれない。混乱している隙にグイグイと押し進めた方がいい」

「なるほど、その通りだな。細かいところまで考えているのだな」

「レインだからねっ！　むふーっ」

　なぜかカナデが以下略。

「では、さっそく行動に移ることにしよう」

「俺達は準備をしないといけないから、一度宿に戻るよ。夜に合流しよう」





◆






　ステラと別れた後、宿に戻り、事のあらましをみんなに説明した。

　それから、夜に備えての準備をしてもらう。

　その後……俺は一人、ガンツの店を訪れていた。




「おおっ、レインではないか。どうしたのじゃ？」

　店の扉を開けると、設置されていた鈴が鳴る。

　音に反応して店の奥からガンツが出てきた。作業中だったらしく、額に汗がにじんでいる。

「すまない。邪魔をしたか？」

「なに、かまわぬよ。ちょうど休憩をしようと思っていたところじゃ」

「なら、ちょうどよかった。頼んでおいた武具の進捗具合について聞きたいんだけど……」

　今夜は大規模な戦闘に発展するかもしれない。

　とある罠を用意しておくが、確実に成功するとはいえないし、いざという時の備えは必要だ。

　そのために、ガンツの武具を頼りにしたのだけど……

「まだできていないぞ？　言ったじゃろう、一週間ほどかかると」

「そうだよな……」

「まあ、小手の方はできているのじゃがな」

「えっ、そうなのか？」

「うむ。あとは最後の調整をするのみじゃ。短剣の方は、もう数日はかかるな」

「あれこれと注文したから、てっきり、最後になると思っていたんだけど……」

「確かに、面倒といえば面倒なのじゃが……このようなおもしろい武具を作る機会なんて滅多にないからのう。創作意欲が刺激されて、一気に作り上げてしまったわい。はっはっは！」

　あれこれと厄介なオーダーをしたはずなのに、逆にやる気が増すなんて……どうやら、ガンツは根っからの武具職人らしい。

　改めて、ガンツの職人としての誇りとプライドを見たような気がした。

「小手の調整にはどれくらいかかる？」

「む？　一～二時間もあれば終わるが……どうしてじゃ？」

「色々とあって、必要になるかもしれなくて」

「うむ、わかった。ならば、すぐに仕上げようではないか」

「助かるよ」

「ただ、短剣の方は無理じゃ。どんなに急いでも、二日はかかる。最強種を使役するビーストテイマーにふさわしい一級品にしなければいかん。そこは理解してくれぬか？」

「わかっているよ。短剣の方は諦める。ただ、代わりになるようなものをくれないか？」

「そこらにあるものを好きに持っていくといい。金はいらんぞ」

「いいのか？」

「レインには恩があるからのう。それに、店に並んでいるものは、昔、適当に作ったものばかりじゃからな。とても売り物として扱うことはできん。好きに持っていくといい。儂わしは小手の仕上げに取りかかるとしよう。少し待っておれ」

　そう言い残して、ガンツが店の奥に消えた。




「待たせたな」

　短剣を選び、待つことしばらく……一対の小手を手にして、ガンツが戻ってきた。

　一目見てわかる。職人の魂がこめられた一級品の武具だ。

「こいつがレイン専用の武具じゃ。そうじゃな……名付けて、『ナルカミ』というところかのう」

「……ナルカミ……」

「どれ、使い方を教えてやろう」

　小手を装着する。

　指、手首、腕……それらの動きを阻害することがない。それでいて、ぴったりとフィットするような感覚がある。

「いいか？　まず、レインが求めた機能は……」

　それから、三十分ほどガンツのレクチャーを受けた。

　その後、礼を言って店を後にした。

　さあ、これで準備は万端だ。





◆






　夜が訪れて、みんなを連れてステラと合流する。

　場所は、街の外れ……今は誰にも使われていない倉庫の前だ。

「待たせたな」

「こんばんは、カナデ殿。それと……そちらの三人は？」

「あたしはタニアよ。よろしくね」

「ソラです。よろしくお願いします」

「ふはははっ、我がルナだ。よろしくしてやらないこともないぞ」

「私はステラ・エンプレイスだ。よろしく頼む」

　ステラは丁寧に頭を下げた。

　一見すると、タニア達は普通の女の子にしか見えないのだけど、そんな相手にも、きちんと頭を下げることができる。ステラの人柄が表れているような気がした。

「ステラ達は六人か」

　ステラの他に五人の騎士がいた。

「すまない。信頼できる者は限られていて……他に数人いるが、そちらは支部に残している」

「いや、責めるつもりはないさ。むしろ、それだけいれば良い方だ。ぶっちゃけてしまうと、協力者はステラ一人だけかもしれない、なんてことを思っていたからな」

「そう言ってもらえると助かる」

「レイン、レイン。足音が聞こえてきたよ」

　俺は何も聞こえないけれど、猫霊族のカナデが言うのならば間違いないだろう。

　どうやら、獲物が網にかかったようだ。




　ザッザッザッという足音が聞こえてきて、夜の暗闇の中から多数の騎士達が現れた。正確な数はわからないが、数十人はいるだろう。

　騎士達は物陰に隠れている俺達に気づくことなく、二手に分かれた。

　一部が周囲を警戒するように見張りについて、残りが倉庫の内部に突入する。

　見事なまでに、事前に予想した通りの行動をとってくれていた。

「さあ、大掃除の時間だ」




～Another Side～




　ジレー・ストレガーは焦りを覚えていた。

　いつものように騎士団の任務をこなしている時のことだ。若手の騎士を中心に、とある噂うわさが流れていることに気がついた。




『領主と騎士団の癒着を示す証拠が出てきたらしい』




　くだらない噂に踊らされるなと一喝したが、内心は冷や汗ものだった。

　もしも、その噂が本当だとしたら大変なことになる。

　たかが噂と侮ることは許されない。火のないところに煙は立たないのだから。




「ちっ……面倒なことになったものだ」

　証拠があると言われていた場所……街外れの倉庫を包囲しながら、ジレーは舌打ちをした。

　今回の件については箝かん口こう令れいを敷いたため、領主とその息子エドガーは何も知らない。

　領主達に今回のことが知られたら、間違いなく失態と罵られるだろう。

　騎士団と領主達は、もはや一いち蓮れん托たく生しょう。失敗をしても、見捨てられることはないはずだ。

　しかし、見せしめとして粛清される可能性はある。

　そう考えると内密に、かつ迅速に事態を処理する必要があった。

「連中、今回はおとなしかったな」

　決して失敗してはいけないので、万全を期して作戦に挑んでいる。

　唯一、気になることがあるとすれば、数人の若手騎士と副隊長のステラの動向だ。

　ステラ達は不正に手を染めていない、少数派の騎士だ。隙あらば自分を追い落とそうと企んでいる。今回の件も表沙汰になれば、絶好の餌を与えることになる。

　それ故に、ステラの動向を気にしていたが……

　なにやら昼から忙しくしていて、こちらをまるで気にしていない。

　少々拍子抜けではあるものの、面倒にならないのならば歓迎すべきことだ。

「隊長」

　あれこれと考えていると、部下の一人が報告にやってきた。

「倉庫の包囲、完了しました。大雑把ではありますが、倉庫内も確認しました。人はいません」

「では、今から突入する。俺も参加しよう。最優先目標は……言わなくてもわかっているな？」

「はっ」

「いくぞっ！」

　数人の見張りを残して、一同は倉庫に突入した。




　倉庫の中は広かった。

　数十人の騎士達が突入しても、各自が自由に動けるほどのスペースがあった。

　ところどころ、窓から差し込む月明かりで床が照らされている。

　しかし、窓の数が圧倒的に少ないため、倉庫内全体を照らすほどではない。

　少しでも距離を離してしまえば、互いの位置を見失ってしまいそうだ。

「明かりを」

「はっ。ライト！」

　ジレーの命令で、一人の騎士が魔法を唱えた。

　手の平に光の球が浮かび上がり、周囲の暗闇を払う。

「よし。倉庫内を探索しろ。目標を回収した後、すぐに撤退を……」

「ぐっ!?」

　次の瞬間、魔法を唱えた騎士が手首を押さえてよろめいた。

　見ると、鎧よろいの隙間に針が刺さっている。

　酒に酔ったように騎士の足元がおぼつかなくなり、そのまま倒れる。

　魔法が消えて、再び暗闇に包まれた。

「な、なんだっ!?」

「おいっ、どうした。大丈夫か!?」

　突然の出来事に騎士達が混乱する。

　その中で、ジレーはただ一人、冷静に事態を分析して答えを導き出した。

「敵だっ、全員、構えろ！！！」





◆






　騎士達を誘い出す方法は簡単だ。癒着の証拠があるという噂を流してやればいい。

　そうすれば、騎士達は証拠を消すために動くだろう。

　噂を無視できるほど、連中はどっしりと構えているわけではない。やましいことをしている人は、どこかで神経質になっているものだ。

　事実、連中は動いた。

　罠だということも知らず、倉庫に誘い出された。

　これで一網打尽にできる！




「ソラ、ルナ。見張りの連中を静かに無力化させることはできるか？」

「問題ありません」

「ふふんっ、神々も恐れる我の力を見せてやろう」

　ソラとルナは、手の平を見張りの騎士達に向けて魔法を詠唱する。

「「スリープ」」

　倉庫の周囲に立つ騎士達が、力なくその場に崩れ落ちた。

　魔法を使用したため、二人の背に光の羽が浮かび上がる。

　それを見たステラが驚きょう愕がくの表情を浮かべる。

「そ、その羽は……もしかして精霊族!?　そんなバカな……どうして、このようなところに」

「騒ぎになりたくないから、普段は羽を隠してもらっているんだよ」

「お、驚いたな……レインは精霊族を仲間にしているのか」

「二人のことは秘密にしてくれないか？」

「ああ、わかっているとも。秘密は口外しないと誓う。もちろん、私の仲間達も同じだ」

　ステラを始め、この場にいる騎士全員がしっかりと頷うなずいた。

「ところで……今、何をしたのだ？　いきなり倒れたように見えたが……」

「魔法ですよ」

「睡眠魔法で眠らせてやったのだ、ふはははっ」

「す、睡眠魔法を使えるのか……？」

　ステラが驚いていたが、それも仕方ない。

　相手を眠らせる魔法、なんて言うと簡単なものに聞こえるかもしれないが、睡眠魔法は上級に分類される高等魔法だ。

　強制的な睡眠状態に陥らせて、完全に無防備な状態にする。ある意味で一撃必殺だ。

　悪用されればとんでもないことになるため、睡眠魔法に関する知識は一般公開されておらず、使用できる人は少ない。

　ただ、精霊族の二人には朝飯前のことだ。

「すごい魔法を使えるのだな。さすが、精霊族というべきか」

「いえ、たまたま覚えていただけですから」

「ふふんっ、もっと我を褒め称えるとよいぞ？」

「……すまない」

　突然、ステラが二人に向かい、頭を下げた。

「どうしたのですか？」

「む？　なんだ？　敬えとは言ったが、謝れとは言っていないぞ」

「私は二人の力を見誤っていた。こんな高度な魔法を使えるなんて思ってなくて、ただの子供と軽く見ていた。本当は、私よりも遥はるかに強い力を持っているのに……すまない、許して欲しい」

　ステラの人柄が表れているような言葉だった。

　黙っていれば、そのようなことはバレないというのに……わざわざ口にして謝罪をするなんて、普通はできることじゃない。

　そんなステラを気に入ったらしく、ソラとルナは共に微笑む。

「頭を上げてください。ソラ達は気にしていませんから」

「うむ！　むしろ、我はそなたのことが気に入ったぞ。人間にしては良いやつではないか」

「そう言ってもらえるとありがたい」

「それじゃあ、そろそろ次の行動に移ろう。時間は限られている。ソラ、ルナ。それとカナデ。三人は周囲の見張り及び、逃げた者がいたら捕まえてくれ」

「にゃん！」

「わかりました」

「がってん承知、なのだ」

「お前達も、彼女達に協力するように」

　ステラも部下に指示を飛ばした。

「内部に突入するのは、俺とタニア。それと、ステラの三人だ」

　本当は、俺とタニアだけで済ませるつもりだったのだけど……




『騎士団の問題を丸ごとレイン達に任せるわけにはいかない！　私も連れて行ってほしい』




　……と頼まれて、ステラも同行してもらうことにした。

「作戦は事前に伝えた通りだ。最初は俺が敵を混乱させる。準備はいいか？」

「あたしはいつでもいいわよ。ふふん、腕が鳴るわ」

「私も問題ない」

「じゃあ……いくぞ！」




　暗闇に紛れて、そっと倉庫に侵入した。

　あらかじめ倉庫内の見取り図を手に入れておいたので、暗闇でも移動に困ることはない。

　音を立てないようにしながら鉄骨を登り、有利な位置を確保する。

　ガンツに製作してもらった『ナルカミ』を使う時が来た。

　この小手は、俺が考えた色々なギミックが仕込まれている。その中の一つに、特定の動きをすることで針を射出するというものがある。

　騎士の一人が明かりを点ける魔法を使う。

　その騎士に狙いを定めて、あらかじめ用意しておいた毒針を射出した。

　さあ、戦闘開始だ。




　突然の襲撃に、騎士達が動揺しているのがわかる。

　暗闇の中、敵と味方の区別がつかず、まともに動けないらしい。

　そんな中で俺は、魔法で明かりを点けようとする騎士を狙い撃ちにしていく。ずっと片目を閉じて、あらかじめ暗闇に目を慣らしておいたので、相手の動きはよく見える。

「ええいっ、早く明かりを点けろ！　何をしているっ」

「だ、ダメです！　どこからか狙撃されているみたいで……ぐあっ!?」

　そんなに大きな声を出したら、狙ってくれと言っているようなものだ。

　リクエストに応えて、毒針で狙撃してやる。

　即効性の麻ま痺ひ毒だ。すぐに騎士は動けなくなり、そのまま床に転がる。

「ちっ、役立たず共め！」

　一人、大きな声で命令を出している騎士がいた。

　その甲冑と剣は、他の騎士よりも上物に見える。

　ステラが言っていた、騎士団の腐敗の象徴……騎士団ホライズン支部隊長ジレーだ。

　次弾を装塡。ジレーに狙いを定めて毒針を射出する。

「ふんっ！」

　ジレーは剣で宙を薙なぐようにして、毒針を叩き落とした。

　なんて反射神経だ。わずかに漏れる俺の殺気を感じ取り、防御したのだろう。隊長の名前は伊だ達てじゃないらしい。

「明かりはもういい！　外に出るぞっ」

　騎士達が引き返そうとするが、それよりも先に扉が閉められた。

　外にいるステラの仲間がやってくれたのだろう。

「な、なんだ!?　急に扉が……」

「くっ、開かない……隊長、閉じ込められた模様です！」

「どういうことだ？　まるで、我らが現れることを察していたような……そうか、これは罠だ！　大方、くだらない正義を掲げる連中が俺達をハメようとしたのだろう」

「ど、どうしましょう？　このようなことになるなんて……」

「慌てるな！　俺達の方が数は上だ。連中を返り討ちにするぞ。領主達への良い土産になる」

　ジレーは鋭く叫び、それに呼応するように騎士達の動揺が消えた。

　瞬時に状況を判断して、部下を鼓舞して、最も適した命令を下す。

　簡単にできることじゃない。なかなかやる。

　思っていた以上に、ジレーは手強い相手なのかもしれないが、ここまでは想定内だ。

「タニア、ステラ、頼む」

「任せておきなさい！」

「うむ、やるぞ！」

　タニアは出力を絞った火球を。ステラは短剣を。

　それぞれ倉庫の窓に放ち、ガラスを割る。

　そうして、『道』ができた。




「来いっ！！！」




　あらかじめ仮契約をして、周囲で待機させておいた『ソレ』を倉庫内に呼び寄せた。

「な、なんだ……？」

「アレは……蝶ちょう？」

　月明かりを受けて、緑色に輝く蝶の群れが倉庫内に押し寄せた。その数、数百。

　困惑する騎士達の上を、円を描くように飛び回る。

　傍から見れば、幻想的な光景かもしれないが……その正体は、とんでもない毒だ。

「お、おい、どうした？　なぜ剣を手放す？」

「手放そうとしたわけでは……ち、力が入らなくて……」

「くっ……俺も、力が……」

　一人の騎士が倒れて……連鎖するように、次々と騎士達が床に転がる。意識が混濁している様子で、言葉にならない声をこぼしながら体を震わせていた。

「す、すごい……」

　鉄骨の上から様子を見ていたステラが、驚くように言った。

「事前の打ち合わせで、まとめて数十人を倒すと言っていたが……まさか、本当に成し遂げてしまうなんて。レインは、どのような魔法を使ったのだ？」

「魔法なんかじゃない。毒だよ」

「毒？」

「この蝶は鱗りん粉ぷんに麻痺毒が含まれている。一羽では、人を昏こん倒とうさせることはできない。しかし、密閉された空間で大量の鱗粉を浴びれば……こうなる、っていうわけだ」

　同じ麻痺毒を持つアールビーを使役するという手もあるが、蜂の場合は針を刺さないといけないので、甲冑を着ている騎士相手には不向きだ。

　その点、蝶の鱗粉は呼吸と一緒に体内に取り込まれる。

「鱗粉は空気より重いからな。蝶の上……鉄骨の上に登れば、俺達は巻き込まれることはない」

「本当にすごいな。私の出番がまるでないじゃないか」

「そうでもなさそうだ」

　大半の騎士が倒れる中、ジレーはしつこく意識を保っていた。

　蝶の鱗粉が毒だということに気づいて、片手を口元に当てて、吸い込まないようにしている。

「なんか、元気なのが一人いるわね。やっつけちゃう？」

　タニアが獲物を見つけた猫のような目になる。カナデかな？

「そうだな。放っておくわけには……」

「すまない。ここは私にやらせてくれないか？　ここまでレインに頼っておきながら、虫の良い話なのだけど……最後は、同じ騎士である私がやるべきことだと思うのだ」

「わかった、任せるよ」

「感謝する」

　大半の騎士達が倒れたところで、蝶を倉庫の外に出した。

　それを確認して、ステラが鉄骨から降りる。

　続いて、俺とタニアも床に降りた。

「貴様……エンプレイスか。やはり、これは貴様の仕業なのだな？」

　ジレーがステラを睨み、剣を突きつけた。

　対するステラは冷静に、静かに応える。

「だとしたら、どうする？」

「ふざけた真似をしたことを後悔させてくれる！　エンプレイス！　貴様は反逆罪で処刑だ！」

「騎士の心に反逆しているのは、あなたの方だっ！！！」

　ステラも剣を抜いた。

　二人が交差して……ゴッ！　という鈍い音が響いた。

　見ると、ステラの剣の腹がジレーの脇腹を深く叩いていた。おそらく、骨が砕けているだろう。

　ジレーは苦痛に顔を歪ゆがめて、それでもなお、追いすがるようにステラに手を伸ばして……

「ぐ……ぁ」

　そこが限界だったらしく、他の騎士達と同じように倒れた。

　倒れたジレーに剣を突きつけて、ステラは鋭く言い放つ。

「騎士団ホライズン支部隊長ジレー・ストレガー。あなたが領主から金を受け取り、便宜を図っていたという証拠は、今頃、私の部下がおさえているだろう。あなた達がいないのだから、支部をいくらでも調べることができるからな」

「そのためにこのようなことをしたというのか、くそっ」

「私達が何もしていないと思っていたか？　黙ってあなた達の不正を見逃していたと思うか？　全てはこの時のため……仲間と共にチャンスを伺っていたのだ」

「ぐっ……」

「他者を顧みることなく、己の欲を優先させる者など、もはや騎士ではない！　あなた達の身柄を拘束して、王都にある本部に報告をさせてもらう。牢ろうの中で反省するがいい！」





◆






　外にいたみんなと合流して、倒れている騎士達を捕縛した。

　これで、領主と繫がっている騎士達を一網打尽にすることができた。

「レイン」

　あれこれと指示を出していたステラが戻ってきて、ぺこりと頭を下げる。

「ありがとう。レイン達のおかげで、騎士団の膿うみを取り除くことができた。連中を無力化したおかげで、簡単に身辺捜査を行うことができる。領主達と繫がっている証拠は山程出てくるだろう。私達の正当性は十分に証明できるはずだ。本当にありがとう」

「まだ礼を言うのは早い。領主達をなんとかしないといけないからな」

　不正に手を染めている騎士達は排除したものの、元凶である領主達はそのままだ。

　次は領主の館に踏み込み、悪事の証拠を押さえないといけない。

　領主達も馬鹿ではない。独自の情報網を持っているだろうから、すぐに騎士達が捕まったことを知るだろう。

　その時、悪事の証拠を破棄するかもしれない。そうなると終わりだ。

　ここからは時間との戦いだ。すぐに動かないといけない。

　そのことはステラも理解しているらしく、厳しい表情を作る。

「これで正常に監査を行うことができる。可能ならば、このまま領主の館に突入したいが……」

　ステラはちらりと倉庫を見た。

　倉庫の中に捕縛した騎士達を閉じ込めている。

「連中を放置するわけにもいかないな。逃げられたりしたら洒しゃ落れにならない。どうしたものか」

「それなら問題ないさ。蝶の毒は簡単に抜けるものじゃない。連中、一晩は動けないだろう」

「しかし、万が一ということもある。見張りは必要じゃないか？」

「なら、こいつらに任せよう……来いっ！」

　複数の野犬を呼び寄せて、テイムした。

　倉庫の周囲を見張るように指示を出して、散らす。

「犬達に、倉庫を見張るように指示を出した。これで心配ないだろう」

「……」

　ステラが啞あ然ぜんとしていた。

「どうしたんだ、ぼーっとして？」

「レインは、本当にビーストテイマーなのか？　さきほどの蝶といい、今の犬といい……私の知っているビーストテイマーとは、大きく異なるような気がするのだが」

「これくらいで驚いていたら、レインと一緒にいられないよ？」

「そうそう。こういうものだ、って受け入れた方がいいわよ」

　横からひょいっと会話に割り込んで、カナデとタニアがそんなことを言う。

「そ、そうなのか？　もしかして、レインはもっとすごい力を秘めているのか？」

「にゃふー、その通り！」

「あたしたちも知らないような能力を隠してても、おかしくないわね」

「人を珍獣みたいに言わないでくれ」

　話が逸れた、元に戻そう。

「とにもかくにも……これで、領主と繫がる騎士達を気にする必要はない。正式な処分は後にして、今は、やるべきことをやろう」

「うむ、そうだな。これ以上、時間をかけるわけにはいかない。このまま領主の館に突入しよう」

「くくく、腕が鳴るぞ。我の力を見せる時が来たな」

「ソラ達に手を出そうとしたこと、たっぷりと後悔させてやりましょう」

　ソラとルナの双子の姉妹は、やる気いっぱいだった。

　二人共エドガーに狙われたからな。恨みも怒りも人一倍なのだろう。

「問題は、抵抗されるかもしれないということだ」

　ステラが難しそうな顔をした。

「……騎士団を相手に？」

「騎士団を相手にするからこそ、だな」

「なるほど」

　ステラの言いたいことを、ある程度理解した。

　ただ、カナデ達はよくわかっていないらしく、疑問符を頭の上に浮かべている。

「ねえねえ、どういうこと？」

「騎士団には、監査権限があるんでしょ？　それを拒むなんて、やましいことがある、って言ってるようなものじゃない。それなのに抵抗するわけ？」

「つまりだな……」




　今まで、領主達が騎士団の監査を受け入れていたのは、裏で繫がっていたからだ。

　証拠があったとしても、全て見逃してくれるとわかっていたから受け入れていた。

　しかし、騎士団が正常化された今は違う。

　不正、悪行の証拠は決して見逃さない。

　監査を受け入れたりしたら、その時点で全てが終わる。

　そのことを理解しているからこそ、領主達は監査を拒み、力ずくでも抵抗をするだろう。




「抵抗して……どうなるの？　その後は、どうするつもりなのかな？」

「うまく俺達を排除することができれば、後は簡単だ。倉庫内で転がっている騎士達を元の立ち位置に戻して、俺達を反逆者として扱う。全ては今までどおり、っていうわけだ。まあ、詳細は違うかもしれないが、大体の流れはこんなところになるだろう」

「なるほどね……つまり、この後の戦いの結果が、そのまま勝敗に繫がるということね」

　納得顔でタニアが頷いた。

　補足するようにステラが口を開く。

「私達は絶対に負けられないのだが……事前の調査によると、領主達は警備の名目で私兵を雇っているらしい」

「数は？」

「わからないが、数十人はいるだろう。下手したらもっと多いかもしれない。また、確認はできていないが、Ｂランクの冒険者に匹敵する傭よう兵へいを雇っているという噂もある」

　Ｂランクの冒険者は、一人で数十人分の力を持つと言われている。

　それに匹敵する傭兵か……本当だとしたら厄介だな。

「さきほどの蝶を使うことはできないか？」

「難しいな。強行突入となると、まずは門の手前で抵抗されるだろう？　蝶の鱗粉は風に流されやすいから、屋外だと効果が薄いんだ。それに乱戦になると、味方も巻き込む恐れがある」

「そうなのか……むぅ」

「なに、心配はいらないさ。頼りになる仲間がいるからな」

　Ｂランクの冒険者に匹敵する傭兵というのは、警戒すべきかもしれないが……それでも、こちらには最強種という頼りになる仲間がいる。

　領主側の戦力は未知数ではあるが……よほどの計算外でも起きない限り、カナデとタニアの二人で十分にお釣りがくるだろう。

　そのことはカナデとタニアも理解しているらしく、シュッシュッと拳を振ったりして、やる気たっぷりだ。

「相手がどれだけいようと、私が全部蹴散らしちゃうよー！」

「ふふんっ、たくさん暴れちゃおうかしら？」

「頼りにしてもいいのだろうか……？」

「任せて！」

「ちゃんと働いてあげるわ」

「……ありがとう」

　ステラは複雑な思いを抱えているのかもしれない。

　自分達の力で街を正すことができず、他の力を借りるしかない。

　力不足を嘆いて、葛藤があるのかもしれない。

　それでも、ステラは俺達の協力を拒むことはなく、むしろ、歓迎してくれた。プライドよりも、街を正すことを優先してくれた。

　きっと、ステラは良い騎士になるだろう。

　そんな未来が見えたような気がした。

「改めて、ありがとう。レイン達が力を貸してくれて本当に助かる」

「気にしないでくれ。俺達も無関係っていうわけじゃないからな」

「その上で……誠に申し訳ないのだが、もう一つ、相談したいことがある」

「それは？」

「領主の館には、連れ去られた街の人がいると聞いている。もしも、人質に取られたりしたら……」

「人質か……」

　街の人を盾にするなんて、大きなリスクを抱えるようなものだ。街の人々の反感を買い、下手をすれば暴動に発展する可能性もある。

　そんな愚行を選択するだろうか？

「ありえるな」

　追い詰められた者は何をしでかすかわからない。

　可能性が１％でもある限り、警戒する必要はあるだろう。

「なら、館に突入するグループと、囚われた人を救出するグループに分かれよう」

「うむ。それが妥当だな」

「俺は救出する方に回る。あと……ソラとルナ、一緒に来てくれないか？」

「わかりました」

「うむ、我に任せておくがいい」

　二人を指名すると、残り二人から不満の声が上がる。

「えー、私は？　ねえねえ、レイン。私は連れて行ってくれないの？」

「あたしも一緒に行った方がいいんじゃない？　べ、別に、レインが心配だから、なんてことはないからねっ」

「ソラとルナは色々な魔法を使えるから、潜入に向いているはずだ。カナデは……なんでも物理で解決しそうで、潜入には向いてないと思う。タニアは……色々と燃やされても困るし」

「にゃんか、ひどい認識!?」

「あたし、どういう風に思われてるわけ!?」

　二人は、日頃の自分の言動を思い返してほしい。

「にゃー……でもでも、仕方ないか」

「勘違いしないでほしいんだけど、ステラの援護も大事な仕事だ。適当な人に任せることはできない。カナデとタニアだからこそ、信頼して任せることができるんだ。色々と思うところはあるかもしれないけど、そこを曲げて、頼まれてくれないか？」

　カナデとタニアはそれぞれ顔を見合わせて……ややあって、コクリと頷く。

「ま、まあ……そこまで言うのなら仕方ないわね。任されてあげる」

「にゃー、私にお任せだよ！」




　……これから、街の領主と戦うことになる。前代未聞の作戦だ。

　失敗すれば、反逆者として投獄されるだろう。下手したら、そのまま処分されるかもしれない。

　それでも、不思議と不安や怖れはなかった。

「にゃ？　どうしたの、レイン？」

　みんなを見ていたら、カナデが視線に気づいて、不思議そうにこちらを見た。

「いや、なんでもないよ」

「にゃん？」

　今の俺は一人じゃない。

　カナデが、タニアが、ソラが、ルナが……仲間がいる。

　だから、なんでもできるような気がした。

　どんな困難も乗り越えられるような気がした。




～Another Side～




「くそっ！！！」

　ジレーを含む、自分達と繫がっている騎士が全員捕縛された。そんな報告を受けたエドガーは、手に持っていたグラスを床に叩きつけた。

「こんなことはありえないだろうっ、連中は何をやっているのだ！」

「ひぅ」

　同じ部屋にいる少女が、荒れるエドガーを見て、肩を震わせて怯おびえた。

「……何を見ている」

「え……」

「何を見ていると聞いているんだ!?」

「わ、わたしは、何も……あうっ!?」

　エドガーが少女の頰を打つ。

　突然のことに対応できず、少女は床の上に倒れた。

「い……いた……」

　割れたグラスが少女の肌を傷つける。

　しかし、構うことなく、エドガーは少女を蹴りつけた。苛立ちを紛らわすために、何度も何度も蹴りつける。

　少女は何もすることができない。嵐が過ぎ去るのを待つように、ただただ、体を丸くして耐えるしかない。




　辛い。

　苦しい。

　痛い。




　少女は涙をにじませながら、ごめんなさい……と小さな声で繰り返した。

　エドガーは、そんな少女を見て満足した。

「さて、どうしたものか。俺の手駒が全員捕まる……果たして、そんなことはありえるのか？」

　まずは間者の報告を疑う。それも仕方のないことだ。

　裏で繫がっている騎士達は９割に及ぶ。

　残りの１割が９割を打倒した？　普通に考えてありえない。

　隊長のジレーは思慮の足りない男ではあるが、実力はそれなりにある。圧倒的少数の相手に負けることなんて、ありえるだろうか？

「いや。ここで楽観的に考えるわけにはいかないな。報告は正しいと見た方がいいだろう。ありえないと思うだけに、逆に真実味が増してきた」

　ジレーが捕まったとなると、正義感の塊のようなステラが騎士団を率いることになるだろう。

　そのステラは、まず間違いなく監査に乗り出すだろう。

　自分の趣味だけではない。税収の横領、違法品の売買、薬物になる植物の栽培……などなど。この館は、人に見せられない証拠品がたくさんある。

　ステラの目に入れば、今の地位を保つことは不可能だ。

「証拠を隠滅した方がいいか？」

　エドガーは、自分のコレクションを思い返した。長年に渡り、集めてきたとっておきのものだ。

　それを捨てるのは惜しい。

「……うぅ……」

　倒れたままの少女をチラリと見る。

　偶然、手に入れることができた最強種。

　人間であるエドガーが、最強と言われている種族をおもちゃのように扱うということは、たまらない愉悦があった。

　これを手放すことなんてできない。

「それに……現実的に考えて、全ての証拠を隠滅することは不可能だろう。おもちゃを消すとしても、何もなかったように処分することは難しい。父さんが関わっている問題はなおさらだ。ならば……やるしかないか？」

　エドガーは、騎士団と事を構える覚悟を決めた。

　自暴自棄になったわけではない。よく考えた末の結論だった。

　現在の騎士団は、ステラが中心となっている。

　ならばステラを排除して、再びジレーを担ぎ上げればいい。

　幸いというべきか、こういう時に備えて傭兵を雇っている。

「くくく……そうだ。そうすればいい。俺に逆らうような愚か者は、断罪すればいい。なんだ、簡単な話じゃないか。迷う必要なんてない。騎士団だろうがなんだろうが、俺の敵になるというのならば、叩き潰してやる！」




「……果たして、そんなにうまくいくだろうか？」

「っ!?」

　気がつけば、窓の傍に人影があった。

　ローブのフードを目深に被っていて、顔は見えない。しかし、体型や背丈から男であることが想像された。

「誰だ？」

「善意の協力者だ」

「なんだと？」

「騎士団と事を構えるらしいが……あなたの考えている通りに事が運ぶだろうか？　いや、うまくいかないだろう。あなたの計画は失敗する」

　男には、その言葉に納得してしまうような、そんな不思議な声の力があった。

「僕がそう断言する根拠は、騎士団に協力している、とある男の存在を知っているからだ」

「とある男？」

「レイン・シュラウド。覚えていないかな？　昨日、広場であなたに楯たて突ついた男なのだけど」

「……ああ、アイツか」

　忌々しい記憶を思い出して、エドガーは舌打ちした。

「この俺に逆らう、愚か者のことだな？　結局、ジレーのヤツは捕まえられなかったようだな……しかし、アイツが騎士団に協力しているというのか？　どこまでも忌々しい。だが、それがどうした？　ただの愚民が一人加わったところで、何も変わらないだろう」

「レインはビーストテイマーで、最強種を使役しているんだよ」

「なんだと？」

　聞き捨てならない情報だった。

　エドガーは、男の話に食いついてしまう。

「それは本当なのか？」

「確かな情報だ」

「まずいぞ……それはまずい。まずいまずいまずい……最強種なんてものを相手にできるわけがない。くそっ、どうしてこんなことになる！」

「慌てる必要はないさ。手を貸すと言っただろう？　コレを」

　エドガーは、男から指輪を受け取る。

　禍々しい色をした宝石がつけられている。

「対象を死に至らしめる魔法が封じられている、マジックアイテムだ。コレを使い、レインを始末するといい。念じるだけで使用できる」

「あの男を？　始末するのは、最強種ではないのか？」

「最強種は一人だけじゃなくて、二人いる。対して、指輪を使えるのは一度キリだ。だから、主であるレインを狙え。ヤツが倒れれば契約が解除されて、最強種はあなたと敵対する理由がなくなり、立ち去るだろう」

「なるほど……わかった、そのようにしよう」

「賢明な判断だ」

「しかし、なぜお前はこのようなことを……」

　続けて話をしようとするものの……一瞬、目を離した隙に男は消えていた。

　夢だったのだろうか？

　突然のことにそんなことを思うが、指輪は手元に残っていた。

「まあいい。邪魔者を排除できるというのなら、今の男が悪魔だったとしても利用してやるさ」

　エドガーは暗い笑みを浮かべながら、指輪を握りしめた。

　だからこそ、気づくことができなかった。

　指輪から黒いモヤがわずかに漏れていることに。

　そのモヤは獣のような形をとり、主であるエドガーに食らいつこうとしていることに。
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４章　五人目の最強種




～Another Side～




　ステラ率いる騎士団は、夜明けと同時に領主の館を尋ねた。

　戦闘になるであろうことを考えると、夜間に強襲した方がいい。しかし、いくらなんでも問答無用で踏み込むわけにはいかない。まずは、正式な手続きを踏まないといけないのだ。

　故に、夜間の強襲は成立しない。




「なんだ、お前達は？」

　門兵がステラ達に気がついて、槍やりで門を封鎖するような仕草を取る。

「私は、騎士団ホライズン支部に所属するステラ・エンプレイスだ。こちらは部下と協力者だ」

「騎士団だと？」

「これより領主の館の監査を行う！」

「監査？　バカな、そのようなことが……」

「抵抗するのならば容赦はしない。さあ、道を開けろっ！」

「ほ、本気なのか？　お前達、領主様に楯たて突つくような真似を……」

「私達の主は領主ではなくて王だ。その王に背くような行為を領主が行っていると判断した。素直に監査を受け入れるか、騎士団を敵に回すか……今ここで決めろっ！」

　毅き然ぜんとした態度で、ステラは門兵に退くように迫る。

　その圧に押されるように、門兵は一歩、後ろに下がる。

「そ、そのようなこと……」

「さあ、どうする!?」

　ダメ押しをするように、ステラは門兵に剣を突きつけた。

　門兵がさらに一歩、後ろに下がる。

　これで決まっただろうか？　そんな期待を抱くステラだけど……

「っ」

　新しく複数の足音が聞こえてきた。

　見ると、館から武装した男達が飛び出してきた。数えるのが面倒になるくらい大勢で、思わずうんざりとしてしまう。

「やはり、こうなるか……」

　落胆したような顔をするステラを励ますように、タニアとカナデが口を開く。

「まっ、予想できたことでしょ？」

「私達がいるから大丈夫！」

「すまない、頼りにしてもいいだろうか？」

「「任せて！」」

　カナデとタニアが構えた。

　二人に続いて、ステラも剣を構えて……他の騎士達も剣を抜いた。
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　俺達は館の裏手に回り、内部に侵入した。

　それと同時に、表の方が騒がしくなった。

　どうやら、ステラ達が突入を開始したらしい。

　カナデとタニアがいるから滅多なことにならないと思うが、それでも心配なものは心配だ。早くこちらの仕事を終えて合流しよう。

「ソラ、ルナ。人質のいる場所を探ることはできないか？」

「お任せください」

「ふふん。そのようなこと、我にかかれば朝飯前だ！」

「ルナ、大きい声を出さないでください。今は表の方に人が集中していますが、見張りが残っていないとは限らないのですから」

「むう、我はコソコソするのは性に合わないぞ」

「潜入前に、自分に任せろと言っていたのは誰ですか」

　どことなく緊張感がない。

　でも、おかげでというべきか、落ち着いてものを考えることができる。

「まあいい。我の力を見せてやろう。さあ、刮かつ目もくするがいい！」

「ですから、大きな声はやめなさい」

「ふぎゃっ」

　パシン、とソラがルナの頭をはたいた。

「我が姉はバイオレンスだな、恐ろしい」

「いいから、早くしなさい」

「わかっているぞ。んー……そうだな、この魔法が一番か。マテリアルサーチ！」

　ルナが魔法を唱えて、光の波のようなものが周囲に広がる。

「それは……魔力の流れを探知する魔法、だったか？」

「む？　知っているのか？」

「前にタニアが使っていたことがあるんだ」

「なるほど。まあ、わりと扱いやすい魔法だからな。我ら精霊族だけではなくて、竜族でも問題なく扱えるだろう」

「その魔法で、どうやって人質の場所を？」

「大なり小なり、魔力は誰でも持っているのだ。おそらくなのだが、連れ去られた人達は一箇所に集められているだろう。バラバラに閉じ込めておくなんて非効率的なのだ。ならば、魔力反応を調べることで……」

「連れ去られた人達の居場所がわかる、ということか」

「むう……肝心な台詞を横取りされたぞ」

　子供のように拗すねるルナ。

　活き活きと説明していたから、口を出すべきじゃなかったかもしれない。

「すまない。今度は気をつけるよ」

「絶対だぞ？　我の出番を取るような真似をしたらいけないのだぞ？」

「それで、結果はどうだったのですか？」

「うむ……」

　ルナが難しい顔をした。

　もしかして、反応がなかったのだろうか？

　連れ去られた人々は館にいない。他のところに移送されたか、あるいはもう……一瞬、最悪の展開を想像してしまう。

「地下に多数の魔力反応があったぞ。おそらく、連れ去られたという人達だろうな」

「なんだ、見つけることができたのか」

「もったいぶった言い方をしないでください。悪い想像をしてしまったではありませんか」

　どうやら、ソラも俺と同じようなことを考えたらしい。

　ほっとした様子で吐息をこぼして……それから、ルナに抗議をした。

　ただ、ルナはどこか納得いかないような顔をしていた。

「むーん」

「どうしたんだ？　何か気になることでも？」

「それが……実は、もう一つ魔力反応があったのだ」

「それは領主なのでは？　あるいは、エドガーのものではないんですか？」

「いや、たぶん違うぞ。やたらと魔力が大きいというか……これ、人間の魔力量ではないぞ。とんでもない量で、我らに匹敵する」

　その言葉が意味するところは、ただ一つ。

　もしかして、みんな以外の最強種がここに？

「場所は？」

「距離と方角から考えると、ふむ……館の三階、東の方といったところだな」

「レイン、どうしますか？」

「そうだな……」




　最強種……もしくは、それに匹敵する魔力の持ち主がこの館にいる。

　俺達に敵対する存在なのか？

　それとも、連れ去られた人達と同じように、領主の被害者なのか？

　情報がまったくないので、判断のしようがないのだけど……このまま放置することはできない。

　味方なら構わないが、敵だった場合は、前後から挟まれるなどして、とんでもない被害が出てしまうかもしれない。

　行動に移る前に確かめておく必要があるだろう。




「……よし。ソラとルナは、連れ去られた人達の救出を頼む。できるか？」

「はい、それは問題ありません。ソラ達は転移魔法も使えるので、連れ去られた人達を安全な場所に逃がすことができます」

「レインはどうするのだ？」

「もう一つの魔力反応を調べに行くよ。放置しておくわけにはいかないからな」

「危険です！　相手はどんな存在なのか、まるでわからないのですよ？　ソラ達に匹敵するという魔力量……敵対する相手だとしたら、レインが危ないです」

「我も反対だぞ。主を危険な場所に追いやり、自分達は安全な場所でのんびりとする使い魔などいないのだ。ここは我らに任せるがいい」

「ありがとうな。俺のことを心配してくれて」

「あっ」

「ふぁ」

　二人の頭を撫なでた。

　同時に頰を染めて、おとなしくなる。

「でも、俺は連れ去られた人達を安全に逃がすことはできない。二人の魔法が頼りなんだ」

「しかし……」

「無茶はしないって約束する。どういうことなのか、確認しに行くだけだ」

「本当か？　本当に無茶はしないと約束できるか？」

「約束するよ」

「「……」」

　ソラとルナは、じっとこちらを見つめて……ややあって、諦めたような吐息をこぼした。

「仕方ないですね……こうなったレインは、てこでも動かないことをソラ達は知っています」

「やれやれだ。我らの主は頑固者で困るぞ。役割分担の問題もあるが、我らに危険が及ばぬようにしての行動となると、文句をつけられないではないか」

「でも、それがレインらしいといいますか……」

「そんなレインだからこそ、我らは信頼することができる」

「もう一度、言います。絶対に無茶はしないでください」

「約束を破ったら、百回なでなでだぞ！　気をつけるのだぞ！　いいな!?」

「わかっているよ、二人を裏切るようなことはしない」

　二人を安心させるように、柔らかく笑いかけた。





◆






　ソラとルナと別行動をとり、ほどなくして三階に到着した。

　強大な魔力反応があったという、東の方へ移動する。

「この辺りは倉庫になっているのか」

　一つ一つ、部屋を確認して回る。乱雑に物が置かれている部屋が多い。

「最後は……」

　部屋を見て回り、館の三階、一番奥にある部屋に着いた。

　扉の枠に鉄格子がハメられていて、中の様子が見えるように改装されていた。見るからに頑丈そうな鍵がかけられていて、人の出入りが禁止されている。

　部屋というよりは、牢ろうという感じだ。

　足音を立てないように近づいて、そっと鉄格子から中を覗のぞく。

「なっ!?」

　中の様子を確認して、思わず驚きの声がこぼれてしまう。

　薄汚れた布団の上に、ぐったりとした様子で女の子が寝ていた。

　女の子は顔色が悪くて、ひどく弱っているみたいだ。

　今にも消えてしまいそうなほど儚はかなく見える。

「あ……ぅ……」

　何か、怖い記憶を思い返したのかもしれない。女の子は涙を流して……

「くっ！」

　その瞬間、罠わなかもしれないとか素性がわからないとか、そういった考えは全部吹き飛んだ。

　こんなところに女の子を閉じ込めておくなんてありえない。

　俺は扉を蹴りつけて、鍵を壊して中に入る。

「……な、に？」

　女の子は横になったまま動かない。

　どうやら、立ち上がる気力すら残っていないみたいだ。

「大丈夫か？」

　そっと、女の子を抱き上げる。

　ふわふわとした髪から、ぴょこんと狐きつね耳みみが飛び出ていた。それと、ぼろぼろの服の隙間から、狐の尻尾が三本見えた。

　体は小さく、ソラやルナよりも背が低いかもしれない。

　見た目のせいもあるかもしれないが、幼く、小動物のような印象を受けた。

　この子は、獣の神と呼ばれている存在……最強種の『神族』だ。

「じっとしててくれ。すぐに怪我を治すから……ヒール」

「……あなた、は？」

　治癒魔法をかけると、ある程度は回復したらしく、女の子がこちらを見た。

　ただ、その瞳には怯おびえの色が含まれていた。

「大丈夫だ」

　ガラス細工を扱うように、丁寧に、優しく……そっと抱きしめた。

　安心してほしい、もう大丈夫、というように背中を軽く叩たたいてやる。

「俺は君の味方だから」

「み……かた？」

「ああ、味方だ」

「……うぅ……」

　女の子が、恐る恐るといった感じで、こちらに抱きついてきた。

　この一瞬で、俺を信じたわけじゃないと思う。

　ただ……見知らぬ男の言葉にさえ、すがりつきたくなるくらい、追い詰められていたのだろう。

　差し伸べられた手を、罠かどうか疑う余裕もなくて、必死になって助けを求めている。

「……んぅ」

　ややあって、女の子がもぞもぞと動いた。

「ちょっと……苦しい、です」

「あっ、ごめん」

　女の子をゆっくりと離した。

　ただ、ふらふらしていたので倒れないように背中を支えてやる。

　そのことが以外だったらしく、女の子の目が丸くなる。

「どう、して……優しく、してくれるの？」

「言っただろう。味方だ、って」

「味方……」

「俺はレイン。レイン・シュラウドだ。君の名前は？」

「……ニーナ……」

　女の子……ニーナは、小さな声でつぶやいた。

「ニーナは、どうしてこんなところに？　もしかして、ここの人に捕まっていたのか？」

「……うん」

　ニーナの顔に恐怖の色が浮かんでいる。嫌なことを思い出させてしまったのかもしれない。

　頭をそっと撫でて、落ち着かせてやる。

「ありが……とう」

「落ち着いたか？」

「……ん」

「事情を聞かせてくれないか？　困っているのなら、何か力になれるかもしれない」

「助けて……くれるの？」

「もちろん」

「う……えぇ……」

　ぽろぽろと涙がこぼれ落ちる。

　詳しい事情はわからないが、この子はずっと一人で耐えてきたのだろう。

「ごめ……ごめん、なさい。安心、したら……涙が、勝手に……」

「大丈夫……大丈夫だから」

「う……ひっく……ぐす……」

　しばらくして、ニーナは落ち着きを取り戻した。

「わたし……山奥に、いたの」

　ゆっくりと、ニーナは事情を語り始めた。




　見ての通り、ニーナは最強種だ。

　猫霊族と近い関係にある、神族だ。

　これまたややこしい話だけど、神様というわけではない。

　遥はるか昔……神々に力を授けてもらい、その名を一部譲り受けたことで、『神族』という名前がついた種族だ。

　その神族であるニーナは、山の奥にある社にいた。近隣の村人達に祀まつられて、ゆっくりと眠っていたらしい。

　神族は神聖なものとして、人々に崇められることが多い。ニーナも、その一人だったのだろう。

　穏やかに暮らしていたニーナだけど……ある日、状況が一変した。

　ニーナの噂うわさを聞いたエドガーが現れて、ニーナを捕まえたという。

　それからの日々は……ニーナにとって、地獄のようなものだった。

　エドガーはニーナに性欲をぶつけることはなかったが、代わりに暴力をぶつけた。

　最強種をなぶることができるという愉悦に囚われたらしい。

　来る日も来る日も、ニーナはエドガーに殴られて……

　そして……今に至るという。




　そんな話を聞いた俺は、激情のあまり我を忘れそうになった。

　今すぐにエドガーを探し出して、顔の形が変形するくらい殴りつけたくなった。

　でも……それはダメだ。激情に任せて行動したら、ニーナを怯えさせてしまうかもしれない。

　どうにか怒りを抑えて……もう一度、ニーナの頭を撫でる。

「大変だったな。でも、もう大丈夫だ。俺がニーナをここから連れ出すよ」

「逃げられるの……？」

「もちろん」

「……うぅ……」

　再び、安あん堵ど故に泣きそうになるニーナを抱きしめて、落ち着かせた。

「ところで、聞いてもいいか？」

「……ん」

「どうして捕まることに？　ニーナの力なら簡単に撃退できただろう？」

　神族は、他の最強種にはない特殊能力を有している。

　何もないところから物を創造したり、亜空間にアイテムを収納したり。そんな特殊能力を、各個体が有しているらしい。

　その分、戦闘力は他の最強種と比べると劣るけれど、それでも、人が敵うような相手じゃない。

「村の人が捕まって……抵抗したら傷つける、って。だから、おとなしくするしかなくて……」

「そっか。ニーナは優しいんだな」

「優しい……？」

「村の人のために、あえて捕まったんだろう？　すごく優しいよ。普通なら、とてもじゃないけどそんなことはできないよ」

「……ん」

　ちょっとだけ照れくさそうに、ニーナは頰を染めた。

　しかし、その表情はすぐに消えて、絶望が浮かび上がる。

「捕まって……この首輪を、つけられたの。わたし、まだ子供だから大した力もなくて……だから、逃げられない。レイン、助けてくれる、って……うれしいけど、無理なの」

「これは……奴隷に使用するものか」

　魔法を利用した、マジックアイテムの一種だ。

　契約者に逆らうことができず、なおかつ、一定範囲から外に出ることができない……つまり、逃げることができなくなる、という制約が課せられる。

　こんなものを女の子につけるなんて……

　再び怒りが湧いてくるが、ニーナがそれを察してびくっと震えたので、慌てて気持ちを落ち着かせた。

「大丈夫、俺がなんとかしてみせる」

「……できる、の？」

「俺を信じて」

「……ん。レインを……信じる」

　そっと、ニーナを束縛する首輪に触れた。

　対象を支配してコントロールするという点では、この首輪に使われている魔法は、テイムの技術と似ている。

　それならば……俺の力を使い、支配権を横取りすることもできるはずだ！

　意識を集中させて、首輪に魔力を流し込んだ。

「ぐっ!?」

　瞬間、電流が流れたような激痛が走る。

　正規の手段を踏まず、首輪を外そうとする者に対する措置なのだろう。

　痛い。

　体を内側から針で刺されているような気分だ。

　声を我慢することができず、時折、悲鳴がこぼれてしまう。

「れ、レイン……？」

「少し、ぐっ……待ってて、くれ！　これくらい、すぐに……がっ」

「痛い、の……？　すごく、苦しそう」

　自身がひどい目に遭っていたからこそ、俺の苦しみ、痛みを理解できるらしい。

　ニーナが狼ろう狽ばいして、その目に涙を溜ためる。

「やめ、て……そこまで、しなくていいから」

「いいから……もう少しで……ぐあっ!?」

「レイン、レイン……もう、いいから。私なんて、いいから……私が、いなくなっても……誰も、悲しまないから。だから、いいの。もう、諦めるから……」

「そんな寂しいこと、言わないでくれよ」

　激痛が走る中、なんとか笑いかける。

「俺は、ニーナがいなくなると寂しい。すごく悲しいよ……ぐっ!?」

「どうして？　そんな、でも……そこ、まで……」

「理由なんて、どうでもいいさ。俺は、ニーナを助けたいんだ……だから！」

　気合を入れて、一気に魔力を注ぎ込んだ。

　ピシリ、と首輪が音を立てて……次の瞬間、バラバラに砕ける。





[image: ]





「ふう……なんとか、なったか」

　さすがに疲れた。倒れてしまいそうになるが……

「レインっ！」

　今度は逆に、ニーナに支えられた。

「ありがとう……助かるよ。ちょっと今は、体が自由に動きそうになくて……」

「レイン……無茶は、ダメ」

「しかし、この場合は……」

「わたし、も……レインがひどい目に遭うの……イヤ。悲しくなるから、ダメ」

「そっか。なら、気をつけないといけないな」

「……ん」

　涙を浮かべていたものの……ニーナは、初めて笑ってくれた。

　とてもかわいい笑顔だった。




　しばらく休んだところで体が動くようになった。

　立ち上がり、ニーナの手を取る。

「さあ、ここから出るぞ。準備はいいか？」

「う……う、ん」

　ニーナは緊張している様子だ。

　本当に逃げることができるのか？　と、疑問に思っているのかもしれない。

　期待を裏切らないように、絶対に逃してやらないと。

「行くぞ」

　ニーナの手を引いて部屋を出た。

　人の気配はしない。表の方に人手が割かれているためだろう。

　それでも、念のために最大限に警戒しつつ館の中を進む。

　階段を下りて、一階へ。

　裏手に回り、ソラとルナの合流を待つ。

「どうして……止まる、の？」

「一緒に潜入した仲間がいるんだ。二人を待って……」

「それは」

「ルナ達のことか？」

「ひゃっ」

　物陰からソラとルナが現れて、ニーナがぴょんと飛び上がった。

「よかった。二人共、無事だったか」

「心配してくれていたのですか？」

「当たり前だろう」

「そうですか……悪くない気分ですね」

　ソラがうれしそうに笑みを浮かべた。

　対するルナは、不敵な笑みを浮かべながら胸を張る。

「我らに心配など不要だ！　最強無敵の精霊族だからなっ、ふははは！」

「だから、大きな声を出さない」

「ふぎゃ!?」

　ソラにげんこつをくらい、ルナはなんとも形容しがたい声をこぼした。

「え、っと……」

「大丈夫だ。二人共、俺の仲間だよ」

　面食らうニーナに、心配はないと告げてやる。

　驚いているけれど、同じ最強種ということがわかるらしく、警戒はしていないみたいだ。

「時に……レイン。その子は誰なのですか？　新しい子を引っ掛けたのですか？」

「人聞きの悪いことを言わないでくれ」

「こやつ、自覚がないぞ」

「ないですね」

「あのな……って、今はこんなことをしている場合じゃない。連れ去られた人達は？」

「ソラ達が転移魔法で街の中心部に逃がしておきました」

「あそこならば人目につくだろうし、すぐに保護されるだろう」

「そっか……ありがとう。よくやってくれたな。さすが、ソラとルナだ」

「んっ」

「ふぁ」

　つい反射的に、二人の頭を撫でてしまう。

　子供扱いするなと怒られるかと思いきや、二人はまんざらでもない様子で、どこか気持ちよさそうに、なでなでを受け入れていた。

「こ、これは、素晴らしいご褒美ですね。何度でもしてもらいたいくらいです」

「う、うむ……癖になってしまいそうなのだ。やめられない止まらない」

「それ、口癖なのですか？」

「知らぬ」

「ソラ、ルナ。悪いが、もう一度、転移魔法を頼めないか？」

「む？　まったく問題ないが……なぜだ？」

「なら、この子も頼む」

「そういえば、その子はどうしたのですか？」

「えっと……詳しい説明は省くが、もう一つの魔力反応はこの子のものだったんだ。この子……ニーナも最強種で、領主に捕まっていたから逃がしてやりたい」

「その姿……神族ですか？　珍しいですね……神族は人間に祀られることが多く、あまり人前に姿を現さないはずなのですが」

「引きこもりの我らが言えたことではないぞ」

「だから、引きこもり言わないでください」

「まあいい。ちゃちゃっと転送してやるのだ。ほら、こっちに来るがいい」

　ちょいちょいとルナが手招きをするものの、ニーナは俺から離れようとしない。

　俺の服の端を摑つかみ、すがりつくようにしながら、こちらを見上げる。

「置いて……いかないで」

「大丈夫。二人に安全なところに送ってもらうだけだから」

「離れたく……ない……一人は、イヤ」

　ニーナは声を震わせた。

　街に移した方が安全なのだけど……でも、ニーナの気持ちを無視することはできないか。

「ここにいると、怖い目に遭うかもしれない。ニーナにひどいことをしたヤツと出会うかもしれない。それでも一緒にいるか？」

「……ん。レインと……一緒が、いい」

「わかった。なら、一緒にいよう」

　ふわふわのニーナの頭を撫でる。

　安心したように、ニーナは笑みを浮かべた。

「話はついたみたいですね。では、表の方に急ぎましょう」

「まだ騒がしいからな。カナデもタニアも戦っているのだろう。急ぎ、我らが加勢してやらねばいけないだろう」

「この子を連れて行くこと、二人は反対しないのか？」

「レインが決めたことですから」

「放っておけないという気持ちは、わからないでもないからな。ふふん、我は弱者に寛容なのだ」

「同じ最強種でしょうに」

　なんだかんだ言いながらも、二人もニーナのことを心配しているらしい。

　まだ出会ったばかりなのに気にかけることができる……ソラもルナも、とても良い子だな。

　こんな時になんだけど、ソラとルナのことが誇らしい。

「ニーナ、俺の背中に」

「……ん」

　しゃがむと、ニーナは俺の背中に乗った。

「む、それはいいな。後で我もしてほしいぞ」

「ソラも希望します」

「全部終わったらな」

「わかりました」

「ならば、全力で終わらせてやろうではないか！」

　俺達はそれぞれ気合を入れて、表の方に駆けた。




～Another Side～




　一方……館の表では、ステラ率いる騎士団と領主の私兵が激突していた。

「蹴散らせ蹴散らせぇえええっ！　連中を館に入れるなっ！！！」

「怯ひるむなっ、正義は私達にある！！！」

　騎士団は、ステラを含めて六人。

　プラス、カナデとタニアで八人。

　対する領主の私兵は、次から次に現れて百人ほどに達していた。

　八対百……普通に考えればステラ達に勝機はない。

　いかにステラが剣技に優れていたとしても、同時に相手をできるのはせいぜい三人くらいだ。

　百人を相手にすることはできないし、体力も続かない。




　……が、普通ではない規格外の存在が二人いた。




「うにゃにゃにゃにゃにゃ……にゃんっ！！！」

　乱戦になり、門の周辺は人であふれていた。

　そんな中、隙間を縫うように人と人の間を駆け抜け、風のように疾走する影が見えた。

　カナデだ。

　すれ違いざまに拳と脚による痛烈な打撃を叩き込んでいく。

　領主の私兵が苦く悶もんの声をあげて、次々に倒れる。

　まるで、戦場を駆け抜ける嵐だ。

　一度、嵐に飲み込まれたら、その場に立っていることはかなわない。

「カナデ、やるじゃない。あたしも負けてられないわね……ほらっ、いくわよ！」

　タニアは高く高く跳躍して……瞬時に味方のいない地点を見つけ出して、そのまま突貫。無数の敵を蹴散らしながら、隕いん石せきのごとく着弾する。

　敵兵が動揺しながらも武器を向けてくるが、タニアからしてみれば、あまりにも遅い。

　その場でくるっと回転。自慢の尻尾を鞭むちのようにして使い、周囲の敵兵を薙なぎ倒した。

「す、すごいな……改めて、最強種というのはとんでもないな」

　交戦開始から、約30分……敵の数は三分の一ほどに減っていた。

　そのほとんどが、カナデとタニアの活躍によるものだ。それでいて、カナデとタニアはまるで傷ついていない。疲れた様子も見せていない。

　たった二人で、百人近い敵を圧倒していた。

「このままうまくいけばいいが……」

　ステラは囚われている人達のことを考えた。

　レインならばうまくやってくれると思うが、万が一ということもある。

　もしも人質にとられたりしたら……悪い想像は消えてくれない。

「おいっ、このままじゃまずいぞ！」

「人質だ、人質を使えっ！」

　敵兵の間で不穏な会話が交わされた。

　ステラは焦りを覚えて、一気に勝負を決めようとする。

　と、その時。

「すまない、待たせたな！」

　空から何かが跳んできて、ステラのすぐ側に着地した。

　ステラは自然と笑顔になる。

「レインっ！」





◆






　ソラとルナの魔法で空を跳んで、ステラの隣に着地した。

「レイン、連れ去られた人達は!?」

「大丈夫。ソラとルナが安全なところに逃がした。連中に利用されることはない。それで、こちらの方は……」

　周囲に視線を走らせて、状況を確認する。

　ステラの仲間の騎士達が応戦していた。

　その中に、カナデとタニアを見つけた。

　二人は抜群のコンビネーションを見せて、領主の私兵を薙ぎ倒していく。

　乱戦の中、カナデと視線が合う。

　こちらを見つけたカナデは、にっこりと笑い、こちらに跳んできた。

「レインっ、無事だったんだね！　大丈夫だと思っていたけど、でもでも、それでも心配しちゃったよー！　って、その背中の子は？」

「はふぅ……」

　さきほどの魔法を使った大ジャンプが堪えたらしく、ニーナはぐるぐると目を回していた。

「詳しい説明は後だ！　カナデ、この子を頼む」

「あいあいさー！」

　ニーナをカナデに預ける。

「おーっ、ふかふか」

　ニーナの尻尾の感触に、カナデが心地よさそうな顔になった。

　ふかふか同士、意気投合したのだろうか？　カナデに抱きかかえられて、ニーナは安心しているように見えた。

「ちょっとレインっ、戻ってくるの遅いわよ！」

　タニアもこちらに戻ってきた。

「悪い、色々とあったんだ」

「その色々、後で聞かせてもらうからね。で、どうすればいい？　このまま適当に殴り続ける？」

「いや。後はソラとルナに任せよう。二人がやりやすいように、敵を一箇所にまとめてくれ」

「了解っ！」

　タニアが跳んで、再び敵陣の中へ。

　殴り、蹴り、尻尾を振り回して、領主の私兵を一箇所にまとめていく。実に鮮やかな手際だ。

「ソラっ、ルナっ」

「かしこまりました！」

「我らの力、とくと味わうがいい！」

　ソラとルナが手の平をかざして、魔法陣が空中に展開される。




「「フラッシュインパクト！！！」」




　閃せん光こう……わずかに遅れて、爆発と衝撃。それらが敵陣のど真ん中で炸さく裂れつして、私兵をまとめて吹き飛ばす。

　ある者は閃光で目を灼かれて。ある者は衝撃で体を打たれて。

　数十人いた私兵のほとんどが、ソラとルナの一撃で倒れた。

　苦悶の声をあげているところを見ると、死んでいる者はいないようだ。それなりに手加減をしたのだろう。

「どうですか、レイン。ソラ達の力は？」

「ふふん、褒め称えてもいいのだぞ？　というか褒めるがいい！　さあ、なでなでタイムだ！」

「すごいぞ、二人とも。よくやった」

「ふぁ」

「あふぅ」

　言われるまま、二人の頭を撫でる。

「そ、ソラは別に……あふぅ……でも、これはいいです」

「ホントにしてくれるとは……うむ、レインも主としての自覚に……にゃ……た、たまらぬ」

　姉妹をなでなでしていると、カナデとタニアが恨めしそうに見つめてきた。

「にゃー……私達も、してもらう権利あるよね」

「贔ひい屓きは許さないわよ」

「後でいくらでも。今は、目の前のことに集中しよう」

　まだ全てが終わったわけじゃない。

「ステラ」

「ああ！」

　ステラが剣を掲げて、力強い声で仲間に指示を飛ばす。

「邪魔者は排除した！　これより三十分後に、領主の館に突入する！」

「「「おーーーっ！！！」」」




～Another Side～




「くそっ、くそっ、くそっ！　役立たず共が！！！」

　館の中から一部始終を眺めていたエドガーは、その場で地団駄を踏む。

　百人以上いたはずの私兵が、たったの数人に打ち崩されてしまった。

　エドガーは、レインを燃えるような目で睨にらむ。

「あの男が元凶なのか！　ヤツを消せば、最強種はいなくなる、と言っていたな？」

　エドガーは、禍々しい色をした指輪を取り出して、そっと表面を撫でた。

　指輪にハメこまれている宝石が不気味に輝いた。しかし、エドガーにはとても綺き麗れいな色に見えた。己に勝利を与えてくれる、素晴らしい道具に見えた。

「俺は、このようなところで終わる男ではない……もっと上に、もっと高く、たどり着くことができる。愚民などとは違うのだ！　俺は勝つ……勝ち続けるんだ！」

　エドガーが念じると、指輪に囚われていた魔力が解放される。

　それと同時に、もう一つ、とあるものも解き放たれた。

　邪悪な意思、漆黒の魂を持つ存在。

　それがなんであるのか、エドガーは気がついていない……





◆






　ローブの男……アリオスは、領主の館の近くにある丘から一連の出来事を眺めていた。

　エドガーにマジックアイテムを与えて、レインを殺すように指示をした。

　プライドの高い男なので、素直に従うか難しいところだ。そこは賭けになるかもしれない。

　アリオスは、そう判断していた。

「……くくく。どうやら、賭けに勝ったようだな」

　館の方から、濁ったような、イヤな感じがする魔力の波動を感じた。

　おそらく、エドガーがマジックアイテムを使用したのだろう。

　アリオスは愉悦に満ちた表情を浮かべた。

「いいぞいいぞ……そのままだ、そのまま、レインを殺してしまえっ！！！」

　館から黒い霧のようなものがあふれて……それらが一箇所に固まり、人の形を作る。

　それは、死神と呼ばれるにふさわしい姿をしていた。

　骸骨にぼろぼろのローブ。手には身の丈ほどもある巨大な鎌。

　対象に死という状態異常を与える超級魔法、『デスサイズ』。

　今ここに、死神が顕現された。

　死神は人を遥かに超えた速度でレインに迫り、大きく鎌を振り上げた！





◆






　ゾクリ、と背中に悪寒が走る。

「なんだ……？」

「レインっ！」

　焦りを含んだカナデの叫び声。

　どうして焦っているのか？　その理由はすぐに理解した。

　巨大な鎌を持つ死神が空を駆けている。

　狙いは……俺だ。

　ありえないほどに速く、逃げる時間はない。すでに、ヤツの射程圏内だ。

　俺は迎撃をするべく、ナルカミを使い、手の平ほどの長さがある針を射出する。

　しかし……針が死神に刺さることはない。実体を持たないのか、針はその体をすり抜けた。

　虚しい抵抗をする俺をあざ笑うように、死神は鎌を振り上げる！

「レインっ、ダメぇ！！！」

　避けられない！
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　思わず、俺は目を閉じて……




「ん？」




　……何も起きない？

　恐る恐る目を開けると、目の前に死神がいた。

　そして、死神が振り下ろした鎌は俺の体を貫いていた。

「うおっ!?」

　思わず声をあげてしまうが、特に痛みはないし、血が流れているわけでもない。

　それ以上、何をするわけでもなくて……死神はそのまま蜃しん気き楼ろうのように消えた。

「幻覚？　いや、それにしてはリアルだったけれど……」

「「「「レインっ！！！」」」」

　慌てた様子でみんなが駆けてきた。

「だ、だだだ、大丈夫っ!?　今、変なヤツがレインに鎌を……」

「怪我してない!?　痛みは!?　ねえ、なんとか言いなさいよっ」

「今すぐ回復魔法をかけます！　傷口を見せてくださいっ、早く！」

「我と契約したのだ！　我を置いていくようなことは許さぬぞっ」

　なぜ無事だったのかわからないが……ひとまず、みんなを安心させないと。

「落ち着いて。俺は大丈夫だから」

「ホント……？」

「レイン、けっこう無理をしたりするから……」

　カナデとタニアが心配そうな顔になった。

「ホントに大丈夫だ。なんともないよ。ほら、このとおりだ」

　その場で軽く体を動かしてみせる。

　ようやく安心できたらしく、みんなはほっとした顔をした。

「それにしても、今のなんだったのかしら？」

「私、すっごい嫌な感じがしたよ。その……レインが死んじゃうかと思った」

「おそらく、今のは即死魔法ですね」

　心当たりがあるらしく、ソラが険しい顔で言う。

　さすが精霊族。魔法に関することならば誰よりも詳しい。

「その名前の通り、対象を死に至らしめる、極めて危険な魔法です。上級ではなくて、さらにその上……超級魔法に分類されます。まさか、そのような魔法を使える者がいるなんて……」

「ふむん？　しかし、魔力反応はまったくなかったぞ？　どのような使い手であれ、魔法を使う時は魔力反応が検知されるものだ。それがまったくないということはありえぬ。となると……そうか。おそらく、マジックアイテムの類だろうな」

「なるほど、その可能性はありますね。しかし、不思議なのは、どうしてレインが無事だったのか、ということなのですが……」

　ソラが心底不思議そうな顔をした。

「不発、とかじゃないの？」

「いえ。死神が顕現した時点で、不発ということはありません。抵抗を許すことなく、対象の命を刈り取る……あれは、そういう魔法ですから」

　カナデが尋ねると、ソラはすぐに否定した。

「レインのことだから、何か隠し玉があるとか、そういうことじゃないの？」

「あのな……俺をなんだと思っているんだ？」

「「ありえない特技を持っているとんでもビーストテイマー」」

　タニアだけじゃなくて、カナデまで揃そろって言う。

　俺、そういう目で見られていたのか……？　そういうへんてこな称号はいらないのだけど。

「ふむ」

　あーでもないこーでもないと話し合う中、ルナがなにか考えるような仕草をとった。

　何か思い当たることがあるのだろうか？

「レインよ。少し実験してもいいか？」

「うん？　よくわからないが、構わないよ」

「ではいくぞ。ポイズンドロップ」

「「「なっ!?」」」

　みんなが啞あ然ぜんとする中、ルナは俺に向かって毒を付加する状態異常魔法を使用した。

　紫の霧が俺を包み込む。

「ちょっ!?　る、ルナ！　いったい何をしているんですか!?」

「あんたっ、とち狂ったの!?」

「あわわわっ、レインが……!?」

「お前達、慌てるでない。まあ、見ているがいい。我の考えが正しければ……」

　少しして、毒の霧が晴れる。

　俺は……毒に冒されることなく、健康体のままだ。何も変わらず、何も起きていない。

　どういうことだ？

　今、確かにルナに状態異常魔法をかけられたはずなのに。

「うむ、やはりな」

「ルナ……これはどういうことですか？　説明してください」

「レインは我らと契約をしたことで、連続詠唱のスキルを手に入れた。しかし、よくよく考えてみればおかしくないか？」

「何がですか？」

「レインは、ソラと我、二人と契約したのだぞ？　ならば、手に入れる力も二つでないとおかしいではないか」

　なるほど。ルナの言いたいことをなんとなく理解した。

「おそらく、連続詠唱はソラと契約したことで得た力なのだろう。ソラは、そういう方面が得意だからな。では、我と契約したことで得た力は？」

「にゃー……つまり？」

「我と契約したことで、レインは別の能力を手に入れていた。その力は、状態異常無効化なのだ」

「状態異常……」

「無効化……」

　カナデとタニアが驚き顔で言う。

　そんな二人に、講師のようにルナが説明を続ける。

「即死魔法も状態異常の一種なのだ。防ぐ方法は限られている。身代わりのアミュレットを持っているか……あるいは、状態異常魔法に対する極めて高い耐性を持っているか。レインはアミュレットなんて持っていないから、高い耐性を獲得したのではないか、と考えたわけだな。うむ」

「確かに……他に、考えられる可能性はありませんね」

「それを確認するために、わざと毒の魔法を使ったっていうわけ？　乱暴ね」

「にゃー……もしも間違っていたら、どうするの？」

「その時は、すぐに解毒していたぞ。しかし、そのようなことにはならなかった。我の考え通り、レインは状態異常無効化のスキルを手に入れていた。ふはははっ、全て我の計算通りだ！」

「何が計算通り、ですか！」

「ふぎゃっ!?」

　ソラのげんこつがルナの頭に落ちた。

　カエルがつぶれるような声をあげて、ルナがその場でうずくまる。

「いきなり毒の魔法をご主人様にかける人がいますか！　そのような行為、使い魔失格ですよ」

「し、仕方ないではないか。ああする以外に確かめる方法はなかったのだ」

「なら、事前に説明をして、きちんと許可をとってからにしなさい。思いついたからといって、いきなりあんなことを実行するなんて、何を考えているんですか!?」

「ふはははっ、特に何も考えてないぞ！　我にそのようなことを求めるな！」

「いばって言うことですか！」

「ぴぎゃっ!?」

　再び、ソラの雷が落ちた。

　普段は真面目で優等生なソラだけど、怒ると怖いらしい。

「ぶるぶる……」

「大丈夫、大丈夫。あっち見ないようにしようね」

　ソラに怯えるニーナを、カナデがなだめていた。

「レイン、すみません……ルナがとんでもないことをして。ほら、ルナも謝ってください」

「むう……しかし、我は」

「謝りますね？」

「う、うむっ」

　笑っているけど笑っていない。

　そんな不気味な顔をしたソラに気圧されるように、ルナはコクコクと頷うなずいた。

「悪かったな、我が主よ。ついつい、好奇心でやってしまった。後悔はしていない」

「ルナ？」

「後悔しています！　反省しています！　ごめんなさいっ」

　普通の喋しゃべり方になるくらい、ルナが怯えていた。

　妹は姉に逆らえないらしい。

「まあいいさ。突然のことで驚いたけれど、なにかの役に立つかもしれないし、事前に知っておくことができてよかったよ。俺は気にしてないから」

「ありがとうございます。ほら、ルナも」

「うむ。寛大な措置、感謝するぞ。ふはははぷぎゅっ!?」

　いつも通りの態度を貫こうとしたルナが、三度、ソラに折せっ檻かんされていた。

　こう言ってはなんだけど、二人のやりとりがおもしろくて、ついつい笑ってしまう。

　カナデとタニアも、仕方ないなあ、という感じで笑っていた。ニーナも、おもしろいものを見るような顔をしていた。

　みんな、いい具合に緊張が解けたらしい。良い傾向だ。




　領主の私兵は、あらかた排除することができた。

　ただ、Ｂランクの冒険者に匹敵するという傭よう兵へいはまだ姿を見せていない。

　おそらく、館の中で領主とエドガーを守っているのだろう。

　次は、館に踏み込まないといけない。ここからが正念場だ。





５章　決戦




「レインっ、無事か！」

　遅れてステラが駆けつけてきた。

　即死魔法を遠くで見ていたのだろう。焦りの表情を浮かべていた。

「俺はなんともないよ、大丈夫だ」

「そうか……よかった。本当によかった」

　俺が無事であることを確認すると、ステラは安あん堵どしたように小さな吐息をこぼした。

　他に視線を移すと、仲間の騎士は倒れた私兵を拘束していた。

　ただ、相手は百人以上で、こちらは五人。一斉捕縛というわけにはいかず手間取っていた。

「そっちは時間がかかりそうか？」

「そうだな。さすがに、この人数だからすんなりとはいかない。一～二時間はかかるだろう」

「それだけの時間を相手に与えるわけにはいかないな」

「うむ、同意見だ。なので、この場は部下に任せて私は館に突入しようと思う。元凶を捕らえない限り、全てが無駄になってしまうからな」

「俺達も手伝うよ」

「レインならば、そう言ってくれると信じていた。頼りにしているぞ」

「ああ、任せてくれ」

「にゃー……二人、仲良くなってない？」

「意外な伏兵なのかもしれないわね」

「ふむ。我らもうかうかしてられないな」

「そ、ソラは別に……」

　こんな時だけど、みんなはいつも通りだった。

　心に余裕があるみたいで、そういうところが頼もしく感じられる。

「行くぞっ」

「「「「おーーーっ！！！」」」」




　館のエントランスホールに突入した。

　一個人の住居とは思えないくらいに広い。ちょっとしたスポーツができるほどだ。

　ホールの奥の左右に、二階に伸びる階段。一部が吹き抜けになっていて、三階までが見えた。

「あれは……」

　館の奥に続く扉の前に、複数の男が見えた。

　人数は六人。いずれも武具を構えていて、すでに臨戦態勢に移行していた。

　その奥にエドガーが見えた。隣には、肥満体型の男の姿が。ヤツが領主なのだろう。

「領主とその仲間に告げる！　これ以上の抵抗は無駄だ。おとなしく投降して、騎士団の監査を受け入れろ！　これ以上、罪を重ねるな！」

「小娘が、犬のように吠ほえる！」

「この儂わしを誰だと思っている!?　この街の領主だぞ。領主に刃を向けるなど、貴様らが反逆罪に問われるべきだ。己の罪を知るがいい！」

　エドガーと領主が怒りで顔を赤くしながら吠えた。

「どうやら、言葉は通じないみたいだな。ならば、強制執行するまでだ！」

「ふざけるな！　そのようなこと認められるか。おい、お前達！」

「はいはい、わかっていますよ。報酬分はきちんと働きますので、ご安心を」

　リーダー格の傭よう兵へいが肩をすくめてみせた。領主の見苦しい態度に呆あきれているらしい。

　それでも、彼らが退くことはないだろう。

　報酬をもらっている以上、仕事はきっちりとこなす。それが傭兵というものだ。

「と、いうわけで」

　リーダー格の男が一歩、前に出た。

　年齢は三十ほどだろうか？　ひょっとしたら、四十に達しているかもしれない。

　それでも、年を重ねたことによる体の衰えは感じられない。余計な贅ぜい肉にくは一切なく、ほどよく引き締まり、鍛え上げられている。

　歴戦の戦士という風格を備えていた。

「旦那のところに行かせるわけにはいかないな。ありふれたセリフになるが……ここを通りたければ、俺達をどうにかするこった」

　瞬間、男から闘気が放たれた。圧力すら感じるほどの強い闘気だ。

　しかし、脅威と感じることはない。アリオスと戦ったこともあるし、それなりの場数を踏んでいる。今更、この程度で臆することはない。

　他のみんなも同様に落ち着いていた。最強種の名前は伊だ達てじゃない。

「くっ」

　ただ、ステラは別だった。男の放つ圧に押されて、わずかに下がる。

　陣頭指揮をとり、戦い続けてきた疲労もあるのだろう。

　ステラが連中とぶつかることは、よくないかもしれない。

「ステラ、ここは俺達に任せてくれないか？」

「な、何を言う！　そのようなこと、できるわけないだろう」

「ステラに怪我をされる方が困る。騎士団を束ねる人がいなくなってしまうからな」

「それは……」

「人を信頼して、任せることもステラの任務に含まれるんじゃないのか？　上に立つ者は、そういう判断を求められるらしいぞ」

「……ずるいな、レインは。そのようなことを言われたら、引き下がるしかないじゃないか」

　ステラが剣を収めた。

「ただ、無茶はしないと約束してほしい。私達全員が無事でないと意味がない。わかるな？」

「ああ、わかっているよ」

「ならばいい。すまない、この場は任せる」

　ステラが後ろに下がる。

「カナデ。ニーナをタニアへ」

「えっ、あたしがこの子を？」

　戸惑いながらも、タニアはニーナを抱えた。

「タニアはニーナの保護と、念のためにステラの護衛を頼む」

「むぅ……なんで、あたしなのかしら？　せっかく暴れられると思ってたのに」

「さっき、十分暴れただろう？　それに、タニアが一番頼りになるんだ、頼むよ」

「ふ、ふーん……あたしが一番ね。それって、本当のこと？」

「もちろん。タニアが頼りになるからこそ、二人を任せたいんだ」

「頼りにされるのも悪くないわね。ふふーん、いいわよ。任されてあげる」

「ありがとう。ニーナ、今度はこのお姉さんが守ってくれるからな。安心していいぞ」

「……ん。ありがとね、レイン」

　ニーナの頭をなでると、くすぐったそうに目を細めた。

　ただ、嫌がっているわけではないらしく、笑みを浮かべている。

「じゃ、後ろは任されてあげる。みんな、おもいきり暴れてきなさい」

　そんなことを口にして、タニアは後ろに下がった。




～Another Side～




　カナデと対たい峙じしたのは二人の傭兵だ。

　一人は巨大な盾を持ち、一人は杖つえを手にしている。片方が攻撃を受け止めて、その間にもう一人が魔法を叩たたき込むという作戦なのだろう。

　猫霊族は魔法に弱いので、その作戦は間違ってはいない。

　しかし、一つ計算違いがあった。

　傭兵達は、猫霊族の身体能力を舐なめすぎていた。

「うにゃんっ！」

「うおおおぉっ!?」

　カナデと盾を持つ傭兵が激突した。

　カナデをその場に押さえておくために、傭兵は足に力を込めるが……止まらない。巨人と相撲でもしているかのように、どんどん押されていく。

「ば、バカな!?　なんだこの力は!?」

「ふふーんっ、その程度の力で私を止められるなんて思わないことだよ！」

「くっ、舐めるな！」

　傭兵にも意地がある。全力でカナデの突進を受け止めて、なんとか静止させることに成功した。

　カナデは慌てることなく、すぐに次の行動に繫つなげた。跳躍して、くるくると回転。その勢いを乗せて、上から下に蹴撃を放つ。

　傭兵は突進を受け止めるだけで力を使い果たしていて、避ける体力も気力も残っていなかった。

　まともに一撃を食らい、そのまま昏こん倒とうした。

「このっ……フレイムウェイブ！」

　仲間の仇かたきとばかりに、残りの一人が魔法を放つ。

　炎の津波がカナデに襲いかかる。逃げ場はないはずなのだけど……

「にゃんっ！！！」

「な、なんだとっ!?!?!?」

　カナデは横に駆けた。

　駆けて、駆けて、駆けて……そのまま壁を走る。

　重力が横に向いたかのように、カナデは壁を足場に、体を横にして駆け抜けた。

　そのままさらに移動して、今度は天井を駆ける。

　重力が無視された光景に傭兵が啞あ然ぜんとした。

　最強種であるカナデも、重力を操作できるというとんでもスキルは持っていない。

　ただ単に、とんでもない身体能力をフル活用して、壁や天井を自力で駆け抜けているのだ。

　無茶苦茶だった。でたらめだった。

　しかし、それを可能にするのが猫霊族なのだ。

「これで終わりだよ！」

「ぐあっ!!!?」

　空から狙い撃つようにカナデが落下して、傭兵を殴り飛ばした。

　傭兵は壁に背中からぶつかり、そのままずるずると崩れ落ちて昏倒した。

「よしっ、びくとりぃ！」





◆






　ソラとルナは、三人の傭兵を相手にしていた。

　剣、槍やり、両手斧おの。敵は、それぞれ近接戦闘用の武器を手にしていた。

　ソラとルナは魔法をメインに戦うため、近接戦に弱い。

　しかし、特に慌てることはなくて、堂々と構えていた。

「連携でしとめるぞ！」

　三人の傭兵が同時に、三方向から突撃してきた。時間差も加えている。

　練度は申し分ない。この三人を相手にしたら、歴戦の冒険者でも苦戦してしまうだろう。

　しかし、ソラとルナはレベルが違う。

　歴戦の冒険者などではなくて、さらにその遥はるか上をいく最強種なのだ。

　その力が今、発揮される。

「「フラッシュインパクト!!」」

　傭兵達を迎え撃つように、ソラとルナが同時に魔法を唱えた。

　閃せん光こうが走り、衝撃波が傭兵達を襲う。

　傭兵達は体を低くすることで衝撃波に耐えて、やりすごした。

　今度はこちらの番だ。そう言うように、傭兵達がソラとルナに迫るが……

「なっ!?」

　傭兵達が刃を振り抜くが、ソラとルナに届くことはない。

　刃が触れた瞬間、ソラとルナの姿が幻のように消えたのだ。

「ふはははっ、それは幻影魔法なのだ！　こんなこともあろうかと事前に唱えておいたのだ！」

「簡単に種を明かすなんて、つまらないことをしてはいけませんよ」

　ソラとルナは宙に浮いていた。

　近接戦に弱いなら、敵の武器が届かないところに逃げればいい。

　簡単な理屈だが、いざそれを実践できる者はごくごく一部に限られている。

「この！」

　傭兵の一人が投とう擲てき用のナイフを投げた。

「グラビティウォール！」

　すぐにルナが魔法を発動して、ナイフを防いだ。

「なっ……魔法を二重に使用するだと!?」

「あなた達はアホなのですか？　宙に浮かぶ魔法はソラが使っている、ただそれだけのことですよ」

「我らは二人で一人！　ふふんっ、我らを相手にするには、力も知恵も足りないようだな。出直してくるがいいぞ！」

　ルナが手の平を傭兵達に向けた。

　傭兵達は慌てて逃げようとするが、遅い。

　傭兵達に幻影を攻撃させることで、魔法の射程距離まで誘い込む。

　全てソラとルナの作戦通りであり、傭兵達は二人の手の平の上で転がされていた。

「ドラグーンハウリング！」

　竜の幻影が解き放たれて、傭兵達を包み込んだ。

　ゴォッ！　という炸さく裂れつ音おんが響く。

　ややあって煙が収まり……床に倒れている傭兵達の姿が見えた。

「ソラ達の勝利ですね」

「ふはははっ、我らにかかればこの程度、楽勝なのだ！　見たかっ」

　ソラとルナは誇らしげに笑い、それからハイタッチを交わした。





◆






　俺はリーダー格の傭兵と戦っていた。

　嵐のように拳を撃ち合い、時折、蹴撃を交ぜ込む。

　傭兵は拳闘士らしく、一撃一撃が鋭い。一撃でももらうと相当なダメージを受けるだろう。

　なので、一撃も食らわないことにした。

「ふっ！」

「ぐあ!?」

　傭兵の拳はすでに見切った。

　ある程度、洗練されているとはいえ、アリオスの剣技と比べると遥かにわかりやすい。

　一撃もかすることなく、傭兵の腹部に反撃の拳を叩き込んでいく。

「このっ……クソガキが！」

　傭兵がキレて、覆いかぶさるように突撃してきた。

　打撃を受けても止まる気配がなくて、そのまま接近を許してしまう。

　傭兵は俺の腰に摑つかみかかり、勢いで床に押し倒した。マウントポジションをとられてしまう。

「ふざけたことをしてくれた礼、たっぷりとしてやるぜ」

「それはどうかな？」

　余裕が消えない俺を見て、傭兵の顔に焦りの色が浮かぶ。

「な、なんだと。まさか、この状況を覆せるっていうのか？」

「そういうことだ！」

　ブリッジの要領で男をはねのけて、蹴り飛ばす。一瞬でマウントポジションから脱出できた。

　俺が言うことではないが、もう少しがんばれと言いたい。

「Ｂランクの冒険者に匹敵するという話だけど……大したことないな」

「てめえっ！」

「タフさはＢランク以上かもしれないな。遊んでいるヒマはないから、これで終わりにさせてもらう……来い！」

　ナルカミを起動して針を射出して、館の窓を壊した。続けて、魔力を波のように街全域に飛ばした。

　バサバサバサ、と羽音が聞こえてきた。

　俺の命令に従い、数えきれないほどの鳥が壊れた窓から館内に飛び込んできた。

「行けっ！」

　鳥達と仮契約を交わして、命令を飛ばした。

　命令に従い、無数の鳥達が傭兵に群がる。

「ぐっ……なんだ、こいつは!?」

「こんな時になんだけど……普通の蜂がスズメバチを倒す方法、知っているか？」

「な、なんだと？」

「相手の体を覆い尽くすほどに群がり、隙間もないほどに密閉する。そうすることで生まれる熱で相手の生命を奪うんだよ」

「て、てめえっ！」

「俺の言いたいこと、わかってくれたみたいだな。というわけで……終わりだ」

　傭兵は巨体を振り回して鳥達を引き離そうとするが、次から次に鳥が群がり、どうしても引き離すことができない。

　じたばたともがくことしかできず、鳥の中に傭兵が埋もれた。

「ぐ……あ……」

　ほどなくして、うめくような声と共に傭兵が倒れた。

「ありがとな、助かったよ。もう十分だ」

　鳥達を館の外に戻して、仮契約を解除した。

「悪いが、俺はビーストテイマーなんだ。拳闘士を相手に殴り合いに付き合うなんてバカなことはしない」




「レインーっ！」

　ボスとの戦いが終わったところで、カナデがこちらに駆けてきた。

　ソラとルナも一緒だ。

　どうやら、みんなも自分の戦いを終えたらしい。

「悪い人、こてんぱんにしたよ！　えへへー、えらい？　えらい？」

「ああ、よくやったな」

「にゃふぅ♪」

　カナデの頭を撫なでると、気持ちよさそうな声をこぼした。

「「じーっ」」

　気がつくと、ソラとルナがこちらを見つめていた。

　その視線が意味するところを察して、二人の頭も撫でる。

「ソラとルナも、おつかれさま」

「ん……ソラは、がんばりました」

「もっと撫でるといいぞ。ほれ♪」

「ちょっとレインっ」

　今度は、ニーナを連れたタニアがやってきた。

「あたしも、この子とステラを守るっていう役目、ちゃんと果たしたんだけど……べ、別に勘違いしないでよ？　みんなみたいに、頭を撫でてほしいっていうわけじゃなくて、えと、その……と、とにかくふぁ!?」

　タニアの頭も撫でると、途中でセリフが止まり、恍こう惚こつとした顔になる。

　俺の手は、癒やし効果でもあるのだろうか？

　ついつい、真面目にそんなことを考えてしまう。

「よかった……皆、無事のようだな」

　最後にステラが駆けてきた。

　俺達が元気そうなところを見て、ほっと安堵している。

「約束、ちゃんと守ったからな」

「ああ、安心したぞ」

「とにかく……これで、もう邪魔者はいない。あとは……」

「私達、騎士の出番だ」

　ステラの視線がエントランスホールの奥に向いた。

「ひっ」

　領主が震えた。エドガーが悔しそうな顔をした。

　今、彼らを守る者はいない。丸裸だ。

　そのことを理解しているらしく、領主は顔を青くしていた。

「館の捜索は後で仲間に任せることにして……私は、話を聞くことにしよう。お二人とも、ご同行願えますか？」

「ひ……ひぃっ！」

　領主が館の奥に逃げた。

「あっ、待たないか!?」

　ステラが叫ぶが、そんなことは知らないというように、足音が遠ざかっていく。

「やれやれ、往生際の悪いヤツだな」

「他の場所から外に出られたら厄介だ。私は領主を追いかける。この場は任せてもいいか？」

「ああ、任された」

「感謝するぞ！　今度は私の出番だっ」

　ステラが領主を追いかけて、奥の扉に消えた。

「さて……どうやら親にも見捨てられたみたいだが。このまま、おとなしくしてもらえるか？」

「ぐっ……」

　一人残されたエドガーは唇を強く嚙かんだ。

　このような状況だというのに、怒りに満ちた目で俺達を睨にらみつけている。

　もう切り札はないはずなのに……度胸だけは大したものだ。

「このようなことをして、タダで済むと思っているのか!?　俺を誰だと思っている!?　この街を治める領主の息子だ！　俺に逆らうことなんて、あってはならない！　ならないのだ！！！」

「いいから、おとなしくしてろ」

　ナルカミのワイヤーを使い、エドガーを捕縛しようとした。

　しかし、エドガーは護身用のナイフを取り出して、威嚇するように刃を見せつけてきた。

「この俺に逆らう愚か者は処刑だ！　俺の手で始末してやろう！」

「あのな……状況、わかるだろう？　お前はもう終わりだ。おとなしく捕まれ」

「ふざけるな！　そのようなこと、認められるものか！　俺は、将来、この街を治める者だ！　下等な愚民に捕まるなんてこと、ありえるものかっ」

「今まで好き勝手してきたツケが回ってきたんだよ」

「そんなことはない！　俺は支配者だ、頂点に君臨する者だ！　何をしようが自由だっ」

「ふざけたことを言うな！　そんなこと認められるわけがないだろう！」

「認められるのだ。貴様らは、俺の庇ひ護ご下かで暮らしている。故に逆らうことは許されない」

「支配をしているから、何をしても自由だと？　一切の問題がないと？」

「ああ、その通りだ」

「理不尽なことだとしても、受け入れろと？」

「それが民というものだ！」

　ダメだ。まるで話にならない。

　特権階級という名の甘い蜜を吸い続けてきたせいだろうか？　腐りきっている。

　この男の思考回路は、とても同じ人間のものとは思えない。

「にゃー……レイン、レイン。この人、すっごい嫌な感じがするよ……」

「カナデ？」

　ギュッ、と俺の服を摑むカナデ。その顔は不安そうに歪ゆがんでいた。

　カナデが怯おびえるなんて、どういうことだ？

　エドガーに大した力はない。切り札も全て叩き伏せた。

　でも……まだ、他に何かあるというのか？

「このようなことは認められない……そうだ、認められるわけがない……この俺が、こんなところで終わるわけがない……そうだ、終わるわけがない……」

　エドガーは、壊れた人形のようにぶつぶつと言葉を並べていた。

　その不気味な姿に、カナデと同じように嫌な予感を覚えた。

　これ以上、この男を放置しておくことはできない。

　多少、手荒なことになったとしても、即座に無力化……気絶させてしまった方がいい。

　そう判断した俺は、エドガーを殴りつけようとするが……

「ありえない、ありえない、認められない、認められない……そうだ……ソウダ！　コノヨウナコトハ、ミトメラレナイ！！！」

　瞬間、エドガーが身につけていた指輪が光を発した。

　どこまでも暗い漆黒の光。

　負の感情を凝縮して、一つにまとめたような……そんな印象を受けた。

　見ているだけで心がザワザワして、気が遠くなってしまいそうだ。

「にゃ!?　れ、レイン、これって……」

「カナデっ、近づくな！」

「ふあ!?」

　カナデを抱きかかえて、エドガーから離れるように跳んだ。

　他のみんなも距離を取る。

「ぐ、が……グガガガッ……」

　指輪からあふれる仄ほの暗ぐらい光が、エドガーの体にまとわりついていく。手が覆われて、足が覆われて……やがて、顔を飲み込む。

　さらに漆黒の光は帯状になり、エドガーの体を幾重にも包み込んだ。

　そうして、繭のような楕円形の球ができあがる。

「これ……は……」

　頭の中で警報が鳴り響く。

　このまま放置してはいけない。すぐに、あの黒い繭を破壊しないといけない。

「ファイアーボール！」

　ここが屋内だとか、そういうことは一切無視して、全力の一撃を放つ。

　ゴォッ！！！

　人の大きさほどの火球が黒い繭を直撃した。

　天井を吹き飛ばすほどの爆発。そして、紅ぐ蓮れんの炎が吹き荒れる。

　それでも、黒い繭は変わらずそこに在り続けた。

「なんなんだ、これは……？」

　ピシリ、と黒い繭に亀裂が走る。

　卵が孵ふ化かするように、亀裂があちこちに広がり……全てが弾けた。

　漆黒の巨体。

　禍々しい形をした翼。

　鋭い牙と槍のように尖とがる角。

　そして……真紅に光る瞳。

　悪魔と呼ぶ以外にありえない存在が、そこにいた。

「こいつは……」

　記憶にある。

　見た覚えがある。

　昔……俺の故郷が滅びた時に、似たようなヤツがいた。




「……魔族……」




　魔族は魔物が進化した存在だ。

　魔王に血を与えられることで、普通の魔物とは比較にならないほどの力を得て、人と変わらない知能を持つようになる。

　ある意味で、最強種に近い存在だ。

　最強種が神に祝福された存在ならば、魔族は魔王に祝福された存在だ。

　魔王の忠実な僕しもべであり、魔王の意思を代行する。

　人を憎む魔王と同じように、魔族も人を憎む。

　虫のように人を殺して、殺さつ戮りくと破壊を楽しむ。

　それが魔族だ。

　魔族は災厄そのものであり、全ての生あるものの天敵だ。

　その力は驚異的で、昔、魔族が出現した街が一夜で滅んだという話もある。

　……事実、俺の故郷も一夜で滅んだ。




　魔族は、魔王がいなければ誕生することはない。

　当然、こんなところに魔王がいるわけがない。

　それなのに、どうして？

　もしかして……エドガーが身につけていた指輪が原因なのか？　あの指輪は、とてもイヤな感じがした。

　もしも、指輪に魔族の魂が封印されていたとしたら？　その封印が解けて、エドガーの体を媒介にして、魔族が現界したとしたら？

「ふむ……久しぶりに起きてみると、いやはや、実におもしろそうな状況ではないカ。このような街中で顕現することになるなんテ」

　漆黒の悪魔……魔族は、流りゅう暢ちょうな言葉で喋しゃべる。圧はまったくといっていいほどに感じられない。

　しかし、逆にそれが怖い。

　嵐の前のような、不気味な静けさを感じる。

「君達が私を復活させてくれたのかナ？　礼を言うヨ。ありがとウ」

　魔族の冷たい視線がこちらを向く。

　ゾクリと背中が震えた。

「感謝の気持ちを込めて、無残に、無慈悲に、無様に殺してあげるヨ……と、言いたいところだけド」

　魔族が明後日の方向を向いた。

　その視線の先にあるものは……街だ！

「あちらに、たくさんのおもちゃがあるようだネ。実に楽しそうダ。このような状況で復活できたことを、改めて感謝しなければならないナ。ああ、神よ、ありがとウ。うけ、けけけけケ」

「まて！」

「では、まタ。ごきげんよウ」

　魔族は一礼すると、飛ひ翔しょうして館の屋根を突き破る。

　建材がバラバラと落ちてくる中、なんとか視線で行方を追うと、街の方に向かうのが見えた。

「レインっ！」

　屋根を破砕する音で異変に気づいたらしく、ステラが戻ってきた。

「今のはなんの音だ？　領主は捕まえて部下に任せたが、こちらで何かトラブルが……」

「魔族が現れた」

「なっ!?」

　今は時間が惜しい。

　要点を省いて、結論のみを口にした。

「信じられないかもしれないが、事実だ。今は説明している時間も惜しい。すぐに街の人の避難を！」

「……うむ、そうだな。このようなウソをつくはずはないか。わかった！　すぐに出るっ」

「頼んだ！」

「レイン達はどうするつもりなのだ？」

「……魔族を倒す」

　自分で口にしておきながら、なんて無茶なことだろうと思った。

　相手は魔族だ。

　魔王の血を分け与えられたもの。いわば、魔王の一部。

　その力は想像もできない。以前戦ったシャドウナイトが、赤子のように思えるくらいの力を持っているに違いない。

　ランク分けするならば、Ａランクといったところか。最強種と互角だ。

　それでも、放っておくことなんてできない。

　かつて、炎の中に消えた故郷のことを思い出した。

　あの惨劇が再び繰り返されようとしている。

　そんなこと……絶対に、許せるわけがない！　認められない！

　だから……なにがあろうと、なにをしても。




　絶対に食い止めてみせる！




「みんなは……」

　無理についてこなくてもいい。そう言おうとして……

「にゃー……レインは、ダメダメだね」

　カナデが不機嫌そうな顔をした。

　タニアもソラとルナも、どことなく不満そうな顔をしていた。

「レインがあたし達の心配をしてることくらい、わかってるわよ？　でもね、だからといって仲間はずれにするのはどうかと思うわ」

「ソラ達は仲間ですよね？　なら、野暮なことは言わないでください」

「危険なことだとしても、信頼して、支え合うことが仲間というものではないか？」

「レインが、私達のことを大事に思ってくれているのはうれしいけど……でもでも、それだけじゃダメなんだからね？　いつでもどんな時でも、私達は、レインの力になりたいの」

「それが、仲間っていうもんでしょ？」

　最後に、タニアがそう言って締めくくる。

「……そうだな」

　俺は、少しは成長したかと思っていたんだけど……まだまだ、ダメだったらしい。

　肝心なところで、みんなを信じることができないなんて。

　危険だから逃げろと言うのではなくて、一緒に戦ってほしいと仲間を頼らないといけないのだ。

「一緒に来てくれるか？」

「「「「もちろん！」」」」

　みんなは、揃そろって笑顔を浮かべた。

　俺は、本当に良い仲間に恵まれた。

「……レイン……」

　ニーナが不安そうにこちらを見上げる。

「わたし、も……」

「ニーナは待っていてくれないか？」

　これから向かうところは、文字通り戦場になる。さすがに、そんなところにニーナを連れて行くわけにはいかない。

　心細いかもしれないが、ここに留まっている方が安全だ。

「でも、わたし……」

「ニーナは、普通の人に比べたら強いと思う。でも……ハッキリと言うが、相手が魔族となると、力不足だ」

「う……そ、それは……」

「無理して戦わなくていい。ここは俺達に任せてくれ」

「……レイン……」

「心細いかもしれないけど、待っていてくれないか？」

「……ん」

　完全に納得したわけではなさそうだけど、それでも、ニーナはコクリと頷うなずいた。

「ステラ、この子を任せてもいいか？」

「わかった、任せてほしい」

　ステラにニーナを預けて、俺達は館の外に出た。




　家屋が破壊された跡が一直線に伸びていたから、魔族の後を追いかけるのは簡単だった。

　まるで、巨大な獣が街で暴れたかのようだ。

「いた！」

　破壊の跡を追いかけていくと、ほどなくして魔族を発見した。

　楽しそうに笑いながら、逃げ遅れた人に爪を向けている。

「ファイアーボール！」

　逃げ遅れた人を巻き込まないように、魔力を調整しつつ火球を放つ。

　魔族の頭部に着弾。

　爆炎が広がるけれど……

「うン？　これはなんだイ？」

　魔族は平然とした顔で首を傾げた。

　まるで、虫にたかられたというような態度だ。

「おヤ？　おやおやおヤ？　さっきの人間達じゃないカ。どうしたんだい、こんなところデ？　もしかして、私を楽しませてくれるのかナ？」

「あなたを楽しませることなんてしないよ！　私達は……」

「お前を倒すっ！」

「おもしろいネ。うん、実におもしろイ。やっぱり、こちらの方が楽しそうダ。虫ケラの始末は後回しにして……先に君達を狩ることにしよウ」

　魔族がこちらに向き直り……この街の命運を賭けた戦いが始まる。

「五対一では、私が不利だネ。ああ、怖い怖イ。なので、援軍を呼ばせてもらおうカ」

　魔族が指を鳴らす。

　影が波打ち、円形に広がった。

　ぼこっ、ぼこっ、と気泡が弾けるような音と共に、影が盛り上がる。

　やがて、影は異形の姿になり……全身を黒く染めた魔物としてこの世界に誕生する。

　一体、二体、三体……

　十体、二十体、三十体……

　数えきれないほどの魔物が、魔族の影から現れた。

　四本足に、鋭い牙と紅蓮の瞳。その姿は、さながら影の獣だ。

「さあ、私のかわいい子供達ヨ。敵を貪り喰くらうがいイ」

　魔族の合図で、一斉に魔物が襲いかかってきた。

　唾液を牙に滴らせながら、こちらの肉を食いちぎろうと飛びかかってくる。

「うにゃー……にゃにゃにゃにゃにゃっ、にゃん！」

「ふんっ、その程度で！」

　カナデのラッシュとタニアの尻尾が獣を迎撃した。

　しかし、それは第一波にすぎない。第二波、第三波がすぐに襲いかかってくる。

「このっ！」

　ナルカミを使い、針を連続で射出する。

　横殴りの雨のように針が飛び、獣達を串刺しにした。

　さらに、ワイヤーを放つ。

　一匹の獣を捕らえて……そいつを振り回して、他の獣にぶつけてみせた。

「ソラっ、ルナっ」

「わかりました！」

「ふはははっ、我の力を見せてやる！」

「まとめて吹き飛ばしてやれ！」

「「ドラグーンハウリング!!」」

　竜の幻影が放つ咆ほう哮こうが、漆黒の獣達を吹き飛ばした。

　衝撃波が荒れ狂い、竜巻のごとく渦を巻く。残っていた獣達を塵ちりに返した。

「ふっふーん。これで、あとはあなただけだよ！」

「なんで、カナデが偉そうにするのかしら？」

「我の手柄が横取りされたぞ」

「みなさん、油断してはいけません！　まだっ……」

　さきほどの光景を再現するように、魔族の影が再び円形に広がる。

　そして……数十体の漆黒の獣が顕現された。

「やあやあ、ご苦労さマ。でも、言い忘れていたネ。この子達は、私の一部のようなもノ。こうして、リスクなく繰り返し生み出すことができるんだヨ」

「なら、何度でも倒すだけだよ！」

「ふム。その闘志は賞賛に値するガ……私がいるということを忘れないでほしいかナ？」

「カナデ、逃げろっ！」

「にゃ!?」

　魔族がカナデに手の平を向けた。

　バチバチッと嫌な音を立てて、魔族の手が放電する。

「ふぎゃんっ!?」

　漆黒の雷撃が放たれて、カナデを直撃した。

　ビクビク、とカナデの体が痙けい攣れんする。

　そのまま吹き飛ばされて、茂みに突っ込む。

「カナデ！」

　慌ててカナデのところに駆け寄る。

「大丈夫かっ!?」

「な、なんとかぁ……いたたた……」

「タニア、少しの間、アイツの相手を頼む！　ソラとルナはこっちへ！」

「了解！」

　俺の意図を察してくれたらしく、タニアが前に出た。

　壁になるように、俺達と魔族の間に立つ。

「これでも食らいなさいっ！！！」

　タニアの口から複数の火球が撃ち出された。

　着弾と同時に炎の嵐が吹き荒れて、俺達に襲いかかろうとしていた獣達を飲み込む。

「それと、あんたにもプレゼントをあげる！」

　タニアは、一部、人間になる魔法を解除した。

　竜の翼が背に生える。

　その翼が光り輝き……その輝きが一点に集束して、放たれる。




　ゴォオオオッ！！！




　必殺のドラゴンブレスだ。

　光を束ねたような極光の一撃は、魔族を飲み込んだ。

　圧倒的な熱量と質量が、魔族の体を喰らい尽くそうと暴れ回る。

　さすがにこれは無視できず、魔族は防御の姿勢を取り、その場で足を止めた。

「ソラ、ルナ。今のうちに、カナデを」

「はい！」

「うむ、我らに任せておくがいい」

　タニアが時間を稼いでいるうちに、ソラとルナがカナデに治癒魔法をかけた。

　あちこちに負っていた火傷が少しずつ消えていく。

「はふぅ……ありがと、ソラ、ルナ。助かったよぉ」

　ほどなくして治療が終わり、カナデが体を起こした。

　ちょっとフラフラしているものの、ダメージが残っている様子はない。

「きゃっ!?」

　ゴァッ！　という轟ごう音おんと共に、タニアの悲鳴が聞こえた。

　再び魔族が漆黒の雷を放ったらしい。

　タニアのブレスを相殺して、巨大な爆発が起きる。

　吹き飛ばされたタニアがこちらに飛んできた。

　慌ててその背中を受け止める。

「ひゃ!?」

「大丈夫か!?」

「え、ええ……うん、大丈夫よ。その、ありがと」

　タニアを地面に下ろす。

　念のために体を確認するけれど、深刻な怪我を負っている様子はない。

「なかなかどうしテ。虐殺を楽しもうと思っていたのだけど、こうもうまくいかないなんて……さすが、最強種と呼ばれているだけのことはあるネ。強い強イ」

　タニアのブレスを受けたはずなのに、特に堪えた様子はなく、魔族は不気味に笑う。

　カナデを撃退して……タニアの攻撃に耐えてみせて……

　さらに、無数の配下を生み出すことができる。

　とんでもない化物だ。改めて、魔族というものの脅威を思い知る。

「俺がヤツの注意を引く。タイミングを合わせて、みんなで仕掛けてくれ」

「らじゃー！」

　地面を蹴り、距離を詰める。

「ファイアーボール・マルチショット！」

　全力で魔法を放ち、複数の火球が魔族を中心に炸裂した。

　炎の柱が立ち上がり、周囲の獣達を焼き尽くす。

　しかし、その中心にいるはずの魔族が消えることはない。

　健在であることをアピールするように、魔族は笑い、両手を広げた。

「コイツ！」

「おヤ？」

　炎が消えたところで、ワイヤーを射出して、魔族の羽に絡ませて動きを封じた。

　そのままさらに距離を縮めて、魔族の足を払う。

　体勢を崩したところに、腹部と顔に、それぞれ一撃を見舞う。

「レインっ！」

　カナデの声に、俺はワイヤーを離して、大きく後ろに跳んだ。

「うにゃあああああっ！」

「えいやあああああっ！」

　カナデとタニアが同時に攻撃をしかけて、痛烈な一撃が決まる。

　魔族の体が仰け反る。

「「レッドクリムゾン!!」」

　そこに、ソラとルナの魔法が炸裂した。

　真紅の球体が魔族を包み込み、豪炎を撒まき散らす。

　最強種達によるコンビネーションだ。

「なるほど、なるほどなるほド。これだけの力……脅威と認識するべきなのかもしれないネ」

　さすがに、無傷というわけにはいかなかったらしい。ところどころにダメージの跡が見られる。

　が、致命傷には程遠い。

　あれだけの攻撃に耐えるなんて……こいつ、どれだけの力を持っているんだ？

「ではでは、今度は私の番だネ。虫共々、死ぬといイ」

　魔族が手の平を上空に向けた。

　空を隠すように、黒い雲が密集していく。

　ゴゴゴッ、と大気が震えて、魔族の手に漆黒の稲妻が落ちた。

　そこから魔族を起点にして、雷撃が蜘く蛛もの巣のように散る。

　生き物のように街中を駆け抜けて………壊し、食らい、焼き尽くしていく。

「なんてことを……」

　あちこちで火の手があがり、人々の悲鳴が聞こえてきた。

　倒壊する家屋。炎に飲まれる人々。

　悲鳴と悲鳴と悲鳴と……そして、血が流れていく。

　脳裏に燃える故郷の光景がフラッシュバックした。また、あのようなことが繰り返されている。

「っ」

　知らず知らずのうちに、俺は奥歯をギリッと嚙んでいた。

　あの魔族、ふざけたことをしてくれる……！




　絶対に倒す！




「頭に来たよっ！」

　怒りを覚えたのは俺だけじゃないらしい。

　カナデを始め、みんなが魔族を睨みつけていた。

「出し惜しみなしっ、全力全開でいくよ！！！」

　吠えるように言うと……次の瞬間、ふっとカナデの姿が消えた。

　ダッ、ダッ、ダッ！　と足音だけが聞こえて……

「ふむ、いったいなにヲ……ぐああアッ!?」

　目に捉えられないほどの速度で動いたカナデが、その速度を拳に乗せて、魔族の顔面に一撃を入れた。

　本気を出したカナデの一撃は、戦略級兵器に匹敵する。

　それだけの一撃を受けて、さすがに無傷というわけにはいかないみたいだ。魔族はよろめいて、そのまま膝をつく。

　今までは後々のことも考えて、力を温存していたみたいだけど、もう後先考えることはやめたらしい。魔族を倒す、そのことだけを目的に、カナデは全力を出すことにした。

　その力は見ての通りだ。

「まだまだ終わらないよーっ！」

　カナデは地面に着地すると、再び跳躍した。魔族の顔面に強烈な蹴撃を叩き込む。

　殴り、蹴り……カナデの拳と脚が何度も何度も魔族を打つ。

　さながら、全てを打ち砕く嵐だ。

　圧倒的な速度と圧倒的な威力に飲み込まれて、魔族の体にダメージが蓄積されていく。

「くっ……あまり調子に乗らないでほしいナ！」

　いけるかもしれないと期待を抱いたが、これで終わるほど甘い敵ではなかった。

　魔族は漆黒の雷を周囲に落として、カナデを振り払う。

　さらに大量の魔物を召喚。召喚した魔物を壁のように使い、距離をとる。

　本気になった猫霊族を相手に、接近戦は不利だと悟ったのだろう。一度、仕切り直すつもりだ。

　しかし、それを許さない者がいる。

「次はあたしの番ねっ！」

　タニアが飛び出た。

　翼をはばたかせて、宙に滞空する。

　そして……直上から、ドラゴンブレスを放つ！

「ぐっ……こ、これハ!?」

　本気になったタニアの一撃は、先程までとは比べ物にならない。

　巨大な光の柱が顕現したように、魔族を圧倒的な熱量と質量で押しつぶしていく。

「ぐっ、くぅ……この程度デ、この私ヲ！　いケッ、やつに食らいつケ！」

　魔族は片手を盾のようにして、光の奔流に抗う。

　同時に、召喚した魔物に命令を下して、タニアを襲わせようとした。

　タニアの本気の一撃を受けて、耐えるだけじゃなくて、抵抗することができるなんて。恐ろしいヤツだ。

　が、一つ見落としている。

　お前が相手をしているのはタニアだけじゃない！

「タニアっ、そのまま攻撃を続けろ！」

　タニアに食らいつこうとしていた魔物を全力で蹴り飛ばした。

　魔物は何度か地面をバウンドして、そのまま塵となって消える。

「うにゃにゃにゃにゃっ！　タニアには、指一本触れさせないよっ」

　カナデも魔物の迎撃にあたる。

　文字通り、魔物をちぎっては投げちぎっては投げ、獅し子し奮ふん迅じんの活躍を見せた。

「これはオマケだよっ！」

　カナデが魔物の足を捕まえて、そのまま頭上でぐるぐると回した。

　そして、魔族めがけて投げつける！

　予想外の攻撃。

　ダメージを与えることはないが、動揺を誘うことはできたらしい。

　魔族の体勢が崩れて、全身にブレスをまともに浴びる。

　このチャンスを逃す手はない！

「ソラっ、ルナっ！」

「了解です！」

「合点承知！」

　さすがというか、二人は、俺が求めていることをすぐに察してくれたらしい。

　タニアに続いて、ソラとルナの一撃が炸裂する。

「「グングニルツイスター!!」」

　雲を切り裂き、遥か上空から光の槍が落ちてきた。

　鋭い先端が魔族の体を貫く。

　そこから、さらに魔法陣が縦に展開された。魔法陣が幾重にも重なり、天に届くような勢いで伸びていく。

「「ジャッジメント!!」」

　魔法陣を通り道にして、極光が降り注ぐ。




　ゴォッ！！！




　一瞬、世界が白で染まる。

　遅れて、爆風が届いた。嵐のように風が吹き荒れる。

　魔族がいた場所は、紅蓮の炎に包まれていた。

　それでいて、周囲の家屋などに被害を与えることはない。

　きっと、ソラとルナが周囲への影響を考えて範囲を調節してくれたのだろう。

「ぐっ。今のは、くくク……さすがに、堪えたねェ」

　魔族は未だ健在だ。

　しかし、体のあちこちに裂傷が走り、血を流している。

　俺達と同じ、赤い血だ。

　同じ血の色をしているのに、どうして争わないといけない？

　一瞬だけ、やるせない気持ちになってしまう。

　しかし、今はそんなことを考えている場合じゃない。

　余計な感情は切り捨てて、すぐに目の前の戦場に集中した。

「ファイアーボール！」

　三人に続くように、俺も魔法を放つ。

「このようなものデ！」

　魔族は蚊を追い払うように、火球を薙なぎ払おうとした。

　思い通りの動きをしてくれて助かるよ。

　心の中で笑いながら、ナルカミを起動。火球に向けて針を撃ち出した。

　針が火球に突き刺さり、魔力の拮きっ抗こうが崩れて、爆発。魔族の顔を覆うように炎が広がる。

　何度も無効化されていたし、ダメージを与えられるなんて思っていない。今のは、ただの目くらましだ。

　魔族が俺の姿を見失っている間に、背後に回る。

　そして、ワイヤーを射出して、その両腕を押さえ込んだ。

「カナデっ、タニアっ！　今だ！！！」

「うんっ、りょーかい！」

「そのまま押さえつけていてよ！」

　カナデとタニアに、俺は空いている方の手を向けた。

　ソラと契約したことで得た『連続詠唱』の力。

　ファイアーボールなどの初級魔法だけじゃなくて、あの魔法も同時に使えるはずだ。

「マルチ・ブースト！！！」

　手の平から光が放たれて、二人の体を包み込む。

　カナデとタニア、二人の身体能力を同時に引き上げることに成功した。




「うにゃああああああああああぁぁぁっ！！！」

「てりゃああああああああああぁぁぁっ！！！」




　カナデとタニアのクロスコンビネーションが、魔族の片腕を奪い取る！

「うおおおおおおおおおおォ!!!?」

　魔族は失われた腕を抱えるようにして、仰け反り、おぞましい声をあげた。

　その間に、カナデとタニアが地面に着地。二人共、油断はしていない。

　対象が健在だと知ると、すぐに追撃を加えるべく、再び跳ぼうとした。

「くっ、くくク……今のは、敵ながらすばらしい一撃ダ。惚ほれ惚ぼれするヨ。しかし、私はここで終わるわけにはいかなイ。せっかく、現界したのダ。もっともっと、遊びたいからナ……ここは退くことにしようカ」

　魔族の影が一斉に膨れ上がる。

　魔物が次々と現れるが、今までの比じゃない。百、二百……いや。千に届く勢いで、大量の魔物が生み出された。

「レインっ、あいつ、逃げるつもりだよ！」

「そのようなことはさせません！」

「我の力で倒れるがいい！　フラッシュインパクト！」

　ルナの魔法が炸裂するが、大量の魔物に阻まれて魔族に届かない。

「あーもうっ、こいつら多すぎるのだ！　こんなの反則だぞっ」

「なら、まとめて吹き飛ばしてあげる！」

　タニアが複数の火球を撃ち出した。

　雨のように降り注ぎ、魔物の群れに着弾。爆発が魔物を吹き飛ばすけれど……

「ダメだ、際限なく召喚しているぞ！」

「そんなのアリ!?」

　魔物が消滅しても、直後に新しい魔物が召喚される。これではキリがない。

　千に届く魔物は大きな壁となり、俺達と魔族の間を隔てている。そのせいで、本体である魔族に攻撃を届かせることができない。

　その間に、魔族は傷を負った体を引きずるようにして、街の外へ向かう。

　ここで見逃したら、魔族はどこかで同じことを繰り返す。そして、誰かの涙が流れる。

　そんなこと認められるものか！

　絶対にここで倒す！

　そのための方法は……




　一つ、思いついた。

　しかし、まずは魔物の群れをどうにかして潜り抜けて、魔族に接近しないといけない。

　どうする？　どうやって、あの魔物の群れをくぐり抜ける？

「レインっ」

「ニーナ!?」

　聞き覚えのある声に振り返ると、ニーナがこちらに駆けてきた。

　そのまま、ぽすっ、と胸に飛び込んできた。

「いた……レイン、見つけた！」

「どうしてここに……ステラは？　もしかして、一人なのか？」

「そ、の……わたし、も……レインの力に、なりたくて。わたし、今まで、されるがままで……自分で、立ち上がろうとしなくて。でも、レインと会って……少し、勇気が出たの。レインの力になりたいって、思ったの。だから……」

　戦場のど真ん中までやってくるなんて無茶苦茶だ。

　でも……ニーナが勇気を振り絞り、自分の意思でここまで来てくれたことは純粋にうれしい。

「わたしも……力に、なるよ」

「しかし……いや、待てよ？」

　特殊な能力を持つと言われている神族のニーナなら、あるいは……

「ニーナ。あの魔物の群れが見えるな」

「う、うん」

「あの中心に、連中を召喚した魔族がいる。なんとかして接近したい。そんな方法はあるか？」

「え、と……で、できるよ」

「えっ、ホントに!?」

　隣で話を聞いていたカナデが驚いた顔をした。

「う、うん……わたし、まだ子供だけど……それでも、い、一応……神族、だから」

「にゃー……神族ってすごいんだね。私、殴る蹴るしかできないよ」

「カナデはカナデで、十分に頼りになるよ。何度助けられているかわからない」

「にゃふぅ」

　カナデの頭を撫でてから、ニーナに向き直る。

「その方法を教えてくれないか？」




　ニーナを背中におぶって、片手で支える。

　やや不格好ではあるが、ニーナと一緒でないと、魔物の群れを突破することはできないらしい。

「カナデ、タニア、ソラとルナは陽動を頼む。できるだけ派手にやってくれ」

「りょーかい！」

「ニーナは……心の準備はいいか？」

「う、うん……がんばる」

「よし、良い返事だ。じゃあ……行くぞ！」

　俺の合図で、カナデとタニアが突貫した。

　魔物の群れに飛び込み、メチャクチャに暴れ回る。

　ソラとルナも後方から魔法で援護した。

　ただの悪あがきに見えたのだろう。魔族はチラリとこちらを見ただけで、それ以上の反応をすることはない。

　ここまでしておいて、そのまま逃げられると思うな。

　必ず、落とし前はつけさせてやる！

「ニーナ、行くぞ」

「うんっ」

　ニーナの決意に満ちた声が、すぐ近くで聞こえた。

「……転移」

　ニーナが小さく呟つぶやいた瞬間、ぐにゃりと目の前の景色が歪む。体が浮遊感に包まれて、前後左右の感覚がわからなくなる。

　それも一瞬の間。

　泉の波紋が消えるように、景色が元に戻り……

「な、なんだっテ!?」

　すぐ目の前に魔族の姿があった。




　ニーナが持つ特殊能力の一つ、『空間転移』だ。

　さすが神族というべきか。デタラメな能力を有している。

　これでまだ子供なのだから、末恐ろしい。




　これで条件は整った。

　魔物の群れは魔族を中心に広がっているから……ここからならば、とある命令を全域に飛ばすことができる。

「いつの間ニ……しかし、君の力では私を倒すことはできないヨ」

「俺の力だけとなると不足かもしれないな。だが、こいつら全員、魔物の力ならどうだ？」

「なニ？」

　俺はビーストテイマーであって、モンスターテイマーではない。

　ある程度、技術は学んだものの、今の俺の力でモンスターをテイムすることはできない。

　でも、その力が底上げされたとしたら？

「ブースト！」

　俺は、自分自身に能力を引き上げる魔法をかけた。

　身体能力、五感、魔力……ありとあらゆる力が引き上げられていくのがわかる。

　この状態ならば！

「ここまで私に接近できたことは、素直に褒めてあげるヨ。でも、それで終わりダ。君には、私を倒す術はなイ。逃げる術もなイ。ここで死ぬといイ。さあ、喰らエ」

「俺に従えっ！！！」

　千を超える魔物がピタリと動きを止めた。

　魔族の命令に従うことなく、俺の命令に従っている。

「な、なんだト……？　何をしていル？　この男を喰らエ！　さあ、早ク！」

「無駄だ。今、こいつらは俺の支配下にある」

「支配下……だト？　バカな……バカなバカなバカナ！　そのようなことありえなイ！　こいつらは私が生み出した魔物ダ！　他人に制御を奪われるなド……ありえないゾ!?」

「なら、もう一度命令してみたらどうだ？」

「この男を喰らエ！　骨も残さずに喰らい尽くセ！」

　魔族が命令を繰り返すが、一匹たりとも反応しない。

「そんナ……どういう、ことダ？　バカな、バカナ……」

「言っただろう？　こいつらは全て掌握した」

「なんだ、この力ハ……知らない、私は知らないゾ。ど、どうなっていル……？　私の支配権を上書きしタ？　そのようなこと、ただの人間にできるわけガ……最強種を使役していたとしてもありえなイ。君は、いったいどんな力を使っテ……」

「これで、終わりだ」

　魔族を指さして、終わりを告げる命令を下す。




「行け」




　俺の言葉に反応して、千を超える魔物が一斉に魔族に襲いかかった。

　一匹一匹には大した力はない。

　しかし、千も集まれば話は変わる。

「ぐ、ぐあっ、あああああああああアッ!!!?!?!?!?」

　千の暴力にさらされて、魔族は抵抗する術を持たない。

　獣達の牙が魔族を死に追いやる。
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「絆きずなのない主従関係は脆もろいな」

「く、くハ……くははははハッ！　わ、私が負ける、なんテ……これはこれで、おもしろイ。予想外の結末だヨ……人間、名前を教えてくれないかナ……？」

「お断りだ」

「くははははハ……つれない、ねェ……」

　その言葉を最後に、魔族の言葉は途切れた。

　漆黒の体は魔物の群れに埋もれて、そのまま消滅する。

　召喚した主が消滅したことで魔力の供給が断たれた。存在を維持することができず、魔物の群れも消滅していく。

　そうして、全てが終わり……

　青空が広がる。





◆






　嵐のような時が過ぎて……街に平穏が訪れた。

　突如、街を襲った災厄。

　たくさんの人が傷ついた。

　たくさんの人が家をなくした。

　それでも、人々の心は折れていない。

　いなくなった人のことを悲しみながらも、前に進む。立ち止まることは誰も望んでいないから。




　そして……




　三日後。

　まだ災厄の爪痕は残っているものの、街は落ち着きを取り戻しつつあった。

　そのタイミングで、俺達は騎士団に呼ばれた。

「こんにちは」

「こんにちにゃー！」

「おおっ、よく来てくれたな、二人共」

　支部に足を踏み入れると、ステラが笑顔で迎えてくれた。

　他の騎士達も笑顔を見せて歓迎してくれる。

　いや？　笑顔というよりは……憧れの目？　目がキラキラと輝いていた。

「な、なんだ……？　俺、何かしたか？」

「したぞ。領主の悪行を暴いた立役者であり、突如、街に現れた魔族を討伐した英雄だ。皆、レインに憧れているのだぞ」

「そんなことを言われると、むずがゆいんだが……」

「あんな勇姿を見せられて憧れるなという方が難しい。諦めるのだな」

「おー、レイン、人気者？」

「カナデまでそんなことを……」

「レインが人気あると、私もうれしいな。にゃは♪」

「やめてくれ。英雄とか、そういう柄じゃないんだから」

　俺は、ただのビーストテイマーだ。英雄なんてものじゃない。

　それに、領主の悪行を暴けたのは騎士団の力によるものが大きい。

　魔族を撃退できたのは、仲間達がいたからこそだ。

　俺一人だったら、何もできず、右往左往するだけだっただろう。

　そんなことを伝えるが、

「過ぎた謙遜は嫌味になるぞ？」

「レインは、もっともっと褒められるべきだと思うなー」

　二人は笑いながら俺の訴えを聞き流した。

　謙遜でもなんでもなくて、みんながいたからこその結果なのだけど……

　これ以上、この二人に言っても無駄っぽいので、ひとまず次の話に移ることにした。

「ところで、今日はどうしたんだ？」

「うむ。領主達の処遇や街の今後について、ある程度方針が固まったので、レインには伝えておこうと思ってな。気になるだろう？」

「それは確かに」

「ところで……レイン達は、二人だけなのか？」

「他のみんなは色々とあって。今日はカナデだけだ」




　タニアにはニーナの面倒を見てもらっている。

　最強種とはいえ、ニーナはまだ子供だ。エドガーに捕まっていたことを考えると、怪我をしていないかとか、色々と調べておかないといけない。

　それに、心のケアも必要だ。

　なので、その辺りのことをタニアにお願いしておいた。

　ソラとルナは、魔法を使い街の復興の手助けをしている。

　今回の一件で、ソラとルナが精霊族であることがバレてしまった。

　しかし、驚かれたくらいで忌避されることはなく、逆に街を救ってもらったと感謝された。

　ソラとルナは街の人と仲良くなり……

　街の人のために何かしたいと言い出して、魔法で復興の手助けをしている、というわけだ。




「まずは騎士団について話そうか。領主と繫がる騎士は全員逮捕した。あの後、各地を捜索して癒着などの証拠を手に入れたからな。王都の本部の指示で、隊長を始め、全て解任された。後で裁きを受けるだろう。次は……領主達について話すとするか」

「頼むよ」

「まず、領主は投獄された。監査を行うと、不正の証拠が山程出てきてな。もはや言い逃れはできない。後に王都に移送されて、裁判にかけられるだろう」

「かくして、悪は滅びたのにゃ！」

　別に死んだわけじゃないからな？

「あのいやーな男……そうそう、領主の息子はどうなったの？」

「エドガーは、今は治癒院で治療を受けている」

　悪運が強いというべきか。

　エドガーは魔族と一緒に共倒れすることなく、生き残った。

　ただ、魔族化した反動のせいで体はぼろぼろで、一人ではまともに歩くこともできない。

　治療を受けているという話だけど、完治は難しいらしい。

　とはいえ、同情の余地なんて欠片もない。全て自業自得だ。

　正直なところ、ざまあみろ、という感想しか思い浮かばない。

「ざまあみろ、だね！」

　カナデも同じようなことを思っていたらしい。

　直接的な被害は受けていないものの、囚われていたニーナを見て、ムカムカとするものがあったようだ。

「カナデは優しいな」

「にゃ？　どうしたの、突然」

「誰かのために怒ることができるのは、カナデの良いところだから……って、改めてそう思ったんだよ」

「んー……よくわからないけど、褒められちゃった♪　えへへっ」

　カナデがうれしそうに、喉をゴロゴロと鳴らした。

　どうやって音を出しているんだろう？

「エドガーについては、魔族化の件もある。ある程度回復した後、尋問するつもりだ。最も、何も覚えていない様子だから難しいかもしれないが……」

「なるほど。それで……今後、この街はどうなるんだ？」

　領主とその息子が揃って逮捕されるという、とんでもない事件に発展した。

　これから、この街はどうなってしまうのか？

「すぐにというわけにはいかないが……王都の方で、新しい領主が任命されるだろう。それから、実際に任を拝命するまでは、さらに時間がかかるだろうな。その間は、他の街の領主が兼任するらしい。しばらくは混乱が続くかもしれないな」

　これから先、ホライズンは辛い日々が続くかもしれない。

　結果的に、俺がその引き金を引いた。

　そう考えると、これで正しかったのかどうか、よくわからなくなってしまう。

「レイン、レイン」

「うん？」

「えいやっ」

　ぺこん、とカナデに軽く叩かれた。

「な、なんだ？」

「今、変なこと考えていたでしょ？　これでよかったのかな、とか、そんな感じの」

　なんでわかるんだ？

　思わず、驚きに目を丸くしてしまうと、カナデが得意げに胸を張る。

「ふふーん、レインのことならなんでもわかるんだよ。私、レインの使い魔だからね♪」

　普通、逆じゃないか？

　主の方が使い魔を把握しているんじゃないか？

「レインは優しいから、色々と考えちゃうんだよね。でもでも、そこは気にしないでいいと思うな。気にしたら負けだよ」

「負け、って……」

「にゃー……つまり、私が言いたいことは、レインは悪くないっていうこと！　むしろ、すごく良いことをしたよ。あのまま領主達を放っておいたら、たくさんの人が泣いていたと思うの。レインは、誰かの涙を止めることができたんだよ。それは、誇っていいことだよ」

「……カナデ……」

「だから、元気出して。悪いことは考えないで。ね？」

「そうだな」

　カナデが励ましてくれているのに、いつまでも落ち込んでいるわけにはいかない。

　やれるだけのことはやった。

　完璧を求めることは難しい。

　なんとか、そういう風に気持ちを切り替えることにしよう。

「私も同意見だぞ」

　カナデに続いて、ステラもそう言う。

「レインは、他の人にできないことを成し遂げた。レインがいなければ、この街はどうなっていたか……さきほども言ったが、レインはこの街の英雄だ」

「英雄はやめてくれ」

「いいや、やめないぞ。事実だからな」

　ステラは意地の悪い笑みを浮かべた。

　俺が戸惑っているのを理解した上で、そう言っているのだろう。

　真面目な騎士かと思いきや、案外、意地悪な性格をしている。

「改めて礼を言わせてほしい。ありがとう、レイン」

　ステラが手を差し出して……俺は、その手をしっかりと握り返した。

「もしかしたら、レインは、他でも英雄と呼ばれるようになるかもしれないな」

「どうしたんだ、突然？」

「うむ。それだけのことをレインなら成し遂げそうな気がしたのだ」

　そんなことを言われても、過大評価が過ぎる。

「私はレインのことを高く評価している。どうだ、騎士団に入隊してみないか？」

「え？　騎士団に？」

「うむ。レインならば、きっと素晴らしい騎士になる。私が保証しよう。それに、今は人手が足りなくてな。どうだ？　一緒にこの街の平和と秩序を守らないか？」

「ダメダメダメー！」

　なぜかカナデが拒否した。

「レインは私達と一緒に冒険をするんだから！　騎士なんてやるヒマないの！　ダメだからねっ」

「む、そうなのか？」

「そうなの！」

「俺の代わりに答えないでくれよ」

「だって、レインがいなくなるんじゃないか、って……」

「そんなことはないさ」

　カナデの頭を撫でる。

「俺が、カナデ達と別れるわけがないだろう？　大事な仲間なんだから」

「にゃあ♪」

　うれしそうにするカナデ。

　その顔を見ていると、優しい気持ちになれる。

「そうか、残念だ。振られてしまったようだな」

「悪い。俺は、冒険者の方が似合っていると思うから」

「気が変わったらいつでも言ってほしい。歓迎するぞ」

「その時はよろしく頼むよ」

　これで話は終わりだろう。

　そう判断して、出口に向かう。

「何かあれば、その時は力になるよ。遠慮なく言ってくれ」

「うむ。頼りにさせてもらう。では……またな」

「ああ、また」

　ステラと挨拶を交わして、俺達は騎士団支部を後にした。




～Another Side～




　エドガーは治癒院のベッドに寝ていた。体のあちこちに包帯が巻きつけられている。

　多量の薬草が使われているものの、痛みが消えない。

「くそ……どうして、俺がこのような目に遭わないといけないのだ」

「調子はどうですか？」

　治癒術士がエドガーの様子を見に来た。

　エドガーは応えることなく、だんまりを決め込む。

「……怪我の具合を見ますよ」

　治癒術士にとって、エドガーの態度はもはや慣れたものだった。

　かまうことなく触診をして、怪我の具合を確かめる。

「順調に回復しているみたいですね。これなら、来月には退院できるでしょう。もっとも、杖なしに歩くことはできないでしょうが」

「なんだと？」

　聞き捨てならない言葉に、エドガーは思わず反応してしまう。

「お、おい……今のはどういう意味だ？」

「そのままの意味ですよ？　あなたは、もうまともに歩くことはできません。怪我の後遺症ですね」

「そんなバカなことが……おいっ、お前は治癒術士なのだろう!?　俺の怪我を完璧に治せっ、これは命令だ！」

「無理を言わないでください。それは不可能です。それほどまでに、あなたの怪我は深いんですよ。それに……」

　治癒術士はエドガーを睨みつけて、嫌悪の感情をぶつける。

「あなたの治療をするのは、とても不快なことなんですから。怪我を完璧に治すなんて、例えできたとしても、そんなことは絶対にやりませんよ」

「なっ……貴様、この俺を誰だと思っている!?」

「元領主の息子ですよね？」

「元……？」

「知らないんですか？　あなたのお父様はすでに投獄されて、裁判を待つ身です」

「な、なに……？」

「あなたには何も残っていません。どうすることもできません。今までのツケが回ってきましたね」

「バカな……俺は領主の息子だぞ？　この街を治めるものだ！　それなのにっ」

「はぁー……ショックが大きくて、現実が受け入れられないんでしょうか？　こうなると、哀れですね。怒りも湧いてきませんよ。なんかもう、どうでもいいですね。関わり合いになりたくないです。じゃあ、また後で様子を見に来ますね」

「ま、待てっ」

　エドガーは治癒術士を引き留めようとするが、無視された。

　部屋に一人残される。

「この俺が……治癒術士などに……」

　人の上に立つ存在であると信じて疑っていなかった。

　それなのに、下にいるはずの人間から哀れまれた。

　エドガーのプライドがズタズタになる。

「バカな……こんなことは……こんな、ことは……」

「いたぞ、この部屋だ」

　部屋の扉が開いて、複数の男が立ち入ってきた。

「なんだ、貴様らは？」

「噂うわさは本当だったみたいだな」

「まさか、こんなところに領主の息子がいるなんてな」

「都合のいいことに、こいつ動けないみたいだぜ」

「お、おい……誰だと聞いているんだ！　答えろっ」

　男達は、皆、剣けん吞のんな雰囲気をまとっていた。

　エドガーは声を張り上げた。

　それは、怯える心をごまかすためのものにすぎない、哀れな行動だった。

「なあ、俺達のこと、覚えているか？」

「ふん……貴様らのような下民など、俺が知るわけないだろう」

「こいつ！」

「まあ、待て。ヤルのは罪を自覚させてからだ」

　不穏な会話を交わす男達に、エドガーの心臓がどくんどくんと跳ねる。

　何をしているのだろう？　何が目的なのだろう？

　エドガーの中で、恐怖と不安が少しずつ膨れ上がっていく。

「俺の妻は、お前に連れて行かれたんだよ」

「俺は、恋人を連れて行かれた」

「俺は妹だ」

「な……なに？」

「お前がこうなったことで、みんなは解放されたが……それでも、過ぎた時間は元に戻らない。みんな、心にひどい傷を負った」

「こんなことをしても何にもならない、ってのはわかっているが……それでも、何もしないで黙ってるなんてこと、無理なんだよ」

「落とし前、つけさせてもらうぞ」

　男達がナイフを取り出した。

　切っ先をエドガーに向けて、それぞれ暗い表情を浮かべる。

「や、やめろっ……貴様ら、何をしているのかわかっているのか!?　この俺に、そのようなことを……おい、やめろ！」

「俺達が何度頼んでも、お前はやめてくれなかったよな？」

「わかった。あ、謝ろう。特別に頭を下げてやる……だからっ」

「この期に及んで、この態度……」

「コイツ、救えねえな」

　男達はナイフを手に、エドガーににじり寄る。

　ハッキリとした危機を目の前にして、エドガーは冷や汗を流した。

　なんとか逃げようとするものの、体はまともに動かない。ベッドをギシギシと鳴らすだけだ。

　ナイフがエドガーの肌に触れた。

　スゥッと切っ先が沈み、赤い線ができる。

「い、痛いっ!?」

　怖い、怖い、怖い。

　痛みが恐怖を倍増させて、エドガーは心の底から震えた。

　初めて味わう痛みと他人からの殺意に、歯がガチガチと鳴ってしまう。

「やめてっ、やめてくれ！　頼むっ、助けてくれ！　頼むから……い、いや、お願いしますっ、お願いだからやめてください！　お願いしますっ」

　エドガーは恥も外聞もなく、男達に懇願した。

　体を丸めて、涙を流しながら、もうやめてほしいと訴える。

　あまりにも哀れな姿だった。

　以前のエドガーを知る者が見たら、別人ではないかと疑うような光景だった。

「やめて、やめて……お願いだから、やめてください……謝る、謝りますから。だから……」

「……つまらない男だな」

　見苦しいエドガーの醜態に、男達の復ふく讐しゅう心しんは急激に冷めていく。

　このような男を相手に、刺し違えてでも殺してやる、と意気込んでいたのがバカみたいだった。

「行こうぜ」

「そうだな。こんな男、殺す価値もない」

　男達はナイフを収めて、そのまま部屋を後にした。

　一人になったエドガーは、危機が去ったことを理解して安堵の吐息をこぼした。

　それから、自分の醜態を思い出した。

「お、俺は……どうして、あんなことを……」

　エドガーの脳裏に、必死になって命乞いをしていた自分の姿が焼き付いていた。

　忘れようとしても忘れられない。

　心がガラガラと崩れていく。

「な、なんで、こんなことに……俺は、俺は。うっ、うぅ……」

　エドガーは頭を抱えてうめいた。

　もう、それしかできない。それ以外のことは何もできない。




　その後……

　エドガーは何を質問されてもまともに答えることができず、心神喪失状態と判断された。

　いくら回復魔法でも、心を癒やすことはできない。

　しかし、心神喪失状態になったからといって、今までの罪が帳消しになるというわけではない。

　きっちりと裁かれることになり……

　父親と同様に、王都に移送されて有罪判決を受けることになる。

　そのまま、エドガーは一生を牢ろうの中で過ごすことになるが、それはまた別の話だ。




「……」

　窓から治癒院の中の様子を眺めていた男……アリオスは、そっとその場を離れた。

「余計なことを喋らないように、始末した方がいいかと思ったが……あの様子なら、何も問題はないか。指輪も回収したことだし。ふん、使えない男だったな」




～Arios Side～




　アリオスは滞在している宿に戻った。

　部屋に入ると、アッガス、リーン、ミナの三人が揃っていた。

「あ、おかえりー」

「どこに行っていた？」

「なに、ちょっとした野暮用さ。君達は何をしていたんだい？」

「私達は、先の騒動に関する情報収集をしていて……今、話をまとめていたところです」

「先の騒動、ねぇ……」

「情報統制がされていますが……先日、街中に現れたという化け物は魔族で間違いないでしょう」

　魔族が街中に現れるということは深刻な事態だ。

　ここ数年、そんな事件は起きたことがない。

　ただ、前例がないわけではない。

　魔王と戦争が繰り広げられている最中に、魔族が街中に現れたという事件がある。

　そのことを考えると、今回の事件は魔王が戦争を始める兆候なのかもしれない。

　そう考えていたミナは、重い表情をしていた。

　しかし、魔王はまったく関係ないということを知っているアリオスは、気楽な返事をする。

「そこまで深く考えることはないだろう。この街の領主は色々な骨こっ董とう品ひんに手を出していたと聞く。大方、その中の一つに魔族が封印されていて、何かの弾みで解けてしまったのだろう」

「そうでしょうか……？」

「考えるだけ無駄さ。魔族はもう討伐されたんだろう？　真相はわからない」

「そのことだが……」

　アッガスが口を開いた。

　また余計なことを言うのではないか？

　アリオスは、内心で舌打ちした。

「やはり、魔族を放置していたというのはまずいのではないか？」

「はあ。またその話か……」




　事件当夜。

　街に滞在しているアリオス一行は、強力な力を持つ敵生体が出現したことを知っていた。

　その上で、大した相手ではない、わざわざ勇者が出る必要はない……と、放置することを決めた。

　アッガスやミナは渋ったものの、アリオスが強引に話を押し通したのだ。

　全てアリオスの策略だ。

　わざと魔族を召喚させたのに、それを自分達の手で倒してしまっては意味がない。

　なので、あえて無視した。




「この街には冒険者がいる。騎士もいる。それなのに、わざわざ僕らが出張る必要はないだろう？」

「しかし、相手は魔族だぞ？　俺達の敵だ」

「当時はそんなことはわからなかった。ちょっと強い力を持った魔物、という程度の認識しかなかったから、仕方ないさ」

「それはそうかもしれないが……しかし、どちらにしろ敵を放置するのはどうかと思うが」

「違う。僕達の敵は魔王だ。魔族なんて雑魚は、その他おまけにすぎない」

「それは……」

「それに、僕達がいなくてもなんとかなったじゃないか。つまり、その程度の相手だったということさ。僕らは便利屋じゃない。雑魚にいちいちかまけているヒマはない。そうだろう？」

「……まあ、アリオスの言うこともわからないではない」

「なら、この話はこれで終わりだ。過ぎたことだ。蒸し返しても仕方ない」

「わかった」

　ちょろいな……アリオスは内心で笑った。

　所詮、力と頑丈さしか売りのない戦士だ。知恵が頭に回っていない。

　子供を相手にするよりも簡単だ。

　アリオスがそんなことを考えているとも知らず、アッガスは感情の読めない表情で、おとなしくしていた。

「みんなが相談していたというのは魔族のことだけかい？」

「いえ、もう一つあります」

「あのさー、そろそろ旅を再開しない？　あたし、この街飽きたんだけど」

　リーンが髪の毛を指先でいじりながら言う。

　そんなリーンの話を受けて、アリオスは考えた。

　まだレインを消していない。受けた屈辱を返していない。

　そのことはとても残念だ。今すぐにでも策を練り直して、次の手を打ちたいと思う。

　しかし、あまり固執するわけにはいかない。復讐ばかり考えていたら、思わぬところで足をすくわれてしまうかもしれないからだ。

　それに、すでにあれこれと動いた後だ。立て続けに行動を起こすと、レインに感づかれてしまうかもしれない。あれはあれで鋭いところがある。

　今は、これから先のことを考えた方がいいだろう。

　レインのことについては、後日、改めて考えればいい……アリオスはそう判断した。

「そうだな、そろそろ旅を再開しようか」

「待ってました！　次はもっと華やかな街に行きたいわ」

「リーン。私達は、魔王討伐という崇高な使命を帯びているのですよ。俗物的な思考をしないでください」

「ちょっとくらい、いいじゃん。ずっと張り詰めてたら、気が休まらないっしょ」

「それは、まあ……」

「ところで、路銀が減っているのだが……誰か知らないか？」

　アッガスの言葉に、アリオスは一瞬、苦い顔をした。

　路銀が減っているのは、アリオスが勝手に使い込んだからだ。

　そのことがバレれば非難は免れない。

　レインを消すために闇市でマジックアイテムを購入した……なんて、言えるわけがない。

　アリオスは知らぬ存ぜぬを決め込むことにした。

「アリオスは知らないか？」

「さあ？　そんなことになっていたなんて、今、気づいたばかりだね」

「そうか……アリオスがそう言うのならば、そうなのだろう」

　どことなく含みのあるアッガスの言葉に、アリオスは軽く舌打ちした。

　俺は知っているんだぞ、と言われているような気がした。

「ないならないでしゃーないでしょ。毎月、支度金が送られてくるんだから困ることはないし」

「……そうだな」

「でも、食料や水はどうします？　お金がないと買うことはできませんよ。次の支度金は、しばらく先になりますが……」

「あたしたちは勇者様御一行なんだよ？　いつもみたいに徴収すればいーじゃん」

　身勝手極まりない発言であるが、誰もリーンの言うことに反論しない。

　むしろ、それもそうか、と納得したほどだ。

「なら、さっそく外に出よう」

　アリオスの言葉に一同が頷いた。

　宿をチェックアウトして、店が立ち並ぶ区画に移動した。

　まずは食料品だ。

　適当に店を探して、都合のよさそうなところを見つけた後、店主に声をかける。

「少しいいかい？」

「ん？　なんだ、今は……って、勇者様？」

　アリオスが声をかけると、店主は驚いたような顔をした。

　アリオスのことを知っているらしい。

　それならば話が早いと、アリオスは笑みを浮かべる。

「一週間分の食料と水を適当に見繕ってくれないか？　旅に持っていくような、かさばらないような保存食がいいな」

「は、はい。一週間分……四人分ですか？」

「ああ、そうだ」

「それならば、そうですね……それなら銀貨十枚ほどになりますが、よろしいですか？」

「いいわけないだろう」

「え？」

「僕は勇者だ。知っての通り、世界を救う旅をしている。ならば、それに協力するというのが民の義務だろう？　あいにく、今は手持ちがなくてね。徴収させてもらうよ」

「あたし達の役に立てるんだから、光栄に思いなさいよ。そうそう。特別に、勇者パーティーが立ち寄った店、っていう宣伝をしてもいいわよ？」

　アリオス達にとって、これは当たり前の行為だった。

　世界を救う使命を持つ自分達に人々が協力することは、当然のこと。

　迷うことなく、心の底からそう思っている。

　事実、今までは何も問題なかった。

　誰も彼も、戸惑いこそするものの、すぐに媚こびるような笑みを浮かべて要求に応じてきた。

　今回も、すぐに食料を差し出してくれるだろう。そう思っていたのだけど……

「悪いが、帰ってくれませんか」

「なに？」

「いくら勇者様とはいえ、この状況で、タダで食料をあげるわけにはいかないんですよ」

「何を言っているのか、わかっているのか？　勇者である僕が協力を要請しているんだぞ？」

「勇者様こそ、何を言っているかわかっているんですか!?　先日の事件で街はメチャクチャだ！　物流も滞っていて、自分が食べる分も困っているくらいだ。そんな状況なのに、タダで食料を渡すなんて、できるわけないでしょう。帰ってくださいっ」

「き、貴様。この僕に、そんな口を……」

　店主の言葉は、これ以上ないほどの正論だった。

　さすがのアリオスも、怒りを覚えながらも反論することができず、たじろいでしまう。




　その時だった。

　隣の店の店主が前に出て、会話に割り込んでくる。

「言っておくが、あんたらに物をあげる店なんて、この街にはどこにもないぞ」

　追い打ちのような言葉がかけられた。

「隣で話を聞いていれば、ふざけたことを……あんたら本当に勇者なのか？　信じられないな。あんたらよりも、あの若者の方がよっぽど勇者らしい」

「……そんなことを口にして、タダで済むと思っているのかい？」

「おっと。勇者ともあろうものが、こんな往来の真ん中で手を上げるのかい？　しかも、無抵抗の相手に？」

「ぐっ……」

「聞けば、あんたらは魔族を放置して、この街を見捨てたというじゃないか」

「そ、そんなことは……」

　おそらく、宿に泊まっている他の客から話が漏れたのだろう。

　魔族が出現したというのに、アリオス一行は宿から出ない……そんなところを目撃されて、話が広まり、今に至るという感じか。

「なにが勇者だ、ふざけやがって。あんた達に協力することはできないし、ウチの大事な商品を売ることもない！」

　キッパリと言い切る男の言葉に追従するように、周囲からそうだそうだと賛同の声があがった。

　いつの間にか、ちょっとした騒ぎになっていたらしい。

　人だかりができていて、注目の的になっていた。

「勇者と名乗っておきながら、いざという時に助けてくれないなんて……！」

「好き勝手していたくせに、身勝手すぎる！」

「この連中に半ば脅されて、商品を巻き上げられた人を、俺はたくさん知っているぞ！」

　人々の非難にさらされて、アリオス達がたじろいだ。

「くっ……こ、こんな連中にかまっていられるか！　行くぞっ」

「ま、待ってください、アリオス。まだ食料が……」

「そんなものは、他の手段でどうとでもなる。いざとなれば現地調達すればいい。これ以上ここにいるのは不愉快だ！」

「わ、わかりました」

　今まで耐えてきたものを一気に吐き出すように、怒りに声を荒らげる人々。




　……これは始まりだ。

　勇者の名声が落ちて、全てを失うまでのカウントダウンがスタートした。

　そのことに気づくことなく、アリオス達は現実から目を背けて、街を後にした。
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◆






　宿に戻ると、みんなの姿があった。

「おかえり」

「おかえり……なさい」

　タニアとニーナが迎えてくれる。

　その一方で、ソラとルナは……

「ルナ。それは、ソラの分のホットドッグですよ。横取りしないでください」

「いつまで経っても食べないから、我がもらってやるのだ。早く食べないともったいないのだ」

「後々の楽しみにとっておいたのです。さあ、今すぐ返し……あああっ!?」

「はぐはぐはぐっ……うむっ、美味である！」

「……ソラに対する挑戦ですね？　挑発ですね？　いいでしょう、その勝負、受けました。ルナの体に超級魔法を叩き込んであげますね」

　なにやら姉妹ゲンカが勃発していた。

　ホットドッグを巡って争っているみたいだけど……たかがホットドッグで、超級魔法を撃とうとしないでほしい。

　見ていて、心臓が痛くなってしまう。

「はい、そこ。ケンカをしない」

「おっ、レインではないか。おかえりなのだ」

「レインっ、聞いてください！　ルナが、ソラのホットドッグを強奪したのです。これは許せることではありません。罰を与えてください」

「強奪ではないぞ？　横取りしただけだ」

「同じことじゃないですか！」

「えっと……その前に、二人共、どこでホットドッグを？」

　財布は俺が持っているから、二人は金を持っていないはずなんだけど……

「瓦が礫れきの除去の手伝いをしていたら、そのお礼にもらいました」

「以前、我らがホットドッグに夢中になっていたのを見ていて、覚えている者がいたらしい。見事な貢物である」

「なるほど。ホットドッグならまた買ってあげるから。そんなことでケンカをしないように」

「むぅ……レインがそう言うのならば仕方ありませんね」

「ところで、騎士団の様子はどうだったのだ？　レイン達は、男のように喋る騎士と話をしてきたのだろう？」

「ああ、そうだった。そのことなんだけど……」

　一通りの顚てん末まつをみんなに伝えた。

「なるほど……領主達は王都で裁判にかけられるのですか」

「我が直接裁いてやってもいいのだぞ？」

「ま、妥当なところじゃない？　でも、新しい領主が選ばれる、って……また変なのが来たりしないでしょうね？」

　タニアの懸念は最もだ。

　今までと変わりない人だとしたら困るし、今まで以上にろくでもない人物だとしたら目もあてられない。

　が、さすがにそれはないだろう。

　領主を任命する側にも責任はある。同じ失敗をすれば、それ相応の責任を取らなければいけない。

　そんな事態は、誰でも避けたいはず。

　なので、失敗を繰り返さないように、今度は厳正に領主が選ばれることだろう。

　そのことをみんなに伝えた。

「これで、この街は正しい方向に歩いていくことができるはずだ。まあ、時間はかかるかもしれないけどな」

「レインのおかげだね♪」

　カナデが笑顔で言う。

「いや、別に俺は関係ないだろう？」

「えー、そんなことないよ。レインががんばったから、今があるんだと思うよ。ね、みんな？」

　みんながコクコクと頷いた。

　今回の一件で、俺は、誰かの力に……この街の人の力になることができたのだろうか？

　だとしたら素直にうれしい。

「ねえねえ、レイン。明日からはどうするの？」

「今後のことは、そうだな……ギルドに呼ばれているから、その内容を確認してからになるかな。ただ、その前に……」

　ちらりと、ニーナを見る。

　俺の視線に気がついて、ニーナがびくんとした。

　どことなく緊張した様子で、俺の様子をうかがっている。

「ニーナは、これから先、行くところは？」

「……ない」

「どこかの村で祀まつられてたのよね？　そこに戻らないの？」

「……もう、ないと思う」

「あ……ご、ごめん。あたし、無神経だったわね」

「うう、ん……気にしない、で」

　ニーナは帰るところがないらしい。

　それならば……

「ニーナさえよければ、俺達と一緒に来ないか？」

「ほ、ホント……？」

　驚いた様子で、ニーナがじっとこちらを見た。

「わたし……一緒に、いても……いいの？」

「ニーナがよければ」

「わたし、は……」

　困惑した感じで、ニーナがうつむいてしまう。

　この子の場合、今の言い方だと、迷わせてしまうのかもしれない。

「俺がニーナと一緒にいたいんだ」

「レインが……わたし、と……？」

「あんな騒動を一緒に潜り抜けたから、もう仲間みたいなものだろう？　だから……このまま、一緒にいないか？　パーティーに加わってほしい」

「でも、わたし……役立たず、だよ？」

「そんなことないよ。魔族との戦いの時、ニーナに助けてもらった。ニーナがいなかったら、魔族を倒すことができず、逃していたと思う」

「でも、でも……本当に、大したこと……で、できなくて。足、引っ張っちゃうと思うから」

「役に立つとか立たないとか、そういうことは、ひとまず置いておこう。今は、もっと別のことを考えてほしい」

「別……？」

「俺達と一緒にいたいか、そうでないか。シンプルに、それだけを考えてみないか？」

「あ……」

「ちなみに、俺はニーナと一緒にいたい。ニーナの仲間になりたい。どうかな？」

　神族とはいえ、小さな子を放っておけないという気持ちもあるけれど……

　でも、それだけじゃなくて。

　あの戦いを潜り抜けた仲間として、これからもニーナと一緒にいたいと思った。

　この気持ちは、本物だ。

「にゃー……レインがまた女の子を口説いているよ」

「ニーナはまだ小さいのに……もしかして、そういう趣味なのかしら？」

「ふふんっ、小さいことが有利だとしたら、我に任せるがいい。レインの心をキャッチだ」

「ソラも同じような背丈ですよ」

　みんながよくわからないことを言うが、ひとまず、今は気にしないことにした。

　ニーナに笑いかけながら、そっと手を差し出した。

「一緒に来ないか？」

「……んっ！」

　小さな体に確かな決意を宿して、ニーナは俺の手を取った。





◆






　新しい仲間が加わり、パーティーはだいぶ賑にぎやかになってきた。

　これだけの人数になると、そろそろ宿は厳しいかもしれないな。部屋数を占拠してしまうから、長期滞在は宿主に嫌われてしまう。

　どこか、自分達だけの拠点を手に入れることができればいいのだけど……

「ん？」

　クイクイと服を引っ張られて視線を落とすと、ニーナがこちらを見上げていた。

「どうしたんだ？」

「あの、ね……みんな、レインと契約……しているんだよね？」

　あれから改めて自己紹介をして……その際、みんなは俺と契約をしていることを口にした。

「そうだけど。それが、どうかしたのか？」

「えと、その……」

　ニーナがもごもごと、言葉に迷う。

　何か言いたいみたいだけど、うまいこと言葉にできないみたいだ。

　するとカナデが、ニーナの代わりというように口を開く。

「もしかして、ニーナもレインと契約したいの？」

「……ん」

　カナデの言葉に、ニーナは小さく頷いた。

「わたし、も……レインの力に、なりたい……の」

「別に、無理することはないんだぞ？」

「うう、ん……無理なんて、していないよ？　わたし、が……したい、って思うの」

　言葉はたどたどしいけれど、ニーナの強い意思が感じられた。

「ん、わかった。そういうことなら、契約をしようか」

「ホントっ……？」

「ああ。ただ、すでにみんなと契約しているからな。この上、さらにニーナと契約できるかどうか……そこが不安だけど」

「なんか、どこかで聞いたようなセリフですね」

「我らの時も、似たようなことを言いながら、あっさりと契約したぞ」

　ソラとルナが、やれやれというような感じで言う。

　なんだかんだ言いながらも、ソラとルナの時も……タニアの時も、カナデの時も、契約をすることができた。

　たぶん、今回も大丈夫だろう。

　色々なことを経験してきたおかげで、ある程度、自分に自信を持つことができた。

「じゃあ、いくぞ」

　親指を嚙み、流れる血で魔法陣を描く。




「……我が名は、レイン・シュラウド。新たな契約を結び、ここに縁を作る。誓いを胸に、希望を心に、力をこの手に。答えよ。汝なんじの名前は？」




「……ニーナ……」




　契約が成立した。

　ニーナの手に、みんなと同じ魔法陣が描かれる。

「これで契約は成立だ」

「わぁ……これは？」

「契約の証かな」

「……これが……」

「にゃん、今日からニーナも仲間だね♪」

「よろしくね、ニーナ」

「歓迎するのだ！」

「よろしくお願いします」

「……うん。みんな、よろしく……ね」

　ニーナは、そっと手の平を胸に押し当てて、うれしそうに笑った。

　その手には、みんなと同じ模様が描かれていた。それは、俺達の絆の証だ。





エピローグ　これからも一緒に




　夜。

　そろそろ寝ようとしたところで、扉がコンコンとノックされた。

「はい？」

「えっと、あの……わたし、だけど」

「ニーナか？　どうぞ」

　どこか遠慮がちに、ニーナが部屋に入ってきた。その手には、なぜか枕が抱えられている。

「どうしたんだ？　こんな時間に」

「えと、その……あう」

　問いかけると、ニーナは困った様子でうつむいてしまう。いや。困っているというか……どこか、ビクビクとしている感じだ。

　いたずらをした子供が、怒られるのでは？　と怯おびえている感じに近い。

　とはいえ、ニーナはいい子なので、いたずらをしたとは思えない。

　となると……なにかしてほしいことがあり、でも、緊張のせいで口にできないのだろうか？

「どうしたんだ？　なにか、話があるんじゃないのか？」

　ニーナから口を開いてもらわないといけないので、緊張を解きほぐすように、なるべく優しい声で語りかけてみた。

「えっと……その……ね？　一緒に……寝ても、いい？」

　今日は宿が空いていたので、人数分の部屋をとっていた。

　ニーナも子供とはいえ女の子だから、一人の時間がほしいだろうし……それに、部屋に備え付けられているベッドは一つだけだ。

　誰かと一緒の部屋になると、必然と窮屈な思いをすることになる。

　二人用の大きなベッド……あるいは、ベッドが二つある部屋は、あいにくと全部埋まっていたのだから、仕方ない。

　でも……そうだよな。ちょっと考えが足りなかったのかもしれない。

　あんな経験をしてきた後で、一人にされる方が心細いだろう。

　しばらくは、誰かが傍にいた方がいいな。

「俺じゃなくて、カナデと一緒に寝るか？　それとも、タニアとか。言いにくいなら、俺が二人に頼んでみるけど」

「ううん……レインと一緒が、いい……」

「それは……ちょっと、どうかと思うぞ」

「どう、して……？」

「ニーナは女の子だろう？」

「ん」

「それで、俺は男」

「ん」

「一緒に寝るのは、どうかと思うぞ」

「なん、で……？」

　そんな純粋な目で尋ねられると、ものすごく答えに困る。

　でも……俺が気にしすぎなだけなのか？　ニーナはまだ子供なんだから、あれこれ考える必要はなくて、一緒にいてあげることだけを考えた方がいいのかもしれない。

　うーん、どうしようか？




　コンコン。




　迷っていると、再び部屋の扉がノックされた。

「はい？」

「レイン、あたしだけど……」

　扉の向こうからタニアの声が聞こえてきた。

「こんな時間にごめんなさい。ちょっといい？」

「いいよ」

「邪魔するわね。実は、ニーナが見当たらなくて……」

　部屋に入ってきたタニアが、先客のニーナに気がついて、目を丸くした。その視線が、ニーナが手に持つ枕と俺とを、交互に行き来する。

「レイン……な、なにをしようとしていたの!?」

　タニアはニーナをかばうように抱き寄せて、俺を睨にらみつけてきた。

　あ。これ、間違いなく誤解されているな。しかも、ものすごく不名誉な誤解だ。

「誤解だからな？」

　ここで慌てたらものすごく不自然なので、落ち着いて弁明する。

「ほら、今日は部屋をそれぞれ分けただろう？　それで、ニーナが一人だと寂しいらしくて……」

「それで、レインのところに？」

「そういうこと」

「なーんだ。ついに、レインがそういう趣味に目覚めたのかと思って、ちょっと慌てたわ」

　誤解が解けたらしく、タニアの目から警戒の色が消えた。

　しかし、そういう趣味ってどういうことだ、俺は至ってノーマルだぞ。

「でも、なんでレインのところに？」

「それは……なんでだろう？」

　俺とタニアの視線がニーナに向いた。

　ニーナは、ちょっとだけあたふたとしながら答える。

「ん……レインと契約、した……から。一緒にいた方が……いいかな、って」

「そんな理由なのか」

「あと……」

　まだ続きがあるらしい。

「よく、わからないけど……一緒にいたいな……って」

　助けたからなのか、すっかり懐かれてしまったらしい。心を許してくれたことはうれしく思うが、だからといって、夜も一緒にいようとしないでほしい。色々と困る。

「まあ、そんなわけだから、タニアのところでニーナを預かってくれないか？」

「それは構わないけど……」

　タニアが疑問を呈する。

「ニーナは、あたしよりレインと一緒にいたいのよね？」

「……ん」

「っていうことだけど？」

「それは……」

「妥協案、提示してあげましょうか？」

　タニアが笑みを浮かべながら、そっと近づいてきた。

「妥協案というと？」

「あたしもレインと一緒に寝るの」

「な、なんでそんなことに……？」

「だって、そうすれば問題ないでしょう？　ようは、ニーナと二人きり、っていうところが問題なんでしょ。なら、あたしも一緒に寝れば解決っていうわけ。べ、別に、あたしがレインと一緒に寝たいとか、そういうわけじゃないからね!?　ニーナのためなんだから。勘違いしないでよっ」

「そう言われると、それが最善に聞こえてくるなあ」

　幸いというべきか、俺の部屋のベッドは大きいサイズだ。ニーナが小さいから、タニアが一緒でも十分なスペースがある。

「って、いやいや！」

　問題、大アリだろう！　ニーナと一緒に寝るよりも、タニアと一緒に寝る方が問題だ。

　俺は、すぐに反対票を投じようとするが、

「わあ……タニアも一緒、なの……？　みんなで一緒に……寝る♪」

　ニーナが、ものすごくうれしそうな顔をしていた。キラキラと顔を輝かせている。

　たぶん、人の温もりに飢えていたのだろう。エドガーに捕まる前から、一人で生きてきたみたいだからな……誰かと一緒に寝たことなんてないのだろう。

「えっと……」

　どうしよう？

　こんなにうれしそうにしているニーナの願いを断るのか？　それはそれで、ものすごい悪いことをしているような気分になってしまう。




　バァン！




　迷っていると、再び扉がノック……されることなく、勢いよく開いた。

　そこにいたのは、ソラとルナの双子。

「話は聞かせてもらったのだ！」

「抜け駆けは許しませんよ」

「ソラ？　ルナ？　どうしてそんなところに？」

　どう考えても、部屋の外で盗み聞きをしていたのだけど……いつから話を聞いていた？

「我らもニーナのことが気になってな。部屋を訪ねてみたのだ」

「そうしたら、すでに空っぽ。レインのところではないかと思い、こうして駆けつけたわけです」

「レインと一緒に寝るなんて、すごくおもしろそうではないか！　当然、我らも一緒に寝るぞ。仲間外れはダメなのだ！」

「枕もしっかりと用意してありますよ」

　二人は、部屋から持ち出した枕を見せてきた。

「もう……せっかく出し抜けたと思ったのに」

　なぜか、タニアが不満そうな顔をしていた。

「さあ、みんなで寝るのだ！」

「ここまできて、断る、なんてことを考えていませんよね？」

　ソラとルナがぐいぐいと押してくる。

　いいのか？　みんな、年頃の女の子だろうに。もうちょっと、恥じらいとか戸惑いとか、そういうものがあってもいいと思うんだけど。

　とはいえ、断れない状況に陥ってしまっていることは確かなわけで……

「はあ……わかったよ。もう好きにしてくれ」

「ひゃっほーっ、なのだ！」

「ふふふ、今夜は一緒ですね」

　ソラとルナがうれしそうな顔をした。

　ニーナのためというよりは、自分達がそうしたかっただけなのかもしれない。

「そうなると、カナデも呼んだ方がいいのかしら？」

　タニアがそんなことを言う。

　ルナが小首を傾げる。

「しかし、この部屋に来る前に様子を見に行ったが、カナデはすでに寝ているみたいだったぞ？　すぴかーすぴかーという寝息が聞こえてきたのだ」

「まあ、もう遅い時間だものね」

「もう寝ているのに、起こすのはかわいそうな気がするな」

　俺がそう言うと、ニーナがふるふると首を横に振る。

「かわいそう、だけど……でも、一人だけ仲間外れなんて……もっと、かわいそう……だよ？」

「それもそうか」

　もっともな正論だった。

「じゃあ、俺がカナデのところに行ってくるよ」

　特に考えることなく、名乗りをあげた。

　タニアが驚いた顔になる。

「え？　そ、それはちょっとやめておいた方が……」

「廊下は冷えるし、みんなは部屋の中で待っていてくれ。カナデを連れて、すぐに戻ってくるから」

「あっ、ちょっとレイン!?」

　タニアの引き止めるような声が響いたけれど、それよりも先に俺は部屋の外に出ていた。

　そのままカナデの部屋に向かう。




　コンコン。




「……ふぁーい」

　扉をノックすると、ややあって、寝ぼけたような声が聞こえてきた。

　ガチャリと扉が開いて、眠そうなカナデが姿を見せた。

「んぅ……レイン？　どうしたの？　ふぁあああ……」

　ソラとルナが言うように寝ていたらしく、大きなあくびをこぼしていた。

「悪い。寝ていたよな」

「んーん、気にしないでー……それよりも、どうしたの？」

「一緒に寝ないか？」

「あー、うん。そういうことかー……いいよー、レインと一緒に寝るよー」

　半分寝ぼけているらしく、カナデはぼんやりと答えて、

「……にゃん？」

　少しずつ目が大きくなり、ついでに顔も赤くなっていく。

「一緒に寝るぅ!?　あわ、あわわわ、にゃああああああっ!?」

　おもいきり勘違いしたカナデは、顔を耳まで赤くして慌てるのだった。

　……夜、男が女の子のところに行って、そんな話をすれば勘違いさせてしまうよな。タニアは、このことを危惧していたのだろう。

　というか、もっと言い方っていうものがあるだろう。反省。





◆






「にゃー……さすがに狭いね」

「まあ、これだけの人数だもの。仕方ないわよ……って、ひゃん!?　だ、誰よ!?　あたしの尻尾に抱きついているのは!?」

「ん……ごめん、なさい。温かいから……つい」

「あ、ニーナだったのね。驚いただけで、怒ってないから平気よ」

「ふふん、我が許すぞ！　タニアの尻尾を思う存分に触るがいい！」

「しかし、温かいのですか……それはそれで興味がありますね。後で、ソラも、なでなでしていいですか？　ぎゅうっとしたいです」

　みんなで一緒のベッドに寝ていた。

　カナデとタニアは、俺の両腕に抱きつくような感じで。ソラとルナは、俺の両足にしがみつくような感じで。

　そしてニーナは、俺の上に乗り、胸にすがりつくような感じで、それぞれ寝ていた。

　みんなにしがみつかれて、身動きが取れない。寝返りも打てないし……これ、ちゃんと眠れるんだろうか？

「にゃふー、ちょっと恥ずかしいね」

　照れたようなカナデの声が聞こえた。

　明かりを消しているので、その表情はよくわからない。ただ、赤くなっているんだろうなあ、ということは想像できた。

「レインは恥ずかしい？」

「まあ……さすがに」

「にゃはは、そうなんだ。レインも恥ずかしいんだ」

「あ、こら。カナデ、あまり動かないで。カナデが動くと、あたしのスペースが狭くなるんだから」

「我らも、下手したら落ちてしまいそうなのだ」

「絶妙なバランスが要求されますね」

「一緒に寝るの……大変、だね」

「今更だけど、やっぱりやめないか？」

「「「「やめない」」」」

「……や」

　みんなが抱きついてきて、行動で答えを出してきた。

　なんだかんだで、この状況を楽しんでいるらしい。

「ふふっ」

　暗闇の中、ニーナの笑い声が響いた。

「どうしたんだ？」

「ん……なんて、いうか……あの、ね？」

「うん」

「楽しいなあ……って」

　ニーナが再び抱きついてきた。

　温かい。

　それと、心地いい重さを感じた。

「みんなと、一緒……だと、こんなに楽しいなんて……知らなかった、な」

　ニーナの尻尾がぱたぱたと動いているのがわずかに見えた。

　そんなニーナを見て、みんながそれぞれ優しい声をかける。

「にゃー♪　私も、ニーナが一緒だと楽しいよ。それに、うれしいな」

「そうね。妖怪猫娘の言うように、みんなと一緒にいると色々なことがあって楽しいわ」

「妖怪猫娘!?」

「ニーナの言うことは、よくわかりますよ。みんなが兄妹になったような……家族になったように思うことができますね」

「我が長女なのだ！」

「ルナはニーナ以下の末っ子ですよ」

「ショックなのだ!?」

　あれこれと楽しそうに話をするみんなを見ていると、自然と笑顔になってしまう。

　ニーナは引っ込み思案なところがあるから、うまくやっていけるかちょっと心配だったのだけど……でも、これなら心配いらないな。

「あの……ね？」

　そっと、胸の上で寝るニーナが語りかけてきた。

　みんなは口を閉じて、その言葉に耳を傾ける。

「わたし……まだ、仲間になったばかり、だけど……こう、思うの」

「どんなことを思っているんだ？」

「これからも……みんな、一緒に……いたいなあ、って」

　ニーナの言葉に、みんなが優しい顔になった……ような気がした。暗くてよく見えないけれど、でも、間違っていないと思う。

「一緒に……いられる、かな？」

「もちろん」

　ニーナの頭を撫なでる。




　俺達は仲間だ。

　出会ったばかりとか、そういうことは関係なしに、大事な相手だって思うことができる。そして、その気持ちはずっと変わることがないと断言できる。

　なぜ、そんなことが言い切れるのか？　未来のことなんて誰にもわからないのに、断言するなんておかしいのでは？

　他の人から見たら、そう言われるかもしれない。それは、間違った言葉じゃない。

　でも……俺は、こう思うんだ。

　みんなが楽しそうに笑っているから……笑顔を浮かべているから……

　この笑顔があるなら、何も問題はない。




「これからよろしくな、ニーナ」

「ん……こちら、こそ……よろしく、お願いします」

　俺の上で、ニーナがぺこりと頭を下げた。

「みんな、も……よろしく、お願いします」

「にゃー♪　こちらこそよろしく、だよ！」

「ふふっ、よろしくね」

「よろしくなのだ！」

「よろしくお願いします」




　これからも、俺達は同じ道を歩いていく。

　一緒の時間を過ごしていく。

　そして、絆きずなを育んでいく。

　そんな確かな未来図を胸に抱きながら、




「おやすみ」




　俺は、そっと目を閉じた。
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こんにちは、深山鈴です。

　はじめましての方ははじめまして。そうでない方は、一巻から引き続き、こんにちは。この本を手に取っていただき、ありがとうございます。とても感謝です！

　ビーストテイマー、二巻発売となりました！　わー、ぱちぱち。すごくうれしいです。これも応援していただいている皆様のおかげです。ありがとうございます。ありがとうございますを連発していることを校正で指摘されるかもしれませんが、ここは直しません。

　今回はあとがきが一ページです。短いです。本当は千ページくらい書きたいです。はい、ウソつきました。すいません。

　二巻はお約束の展開を入れてみました。それと、一巻よりも大きな事件にレイン達が挑むことになりました。いかがでしょう？　一巻と同じように楽しんでいただけるように書いたつもりですが……楽しんでいただけたら幸いです。あと、新キャラ登場ですね。狐耳と狐尻尾。もふもふです。なぜ狐なのか？　それは作者の趣味です。




　最後に謝辞を。一巻に引き続き、とても素敵なイラストを描いてくださったホトソウカ様、誠にありがとうございます。イラストを拝見して、いつもニヤニヤしています。そして、コミカライズを担当していただいている茂村モト先生、いつもありがとうございます。コミックス一巻、発売中ですよ！　そして、色々なアドバイスをくださる担当様、ありがとうございます。見捨てないで。

　またお会いできる日を夢みつつ……今日はこの辺で。ありがとうございました。
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本作品は、二〇一九年六月、小社より単行本として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







Ｋラノベブックス

勇ゆう者しゃパーティーを追つい放ほうされたビーストテイマー、最さい強きょう種しゅの猫ねこ耳みみ少しょう女じょと出で会あう２




二〇一九年七月一日発行

深み山やま　鈴すず

©Suzu Miyama 2019


発行者　森田浩章

発行所　株式会社講談社
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